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第
一
第
十
二
篇
第
二
ハ
八
章

(
P
、
D
第
一
七
四
章
)

一

セ

1
ナ
ジ
ッ
ト
物
語

山
肉
親
の
死
に
悲
し
む
向

山
菅
の
克
服
の
教
え

W

叩
と
く
に
無
欲
、
渇
愛
の
滅
の
教
え

mv

凶
渇
愛
の
滅
に
関
す
る
他
の
資
料
悦

同

仏

教

刷

プ

ラ

l
ナ
文
献
等

阿

哲

学

学

派

日
そ
の
他
の
教
え

一
一
ピ
ン
ガ
ラ

l
物
語

l
無
欲
の
教
え

μ

註

第
二
第
十
二
篇
第
一
七
一
章

(
P
、
D
第
一
七
七
章

l
第
一
七
八
章
)

一

発

端

l
l楽
(
幸
福
)
の
追
究

ニ
マ
ン
キ
物
語

l
l厭
離
、
離
欲

山

序
間

運

命

叩
厭
離
お
よ
び
欲
望
否
定

凶

欲

望

(
W仰

gmv}
刊
の
呼
び
か
け

、』，
J

悲
し
み
の
克
服
の
教
え
必
puい
¥
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t
I
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泊

qt

無
所
有
の
教
え
明
J
れ
い
¥

問

他

の

徳

目

附
大
な
る
楽
(
幸
福
)

三
ジ
ャ
ナ
カ
王
の
無
所
有
の
歌

四

ボ

l
ド
フ
ヤ
の
歌
|
|
厭
離

註

む
す
び註

J
l原
始
仏
教
経
典
研
究
の
問
題
に
関
連
し
て
|
|

lま

じ

め

イ
ン
ド
の
大
叙
事
詩
『
マ
ハ

l
パ
ハ

l
ラ
タ
』
(
』

h
Q
S
S
h
s
h
p
足
切
M
m

と
略
)
は
十
八
篇
(
巻
)
、
約
十
万
の
詩
節
(
偶
)
か
ら
成
り
、
戦
争
物
語
を
中
心
に

種
々
の
物
語
や
教
え
が
加
上
さ
れ
た
が
、
そ
の
主
要
部
分
は
お
よ
そ
西
暦
紀
元
前
二
世
紀
か
ら
後
二
世
紀
ま
で
の
頃
に
出
来
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
文
化

史
的
資
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
哲
学
思
想
に
つ
い
て
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。

特
に
そ
の
第
十
二
鰭
め
き
民

l、
ミ
ミ
お
(
寂
静
篇
)
の
第
三
部
足
。

2
ミ
ト
ミ
さ
ね

l
Y
3
S
(解
脱
法
品
。
ミ
忌
と
略
)
は
主
に
哲
学
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
れ
は
め

sa包会
.
札
判
定

lMVミ
S
F
句
、
長
吉
S
H
l
h利芯
"
h
sど
も
誌
と
共
に
ミ
句
、
v

の
四
哲
学
書
と
も
称
さ
れ
る
が
、

(141 ) 

そ
の
中
で
最
大
の
分
量
を
占
め
る
こ
の

Rhs

が
重
要
で
あ
る
口
後
の
学
派
の
哲
学
、
例
え
ば
サ
1
ン
ク
ヤ
、

ヨ
l
ガ
、
ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
派
等
の
哲
学
と
の
関
連
に
お
い
て
も
、

~-h
切
恥
の
哲
学
思
想
の
研
究
が

期
待
さ
れ
る
。
が
、
さ
ら
に
仏
教
を
考
え
る
上
で
も
、
看
過
で
き
な
い
材
料
が
そ
こ
に
あ
る
口

(1) 

民
句
、
ザ
と
仏
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
共
通
或
い
は
類
似
の
説
話
の
存
在
、
共
通
す
る
徳
自
の
存
在
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
せ
ら
れ
て
き
た
口
ま
た
仏
教
の
無

(
2
)
 

我
説
が
批
判
せ
ら
れ
て
い
る
個
所
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

い
ま
出
向

hg一
の
初
め
の
数
章
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。
こ
こ
で
は
仏
教
資
料
と
、
類
似
の
説
話
や
詩
句
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

仏
教
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
な
思
想

が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
稿
で
問
題
と
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
無
欲
、
無
所
有
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
無
常
観
や
苦
の
受
け
止
め
方
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に

は
、
ま
た
ジ
ャ
ィ
ナ
教
に
説
く
と
こ
ろ
と
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
な
け
.
れ
ば
な
ら
な
い
。

仏
教
経
典
の
中
で
、
民
句
、
ザ
と
く
に
ミ
忌
と
詩
句
や
語
句
(
成
句
)
の
共
通
(
類
似
)
す
る
も
の
を
含
む
も
の
と
し
て
は
、

N

)

ざ
さ
き
m
刷
、
ミ
ぬ
(
法
句
経
)
、

無

欲

と

無

所

有

(

村

上

)



第
二
十
九
号

令

I

、

J

R

ト

J
A
S
Y
j
j
f
J
=

‘

1

2

1

1

1

ト
M
5

門、札
h
S
N
(自
説
経
)
、
め
ミ
芯
雲
、

a
s
(経
集
)
、

'NhN宮
古
(
本
生
経
)
位
一
す
か
あ
り
、
そ
の
他
漢
訳
の
資
料
も
あ
る
D

ま
た
ン
ス
〆
リ
ッ
ト
文

J
q
r
s
g命
令
i
崎
E

S
1
3各
市

fqgZ一
詩
句
に
相
手
ふ

tzh刑
事
恥
ふ
り
も
子
、
~
母
子
主
主
句
一

Z
1民
主
車
窓
い
は
ま
芸
能
銭

吋一
U
N
U，i
;
，
い
片
手
配
恥
に
類
ず
ふ
諮
資
料
、
5

漢
択
で
は
可
お
む
レ
紅
衛
以
内
蔵
粧
』
r
q
J
K
E一
』
;
い
じ
附
市
町
広
本
紙
紙
一

α一
帯
経
典
の
料
引
い
砂
司
会
弘
、

(
5
)
 

b
ざ
さ
さ
mes含
に
つ
い
て
司
む
-
F
G
S
N刊
さ
が
、
非
仏
教
の
サ
ン
ク
ス
リ
ッ
ト
文
の
類
例
を
指
摘
し
、

者
で
あ
る
ぜ

5
5
図。

E
E
E
が
、
広
く
文
献
に
あ
た
っ
て
、

文

学

部

研

究

年

報

ま
た
円
H
札
拘
芯
a
d
h

判、hm制
に
つ
い
て
は
、

そ
の
校
訂
出
版

類
例
の
所
在
を
指
摘
し
て
い
る
中
に
、

~一h
N
w
b

の
類
例
を
も
含
ん
で
い
る
。

更
に
ミ
句
、
ザ
の
批
判

校
訂
版
(
次
記
)
は
仏
教
資
料
の
類
例
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。

な
お
足
句
、
v

の
批
判
校
訂
本
と
詩
句
索
引
の
完
成
は
、
研
究
史
上
画
期
的
な
成
果
で
あ
り
、
我
々
は
多
大
の
便
益
を
そ
れ
よ
り
受
け
る
と
と
も
に
、
新
た
な
問
題

本

諸
阪
本
と
の
本
文
の
出
入
異
同
を
刀て

し

同
書

りそ
'1出の
の府
軍 ~ì
庁「ー;従
会雪
定曹
お l肌

の
けじ
る V'

ず
同
れ
文 L

ヱE
支本
を文
もや
指編
摘章
し節

ご集
る f
こて
おし、

らる
t土」
従と
来ぞ
の ヨテ
m い
究だ
成.

果

再
検
討
を

の
解
明
に
向
か
う
出
発
点
に
立
つ
こ
と
に
も
な
る
。

註
記
に
は
諸
写

せ
ま
る
も
の
で
も
あ
る
口

本
稿
は
以
上
の
よ
う
な
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
」
戸
内
&
の
初
め
の
方
の
二
つ
の
章
を
和
訳
、
解
説
し
つ
つ
、

特
に
類
例
の
存
在
の
事
実
を
指
摘
し
、

(142 ) 

そ
の
意
味
を

考
え
よ
う
と
す
る
D

ム
hNWMV
は
刊
本
に
よ
っ
て
、
そ
の
本
文
の
出
入
、
順
序
、
及
び
章
及
び
詩
節
の
番
号
が
異
な
る
。

¥
g
q
れ
き
の
を
も
な
礼
S
J
F
Z
2
2
5
8
E
F
M
M
g
F
出
F
E
R
E円
。
号
ロ
宮
山
一
月
2
3
5
F
ω
t
g
F
F
S
F
5
8
1
8匂
(
以
下
。
と

¥
略
)
を
用
い
、
そ
の
章
節
番
号
に
従
う
。
な
お
足
&
は
〈
CH・
5
と
〈
己
・

5
を
占
め

ω・
内
出
。
H
S
F
R
の
編
集
に
成
り
、
一
九
五
四
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
o

二
S
Fに
は
従
来
、
ヵ
ル
カ
ツ
タ

(
C
)
、
ボ
ン
ベ
イ

(B)
、
お
よ
び
南
イ
ン
ド
の
ク
ン
パ
ハ
コ

1
ナ
ム

(
E
B
σ
E
g
g
-
5
2近
の
外
に
、
プ

1
ナ
よ
り

(7) 

一
一
九
二
九
か
ら
一
一
一
一
一
一
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
、
内
容
上

B
に
近
い
と
い
わ
れ
る
六
巻
本
(
さ
さ
さ
さ
事

§

S
安

心

遣

さ

ミ

ミ

ミ

ヨ

ま

さ

宮

以

下

P

と
略
)
が
あ
る
D

(

リ
門
・
が
出
版
さ
れ
た
後
に
お
い
て
も
従
前
の
版
本
を
参
照
す
る
必
要
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に

P
は
ニ

1
ラ
カ
ン
タ
ハ
(
十

い
ま
は
、
批
判
校
訂
本
(
吋
ど
』
ha言
S
旬
、
ミ
ぬ
」
守
、
忌
応
、
3
H

七
世
紀
)
の
註
釈
を
含
み
、
一
重
要
で
庁
あ
岩
浄
一
私
は
い
ま
必
要
に
応
じ
て

P
を
参
照
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
原
典
で
は
な
い
が
ド
イ
セ
ン
(
司
g
H
U
g
g
g

ト
ラ
ウ
ス

3
2。
∞
可
S
ω
)
に
よ
る
ミ
&
等
の
ド
イ
ツ
語
訳
(
ヨ
ミ

M
S氏
。
的
毛
堂
的
。
守
口
辻
、
札
S
』
hsM忌
S
弘、注帆
S
U
E
Sを
念
特
も
お
さ
き
l
切

Fお
向
き
ミ
ぬ
ま
1

出向。

r
p
a
m
Sミ
き
お

l
h
s晃
容
柏
福
岡
、
巳
市
民
間

5
0∞
w
以
下

D
と
略
)
も
ま
た
本
文
を
理
解
す
る
上
で
参
考
に
な
る
の
み
な
ら
ず
、

B
及
び

C
の
章
節
番
号
を
明
示
し

て
い
る
の
で
、

便
利
で
あ
る
。

ま
た
出
向
NWMF
の
詩
句
(
四
半
句
)
索
引

MJMR
旬
、
ぬ
ま
ね
tNミ
ミ

ミ

hpq
』
h
a
p
S
F旬、
a
p
E
s
h
h制
守
護
Y
G
V
S
S
G
I
Nミ
ミ

ミ

3
2
G
t

。S5
3
0
R由
阜
、
立
高

S
N
F
G
n
3
h
g
H
N
尽
忌
h
o
s
o
H
S
G
』
h
s
s
sミ
H
Q
O仏・
σ
U
1

可
・
円
・
〈
包
仏
可
P
∞
ぐ
。
円
ωw
旬。。
E
g
g
-
S芯
は
便
利
で
あ
る
。

出h-
切
恥
は
篇
(
巻
)
(
司

R

gロ
)
、
章
(
伊
門
凶
げ
可
似
・

3
・
)
、
詩
節
を
番
号
(
ご
一
種
の
数
字
)
で
示
の
す
が
通
例
で
あ
る
が
、

C
の
み
は
章
を
省
き
二
種
の
数
字
で
示
し
て

る
。
今
は
わ
吋
・
に
よ
っ
て
三
種
の
数
字
で
示
し
、
必
要
に
応
じ
て
、

P
ま
た
は

D
の
章
節
番
号
に
言
及
す
る
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
和
訳
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
に
註
記
を
加
え
る
形
で
、
話
の
筋
に
沿
い
な
が
ら
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

註

(1) 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

5 

池
田
澄
達
『
マ
ハ

l
バ
ラ
タ
と
ラ
1
マ
l
ヤ
ナ
』
(
日
本
評
論
社
、
昭
和
十
八
年
)
第
五
章
、
第
六
章
参
照
。

金
倉
園
照
『
印
度
中
世
精
神
史
』
上
(
昭
和
二
十
四
年
、
岩
波
書
庖
)
三

O
四
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

パ
l
リ
経
典
は

HV町長、
HOM仲
印

00宮
司
の
刊
本
に
よ
る
。
ま
た
そ
の
略
号
も
大
体
叶
宮
市
町
長
吋
σ込
山
o
a
o
q、ωMM一
色
?
問
芯
句
史
的

b
b
を
g
s号
、
出

y
M内
HFM内
同
ぐ
に
従
う
。

H
W
H
E
N
F
B
E
a
u
qぬき
S
S司
hEuMSま
ま
さ
U
5
S
的、
s

p
ミ
ss-Eミ
ミ
凶

(
h
g
aミ
NS諸問
s
a寄
与
も
さ
自
民
需
き
hhmaRwhも
s
s
g
h
s
h
h
p

句何回出
OH。包印。
F
E
a
o
H
5
F
O
E
E∞
タ
ロ
片
山
洋

σ
可

OHmou
民
同
・
忠
)
出
g
仏
回
同
窓
旬
、
回
自
仏

H
H
S
S・

g
F
σ
H
E
H
N
g
u
出
。
日
号
w
g
m
g
d
H
H仏

5
0
5
1出回岡山
B
Uは
ωの
官
印
mEω]同同席。
HVRmp出
O
H
S
E
B
M
V
m法
b
v
p
B
B
8併
合
(
ロ
・
〈
。
m
o
H
o
p
h
g
s
s事
S
S
S
F

n。
選
選
同
事
。
言
及
。
唱
柏
村
、
a
s
s
m
S
同
。
き
要
。
h
h。
wassg
担
。
宮
内
句
如
実
a
g
H帆

S
w
a
s
h
r江町
h
z。・
ω
∞"z.04
ロ
o
F同

5
8、
田
ygmWIGS-

但
し
筆
者
は

C
、
B
、

K
を
見
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
。

同
h刷、
を
お
さ

2
2
8
8
を
加
え
る
と
七
巻
と
な
る
。
な
お
次
の
書
名
は
第
一
巻
の
欧
文
タ
イ
ト
ル
ャ
で
あ
る
が
、
第
二
巻
以
後
は
的
影
主
連

S
ミ
S
S
E
S
E遣
と
な
っ
て
い
る
。
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7 6 

第

第
十
二
篇
第
二
ハ
八
章

(
p
、
D
第
一
七
回
章
)

悲
し
み
の
克
服
の
教
え

セ
i
ナ
ジ
ッ
ト
物
語

(1) 

肉
親
の
死
に
悲
し
む

戦
い
に
傷
つ
き
、
死
を
待
つ
老
ピ
ヒ

l
シ
ュ
マ
(
出
F
I
B伊
)
将
軍
に
向
か
っ
て
、

ユ
デ
ヒ
シ
ュ
テ
ヒ
ラ
(
吋
ロ
岳
民
主

E
S
)
は
教
え
を
請
い
、
間
い
を
発
し
、
こ
れ

無

欲

と

無

所

有

(

村

上



文

学

部

研

究

年

報

第
二
十
九
号

に
答
え
る
ピ
ヒ
1
シ
ュ
マ
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
出
向

mg
の
筋
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ヒ
l
シ
ュ
マ
の
語
る
所
は
、
多
く
は
古
き
伝
承
物
語
(
司
耳
目
g
t
t
v
r
p
)

を
引
く
、

と
い
う
形
で
展
開
さ
れ
る
。
出
向
mg一
の
最
初
の
こ
の
章
は
P
に
よ
れ
ば

『
バ
ラ
モ
ン
と
セ

1
ナ
ジ
ッ
ト
と
の
会
話
の
物
語
』

(出
H
m
w町
民
同
卯
一
也

piωσ
ロmw]
芹
l

ZH官
J
N

似品
p
l
r
m
w
仲V
E
M
m
F
)

と
い
わ
れ
る
が
、

こ
こ
に
は
こ
つ
の
物
語
が
語
ら
れ
る
。

一
は
セ

l
ナ
ジ
ッ
ト

(
ω
g
p官
仲
)
物
語
で
あ
り

(0.
ロ

.
8∞.∞
1
印

ω、一司・ぉ・

q
h
m
・∞

18)、
他
方
、
更
に
そ
の
物
語
の
中
に
引
か
れ
る
形
で
、
ピ
ン
ガ
ラ
l

(
虫
佐
官
出
)
物
語
が
出
て
来
る

(O・
S
・
5
∞
・
怠
t
g
w
H
M

・
尽
・
む
hm
・旬。ー∞凶
)
D

セ
1
ナ
ジ
ッ
ト
物
語
は
同
品
川
ミ
雪
補
選
恥
噛
霊
的
知
的
お
き
も
ミ

S
S
(王
法
教
示
品
、
同
&
と
略

)
(
O・
s
-
M∞一・

52M句、可・ぉ・凶切一・

51M匂
)
に
も
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は

出
向
忌
と
共
通
の
詩
句
が
半
数
以
上
あ
り
、

P
は
そ
の
章
を
「
セ

1
ナ
ジ
ッ
ト
物
語
」
(
∞

gヰ
広
占
司
邸
付
何
回
可
抑
ロ
mw)

と
呼
ん
で
い
る
。

以
下
出
向
忌
引
の
セ

1
ナ
ジ
ッ
ト
物
語
を
順
を
追
っ
て
見
て
ゆ
こ
う
。
ま
ず
ユ
デ
ヒ
シ
ュ
テ
ヒ
ラ
は
た
ず
ね
る
。

『
ユ
デ
ヒ
シ
ュ
テ
ヒ
ラ
は
言
っ
た
口

財
が
尽
き
、
或
い
は
妻
、
子
或
い
は
父
が
死
ぬ
も
、

い
か
な
る
覚
悟
守
口
門
出
E
)
を
も
っ
て
悲
し
み
示
。
w
p
)

を
克
服
す
る
か
、
そ
れ
を
私
に
説
か
れ
よ
。
祖
父
上
よ
。

(
六
)

("144) 

ピ
ヒ
l
シ
ュ
マ
は
言
っ
た
口

財
が
尽
き
、
或
い
は
妻
、
子
或
い
は
父
が
死
ぬ
と
、
あ
あ
、
苦
し
み
(
島
民
一
v
r
E
)
だ
と
考
え
つ
つ
、
悲
し
み
の
、
償
い
官
官
、
己
民
)
を
な
す
が
よ
い
。

(七)』

((リ円・]{凶
.
H
A
W

∞・。
l
J
F
同

ν
.
H
N
.

一54
.
∞l
吋
)

こ
れ
が
以
下
の
話
の
序
を
な
し
、
悲
し
み
、
苦
し
み
の
克
服
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

同帆
Nbm-

一
の
「
セ

1
ナ
ジ
ッ
ト
物
語
」
で
は
、
戦
い
に
は
勝
っ
た
が
、
夫
や
子
を
失
く
し
た
女
達
の
嘆
き
を
聞
い
て
、
や
す
ら
ぎ
を
得
ず
悲
し
む
ユ
デ
ヒ
シ
ュ
テ
ヒ
ラ

詩
仙
ヴ
ャ

l
サ
(
ぐ
可

gp)
が
説
く
と
い
う
筋
に
な
っ
て
い
る
。

ヴ
ャ

1
サ
は
ま
ず
時
(
片
山
皆
)
が
万
事
を
支
配
す
る
と
い
う
こ
と
を
説
き
つ
つ

(
O
.
s・
8
一.

∞15)
、
セ
l
ナ
ジ
ッ
ト
王
の
所
説
に
言
及
す
る

(0・ロ・
N
∞
.5)
。

前
掲
の
第
七
偶
は
同
忌
一
の
「
セ

1
ナ
ジ
ッ
ト
物
語
」
の
第
一
七
偽

(0.
お・
N
∞一
.5)
に
等
し
い
が
、
後
者
で
は
わ
円
・
本
は
「
苦
し
み
」
を
wmw
叩
宮
田
と
す
る
。

し
か
し
P
は
そ
こ
で
も
円
E
V
E
H
W
B
を
用
い
る
し
、

(
い
円
・
の
註
記
に
お
い
て
も
P
と
同
じ
く
岳
島
区
5
5
と
す
る
写
本
が
十
一
種
も
示
さ
れ
て
い
る
ロ
意
味
上
は

大
じ
た
相
違
も
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ぞ
の
ま
ま
で
よ
い
の
レ
で
あ
ち
4

ぅ
。
手
“
の
掲
ゑ
殆
ぢ
澗
別
JTも
J

の
が
γ
認
知
bJv
第
三
日
一
巻
治
担
訳
家
AKh葬
y
k
dも
あ
珍

(fee--ιuaI》
宅
・

H
U
・
8
2
1凶
)

最

後

だ

け

は

そ

の

前

に

は

含

察

官

自

の

語

を

出

し

て

い

る

。

(
1
)
 

(
含
宮
島
戸
)
を
ま
ず
第
一
に
問
題
と
す
る
の
は
、
後
代
の
学
派
の
中
で
は
、
サ
l
ン
ク
ヤ
学
派

(MK聞き
S
Y
S
l
b
h
ミ
富
岡
)
で
あ
る
が
、
」
戸
内
切
加
に
年
代
的
に
よ
り
近

『
悲
し
み
の
献
態
(
司
邑
p)

に
近
づ
く
べ
し
』

と
な
っ
て
い
る
が
、

さ
て
、

苦

い
も
の
と
し
て
は
、
仏
教
が
あ
る
。

原
始
仏
教
の
教
説
は
、
四
諦
・
十
二
因
縁
(
縁
起
)
、
或
い
は
五
組
(
或
い
は
六
内
処
、
六
外
処
)

え
ら
れ
る
が
、
そ
の
四
諦
の
第
一
は
苦
(
仏
ロ
ザ
w
v
m
w
)

で
あ
り
、
そ
の
苦
の
因

(
g
E
d仏
者
戸
、
集
)
は
渇
愛
(
丹
羽
岡
弘
、
)
で
あ
る
と
知
り
、
そ
の
苦
の
減
を
め
ざ
し
、

(
3
)
 

苦
の
減
の
道
と
し
て
八
正
道
を
説
く
。
十
二
因
縁
(
或
は
縁
起
説
)
は
老
・
死
・
悲
し
み
・
嘆
き
・
苦
・
憂
い
・
悩
み
と
い
う
全
て
の
苦
の
集
ま
り
(
苦
組
)
の
、

(
4
)
1
4
1
i
i
;
j
i
-
-
3
3
 

原
因
を
た
ど
っ
て
、
さ
い
ご
に
無
明
に
い
た
り
、
そ
の
無
明
が
滅
す
れ
ば
、
さ
い
ご
に
は
老
死
等
全
苦
慈
の
減
、
が
あ
る
と
観
ず
る
の
?
あ
る
。
尤
も
』
h-
札
暑
に
は
仏

教
の
四
諦
説
や
縁
起
説
が
見
目
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
こ
に
お
い
て
も
、
人
生
に
お
け
る
苦
や
無
常
を
痛
感
し
、
そ
の
人
生
苦
の
解
決
の
道
を
求
め
る
、
と
い

(
5
)
 

う
点
で
は
、
仏
教
と
も
共
通
の
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
無
常
観
や
厭
世
観
は
『
マ
イ
ト
リ
・
ウ
バ
ニ
シ
ャ
ド
』
(
』
内
ミ
守
札
l

句
、
お
き
怠
礼
)
の
出
発

(
6
)
 

点
で
も
あ
り
、
そ
の
萌
芽
は
『
カ
タ
ハ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
』
(
同
&
ぎ
i
q
M
V
R
H
ミ
窓
円
相
)
に
も
認
め
ら
れ
る
。

(
2
)
 

の
無
常
・
苦
・
無
我
の
説
な
ど
を
も
っ
て
要
約
さ
れ
る
と
考

さ
て
ピ
ヒ
1

シ
ュ
マ
は
こ
こ
で
セ
1

ナ
ジ
ッ
ト
物
語
を
語
る
。
そ
れ
は
子
を
失
っ
て
悲
し
む
セ
1

ナ
ジ
ッ
ト
王
に
一
バ
ラ
モ
ン
が
教
え
る
、

と
い
う
話
で
あ
る
。

(145 ) 

『
こ
こ
で
も
〔
人
々
は
て
こ
の
古
き
伝
承
物
語

(EFr卯
吉
肖

mFgg)
を
引
き
あ
い
に
出
す
。
即
ち
、

セ
l
ナ
ジ
γ
ト

(ωgmF官
)
に
或
る
〔
バ
ラ
モ
ン
〕
賢

者
が
〔
語
っ
た
〕
通
り
、
と
〔
彼
は
〕
こ
と
ば
を
の
ベ
た
。

(

八

)

子
〔
を
失
っ
た
〕
悲
し
み
に
う
ち
ひ
し
が
れ
、
悲
し
み
に
う
ち
沈
ん
だ
玉
が
、
絶
望
し
た
顔
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、
〔
バ
ラ
モ
ン
〕
賢
者
は
言
葉
を
か
け
た
。

(
九
)

一
体
ど
う
し
て
あ
な
た
は
取
り
乱
し
迷
っ
て
(
自
由
色
5)
い
る
の
か
。
あ
な
た
〈
自
身
)
が
悲
し
ま
る
べ
き
で
す
の
に
、
何
に
つ
い
て
悲
し
ん
で
い
る
の
で
す

か
。
あ
な
た
を
も
悲
し
む
人
た
ち
が
居
る
の
に
。
悲
し
ま
る
べ
き
人
た
ち
は
、
あ
の
道
(
官
民
)
に
ゆ
く
で
し
ょ
う
。

(

一

O
)

ま
た
、
あ
な
た
と
私
と
、
誰
で
も
あ
な
た
を
取
巻
く
他
の
人
々
と
、
皆
我
々
が
ま
さ
に
そ
こ
か
ら
来
た
と
こ
ろ
に
、
ゆ
く
で
し
ょ
う
。
王
よ
。

(
一
一
)

セ
l
ナ
ジ
ッ
ト
は
言
っ
た
。

〔
バ
ラ
モ
ン
〕
賢
者
よ
。
苦
行
を
財
と
す
る
方
よ
。

ゐ
タ
パ
ス

覚
悟
(
げ
出
品
白
比
)
と
は
何
か
。
苦
行
と
は
何
か
。
三
味
と
は
何
か
。
知
と
は
何
か
。
或
い
は
、
そ
れ
を
得

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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第
二
十
九
号

れ
ば
絶
望
し
な
い
と
こ
ろ
の
あ
な
た
の
学
識

(bEC)
と
は
何
か
口

(
一
二
)
』

(わ円・
H
N
・]{∞∞.∞
l
H
N
W

H
M

・】
N
・H
.

吋品.∞
l
]
{
凶
)

こ
れ
が
セ

1
ナ
ジ
ッ
ト
物
語
の
序
に
相
当
す
る
。
右
の
第
八
備
に
対
し
て
は
周
忌
一
の
「
セ

l
ナ
ジ
ッ
ト
物
語
」
の

『
こ
こ
で
も
〔
人
々
は
〕
、

こ
の
古
き
伝
承
物
語
を
引
き
あ
い
に
出
す
。

即
ち
〔
そ
れ
は
〕
苦
に
さ
い
な
ま
れ
た
る
セ

l
ナ
ジ
ッ
ト
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
』

(
0
.
M
M
・N
。・

5w
H
V
・H
N
.
N
U
.
]
{
ω
)

が
対
応
す
る
。
但
し
、
そ
こ
で
は
バ
ラ
モ
ン
と
の
対
話
の
形
で
は
な
く
、
最
後
に
『
と
、

か
の
セ

l
ナ
ジ
ッ
ト
は
語
っ
た
』

(
0
.
5・M
m
w
.
M
m
v
)

と
い
う
通
り
、

セ

ー
ナ
ジ
ッ
ト
王
の
所
説
の
よ
う
に
“
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
セ

1
ナ
ジ
ッ
ト
が
い
か
な
る
人
か
、
何
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。

右
に
バ
ラ
モ
ン
の
言
葉
と
な
っ
て
い
る
第
十
偶

(C・
S
・
5
∞・

5)
に
は
、
同
&
の
セ

1
ナ
ジ
ッ
ト
物
語
の
第
一
偽
(
前
半
)
・
が
対
比
さ
れ
る
。
即
ち
そ
こ
に
は

」
う
い
う
。

『
そ
こ
で
〔
あ
な
た
は
〕
何
を
悲
し
む
の
で
す
か
。
〔
あ
な
た
は
〕
取
り
乱
し
(
迷
っ
て
)
お
り
、
〔
あ
な
た
自
身
が
〕
悲
し
ま
る
べ
き
で
す
の
に
、
何
を
悲
し
む

(146 ) 

の
で
す
か
。

(7) 

苦
に
お
い
て
は
苦
を
見
よ
。
そ
し
て
恐
れ
に
お
い
て
は
恐
れ
を
も
〔
見
よ
〕
0

』

(0・
ぉ
-
N
∞
・
ぉ

ua・M
M

・
ロ
-
N
印・

5)

但
し
そ
こ
で
は
バ
ラ
モ
ン
の
言
葉
で
は
な
く
て
、

セ
1
ナ
ジ
ッ
ト
の
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
前
掲
の
ミ
&
の
文
に
か
え
っ
て
見
ょ
う
。
第
十
偽
の
「
あ
の
道
(
拘
停
止
)
」
と
い
う
の
は
明
ら
か
で
な
い
。

一
1
ラ
カ
ン
タ
ハ
は
『
悲
し
み
な
き
境
地
(
句
包
ド
)

を
求
む
べ
き
で
あ
る
』
と
い
う
。
第
一
一
偽
の
明
確
な
意
味
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
す
べ
て
の
も
の
は
そ
の
根
源
に
や
が
て
は
還
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ

う

一
l
ラ
カ
ン
タ
ハ
は

『
そ
こ
で
両
者
(
私
と
あ
な
た
と
い
う
享
受
者
と
享
受
対
象
)
が
や
っ
て
来
た
と
こ
ろ
、
塩
が
水
に
〔
溶
け
る
〕
よ
う
に
〔
両
者
が
〕
融
消
す
る
と
こ
ろ
と
は
、

不
二
な
る

(
p
仏
〈
巳
官
)
、
悲
し
み
な
き
境
地
(
市
包
と
で
あ
る
。
が
二
元
の
(
仏
ぐ
m
E
P
)

〔
境
地
〕
は
悲
し
み
を
伴
う
』

と?いみうゆ

る
余
地
が
あ
る
。

(2) 

苦
の
克
服
の
教
え

さ
て
、
以
下
に
バ
ラ
モ
ン
の
こ
と
ば
が
来
る
。

『
バ
ラ
モ
ン
は
言
っ
た
D

見
よ
。
諸
の
有
類

(σ
何回日
r
F
生
類
)
は
総
じ
て
苦
に
巻
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
ア
l
ト
マ
ン
も
私
の
も
の
で
は
な
く
、
或
い
は
一
切
の
大
地
も
私
の
も
の
で
は
(
な
い
。
)

rsp匂
ゅ
の
伊
吉
笹
口
伊

B
w
g
m
w
g円ぐ
m
F

〈

仰

市

1
z
i
B
m
w
H
H
g

(一一一一)

私
に
お
け
る
よ
う
に
他
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
、
と
い
う
覚
悟

(σ
出
品
島
民
)
に
よ
っ
て
、
私
に
は
不
安
守

3・
pmと
は
な
い
。

こ
の
覚
悟
を
得
て
私
は
よ
ろ
こ
び
も
せ
ず
、
ま
た
不
安
で
も
な
い
。

(
一
四
)
』

(147 ) 

(
h
H
・]
5
.
H
A
W
∞・
H
ω
l
]
区切一司.岡山
N

・一戸一吋恥
.
]
{
ω
l
一一品)

こ
こ
に
バ
ラ
モ
ン
が
言
う
こ
と
は
、
一
種
の
無
我
観
で
あ
る
。
尤
も
こ
こ
で
は
『
こ
の
ア
1
ト
マ
ン
も
私
の
も
の
で
は
な
く
』
(
陸
自
仲
立
込
志
向
官
ロ

mHEmgE)
と

い
う
の
で
、

ア
ー
ト
マ
ン
(
我
)
そ
の
も
の
の
否
定
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
我
所
の
否
定
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ア
l
ト
マ

γ
が
個
人
の
真
の
自
我
、
霊
魂
で
あ

る
の
か
、
世
界
霊
魂
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
日
常
的
な
自
己
、

文
言
か
ら
は
明
か
で
な
い
。
が
、
「
こ
の
ア
l
ト
マ
ン
」
と
い
う
か
ら
、
日
常

的
な
自
己
、
自
我
を
指
し
つ
つ
、
そ
れ
を
否
定
し
て
、
真
の
自
己
、
自
我
を
暗
に
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
口
我
所
す
な
わ
ち
、
我
が
も
の
、
と
い
う
意
識

自
我
で
あ
る
の
か
、

を
否
定
す
る
こ
と
は
後
の
第
四
一
偽
ハ
P
、
D
第
四
四
偽
)

に
も
見
ら
れ
る
。
我
と
我
所
の
否
定
は
仏
教
の
い
う
所
で
あ
る
口
し
か
し
『
マ
イ
ト
リ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ

ド
』
に
も
、
我
の
否
定
と
し
て
包
品
百
出
口
(
我
の
な
い
、
無
我
な
る
)
、
民
同
笠
宮
ω
片一巳ぐ
mw(我
の
な
い
こ
と
、

無
我
な
る
ζ

と
、
無
我
性
)
が
説
か
れ
、

ま
た
我

所
の
否
定
と
し
て
巳

5
3
3伊
(
わ
が
も
の
と
い
う
観
念
の
な
い
ζ

と
、
れ
裁
所
性
)
と
い
わ
れ
る
。
『
マ
イ
ト
ザ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
』
と
同
様
な
「
無
我
」
説

が

5
2も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
も
触
れ
た
こ
と
が

d
v
r
c
-
C前
例

寸
〈
J

「
¥r'e
れ
U
1

と
こ
ろ
で
、
我
所
の
否
定
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
に
は
無
所
有
を
も
意
に
介
さ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
勾
d

そ
の
よ
う
な
無
我
観
(
無
我
所
観
)
に
ょ
っ

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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一
十
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て
、
不
安
は
な
い
、
と
い
う
の
が
、
右
の
趣
旨
で
あ
る
。

今
の
第
二
ニ
偶
後
半
と
第
一
四
偶
前
半
と
は
ミ
句
、
ザ

(0・)
5
.
8・
5
を
構
成
す
る
。
但
し
そ
こ
で
は
最
後
は
『
:
:
:
と
見
れ
ば
迷
わ
な
い
』
と
い
う
。
ま
た

向
じ
部
分
は
民
句
、
ザ
(
句

)E-s-ニ
後
半
1
5
前
半

(
l
p・
区

-s-Z丘
hwg侍
)
に
も
あ
る
。
但
し
そ
こ
で
は
最
後
は
『
:
:
:
と
〔
私
は
〕
思
う
。
再
生
族

の
最
上
者
よ
』
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
出
向
句
、
ザ
も
無
我
観
(
無
我
所
観
)
を
く
り
か
え
し
説
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(

9

)

(

印
)

(

U

)

な
お
第
二
ニ
偽
後
半
に

P
(
お
よ
び

h
H
・
5.
お
∞
特
)
は
一
行
を
加
え
て
お
り
、
ま
た
写
本
の
中
に
は
二
偶
を
加
え
る
も
の
も
あ
る

(
Q・
5
・
hat込
3
3
0
そ

(

叩

)

も

の

こ
に
は
楽
に
喜
び
苦
に
悲
し
む
ア
l
ト
マ
ン
(
自
己
、
我
)
が
心
臓
に
住
し
て
い
る
こ
と
、
私
は
た
だ
一
人
で
あ
っ
て
誰
の
所
属
で
も
な
く
誰
も
私
の
所
属
で
は
な

(
日
)
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
自
己
の
省
察
が
さ
ら
に
深
め
ら
れ
て
い
る
。

次
『
大
海
に
お
い
て
木
片
と
木
片
が
合
う
と
し
て
も
、
ま
た
合
っ
て
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
、
有
類
(
生
類
)
の
会
合
も
そ
の
よ
う
で
あ
る
。

〈
一
五
)

こ
の
よ
う
に
息
子
達
と
孫
達
と
、

親
族
(
]
忠
、
立
)
と
そ
れ
か
ら
縁
者

(
t
v
仰ロ仏
F
2
.
p
)

も
同
様
で
あ
る
。

彼
等
に
対
す
る
愛
著

(ω
ロ
o
F
と
は
な
す
べ
き
で
な

い
。
蓋
し
彼
ら
と
の
離
別
(
ぐ
昨
日

)B可
。
伺
戸
)
は
必
定
で
あ
る
か
ら
。

(
一
六
)
』
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(の吋・
H
N
.

一{∞∞・
H印
l]{
∞w
H
M
.
H
N
.
]可
恥
.
]
{
印
I]{⑤
)

こ
こ
に
は
、
愛
す
る
者
と
の
会
合
に
も
別
離
は
必
定
で
あ
る
か
ら
、
愛
著
を
な
す
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
。
愛
別
離
苦
は
仏
教
の
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
仏
教
は
愛

著

(
ω
5
F
m
F
)

を
否
定
す
る
口
例
え
ば

『
交
わ
り
が
生
じ
た
者
に
は
愛
著

(ωSE)
が
あ
る
。
愛
著
に
伴
う
て
こ
の
苦
が
生
ず
る
。

ベ
し
』
お
ふ
れ
れ
お
幻
ザ
)

(
臼
)

と
い
う
。
仏
教
に
お
い
て
は
愛
と
訳
し
う
る
語
は
、
大
て
い
、
否
定
せ
ら
れ
る
文
脈
に
お
い
て
、
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
何
故
に
愛
が
否
定
さ
れ
る
か

愛
著
よ
り
生
じ
た
患
い
を
観
察
し
て
、

犀
角
の
よ
う
に
一
人
ゆ
く

と
い
う
と
、
愛
は
苦
の
因
と
な
る
か
ら
で
あ
る
口
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
足
切
訟
の
前
掲
の
詩
節
に
も
同
じ
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(臼
)

(

U

)

な
お
第
一
五
偶
は
忠
岡
大

0
・
)
お
-M∞・

8
u
s
-
K
F
3・
5
・
8
怠
I
G
h
h遺
e
S
S
M
-
5
ω
・
8
(
O
E
s
r仕
立
。
ロ
N
-
g
-
N
切
)
お
よ
び
同
き

MgbZAP-
誌

と

同
文
で
あ
る
。
そ
の
中
で
出
向
切
や
お
・
N
∞
.ω白
桟
昔
、
主
一
悲
…
L
転
移
沈
む
者

fsgHWFT診、宮
t
宮一明炉開
Z
2
5
M
M
N
∞-G}位
陣
教
え
る
支
脈
ι

の品ト一一昨あ

は
『
い
か
な
る
人
も
決
し
て
老
死
を
越
え
ず
』
(
尽
・
M
∞
.
5
9
t
)
、
『
愛
す
る
者
達
と
の
別
離
と
愛
し
な
い
者
達
と
の
合
会
と
、
利
・
不
利
、
楽
、
苦
は
運
命
(
乱
白
島
ロ
mF)

に
従
う
』
(
尽
.
N
∞・
H
∞
)
、
『
愛
す
る
者
と
の
共
住
(
市
江
ω記
l
忠
告
J
1
r
p
)

は
無
常
で
あ
る
』

(
H
N
・N
∞
.
き
σ
)
と
説
か
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

大
海
中
の
こ
っ

の
木
片
(
流
木
)
の
比
峨
に
よ
っ
て
、
愛
す
る
者
と
の
別
離
(
死
別
)
が
必
然
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
覚
悟
を
教
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

よ
う
な
教
え
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
出
向
句
、
w
H
N
.

お
∞
に
か
え
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。

『
〔
人
は
〕
見
え
な
い
も
の
宮
島

R
Pロm
w
)

・
か
ら
生
じ
、
再
び
見
え
な
い
も
の
に
帰
す
る
。
こ
れ
は
汝
を
知
ら
ず
、
汝
は
そ
れ
を
〔
知
ら
〕
な
い
。
汝
は
何
で
あ
っ

て
、
何
を
悲
し
む
か
。

(
一
七
)
』

(
(
い
吋

.
M
M
・
H
∞∞
.
H
.
N
H
M
.
M
M
.
一
口
串
.
]
{
斗
)

殆
ど
同
文
が
ミ
句
、
ザ

(0・)
=
-
N
・
∞
に
も
あ
り
、

mumswpg
は
切

basa礼
な
罰
M
W
-
N
∞
に
対
す
る
註
釈
(
切
P
A
s
e
s礼
も
芯
S
h
g
u記
)
に
お
い
て
、
そ
れ
を
引
用
し

て
い
る
。
ま
た
民
句
、
府

(0・)5.
お・

5
も
同
様
の
趣
旨
で
あ
る
。
右
の
「
見
え
な
い
も
の
」
を
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
世
界
原
因
た
る
未
顕
現
(
仰
ぐ
可
共
宮
)
と
解
す
る
。

し
か
し
こ
の
ミ
旬
、
ザ
の
文
脈
に
お
い
て
は
世
界
原
因
に
つ
い
て
の
思
弁
を
認
め
る
余
地
は
な
く
、

む
し
ろ
、

人
が
見
え
な
い
、
知
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ

(149 ) 

て
、
ま
た
死
ん
で
見
え
な
い
、
知
ら
れ
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
述
べ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
れ
に
比
較
す
べ
き
仏
教
の
資
料
は
見
あ
た

ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
『
苦
は
渇
愛
の
悩
み
か
ら
生
ず
る
(
仏
忌

5P1qsgpg)。
楽
は
苦
の
悩
み
か
ら
生
ず
る
。

楽
よ
り
ま
さ
に
苦
が
生
じ
、
ま
た
ま
た
こ
れ
(
苦
〉
も
同
様
で
あ
る
。

楽
に
引
き
続
い
て
苦
が
あ
り
、
苦
に
引
き
続
い
て
楽
が
あ
る

(255ω

ユE
ロ
g
g告
門
E
f
E
E哲
門

E
V
E
5
4
Pロ
mggg告
E
E
E
B
)
。

(

一

λ
〉

汝
は
楽
よ
り
苦
に
陥
ち
い
っ
た
。
再
び
楽
を
得
る
で
あ
ろ
う
。

永
遠
に
苦
を
受
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
永
遠
に
楽
を
受
け
る
わ
け
で
は
な
い
D

(
一
九
)
』

(
(
U
F
H
N
.
H
A
W
∞.
H
∞l
H
∞"司.一
-
N
・一戸吋品
.
H
∞l
N
C
)

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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第
二
十
九
号

右
の
第
一
八
偽
第
一
行
は
わ
同
・
尽
-
N
∞・
M
M
丘
に
同
じ
で
あ
る
。
『
苦
は
渇
愛
の
悩
み
か
ら
生
ず
る
』
と
い
う
見
方
は
仏
教
の
言
い
ま
わ
し
を
想
起
せ
し
め
る
。
四
諦

説
に
お
い
て
も
、
苦
集
聖
諦
即
ち
苦
の
原
因
と
は
渇
愛
で
あ
る
。
苦
は
渇
愛
よ
り
生
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
渇
愛
を
滅
す
る
こ
と
が
必
要
と
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
に

つ
い
て
は
後
に
述
べ
ら
れ
る
。

次
に
は
楽
よ
り
苦
が
生
じ
、
苦
よ
り
楽
が
生
ず
る
こ
と
、
楽
に
続
い
て
苦
が
あ
り
、
苦
に
続
い
て
楽
が
あ
る
と
い
う
。

P
は
前
掲
の
第
一
八
偽
の
最
後
の
行

(
e

に
『
人
々
の
楽
と
苦
と
は
、
車
輪
の
よ
う
に
回
転
す
る
』

(0・
お
0
3
と
加
え
て
、
第
一
九
偶
と
す
る
。
第
一
八
偽

e
l
f
は
ミ
同
旨

(p・)ω-Nぉ
・
怠

mwy

尽・

8
・
g
m
w
Y
H
N
-
E∞
-Emwげ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
楽
に
続
い
て
苦
が
あ
り
、
苦
に
続
い
て
楽
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
民
旬
、
ザ
に
繰
返
し
説
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
更
に
仏
教
の
州
市
品
交

Z
0・
お
ω
同三
ShlhaQ宮
の
第
二
偽
(
前
半
〉
が
対
比
さ
れ
る
。
そ
れ
は

2
5
3営
S
S
E
-
戸
時
s
e
f
a
5
5
8
2
5
8
(三
百
七
一
言
)
と
あ
り
、
。
ハ

l
リ
語
で
は
あ
る
が
、

5
2さ
き
の
一
句
と

意
味
も
同
じ
く
同
じ
語
順
で
あ
る
。
ま
た
第
一
九
備
後
半
は

0
・M
M
-
M
∞-
M
ω

丘
と
同
文
で
あ
る
。
。
・
尽
-
M
∞
に
は
の
同
・
ロ
・

5
∞
と
共
通
な
詩
句
を
有
す
る
が
、

同
じ
よ
う
に
苦
を
慰
め
る
文
脈
が
続
い
て
い
る
。

次
に

P
本
(
及
び
B
、

c、
D
本
)
が
挙
げ
る
八
偶
は
門
戸
本
文
に
は
採
用
せ
ら
れ
ず
脚
註

3
2
3
に
ま
わ
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
〈
P
本
の

(150 ) 

番
号
を
算
用
数
字
で
示
す
。
)

『
身
体
こ
そ
は
楽
の
依
所

3
3
-
C
E、
)
で
あ
り
、
ま
た
身
体
は
苦
の
依
所
で
も
あ
る
。
凡
そ
身
体
を
も
っ
て
い
か
な
る
業
を
な
し
て
も
、
ま
さ
に
そ
れ
に
よ
っ

て
、
有
身
者

3
0
E
F
魂
)
は
そ
れ
(
業
)
を
享
受
す
る
。

(
P
幻
)

生
命
(
]
目
i
g
)
と
身
体
と
は
出
生
と
共
に
生
じ
、
両
者
は
共
に
生
長
し
(
老
い
て
両
者
は
共
に
消
滅
す
る
ロ

(
p
m
)
 

多
く
の
種
類
の
愛
著
の
網
縄

(
ω
5
g
l司
仰
郎
防
)
に
よ
っ
て
、
人
々
は
対
境
(
感
覚
対
象
)
に
と
ら
わ
れ
、
そ
し
て
目
的
を
果
た
さ
ず
に
(
品
問
仲
町

FP)
沈
む
D

砂
の
堤
防
が
水
に
よ
っ
て
〔
崩
れ
る
〕
よ
う
に
。

(
p
m
)
 

愛
著

(ω
ロ
各
伊
)
に
よ
っ
て
、
胡
麻
の
よ
う
に
、
皆
創
造
の
輪

(
ω
R
m
p
g
H
Q
P
輪
廻
の
輪
)
に
お
い
て
、
搾
ら
れ
る
。
例
え
ば
胡
麻
搾
器
に
よ
る
よ
う
に
、
無

知
よ
り
生
ず
る
煩
悩

(Eop)
に
よ
っ
て
、
と
ら
わ
れ
て
。

(
P
斜
)

人
は
妻
へ
の
情
愛
宮
市
σ
5
3
に
町
よ
づ
て
不
浄
な
る
業
を
積
む
も
人
は
ら
ひ
と
り
、
ぁ
i

の
よ
門
世
マ
に
お
い
二
一
て
も
y
ま
た
亡
円
の
か
世
以
J

に
い
お
い
て
も
、
煩
悩
A
窓一
obmww

苦
悩
)
を
得
る
。

(
P
お
)

子
供
や
妻
や
縁
者
に
執
著
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
々
は
、
悲
し
み
の
泥
の
海
に
沈
ん
で
い
る
。
老
い
た
象
が
〔
泥
沼
に
沈
む
〕
よ
う
に
。

(
p
m
)
 

子
供
を
な
く
し
、

財
を
失
う
と
、

ま
た
親
族
・
縁
者
の
〔
死
去
〕
に
あ
っ
て
も
、

山
火
事
の
火
に
も
た
と
え
ら
れ
る
、

ま
こ
と
に
大
な
る
苦
を
受
け
る
。
王

ト
J

品。楽
と
苦
と
の
有
と
無
、
こ
の
す
べ
て
は
運
命
(
仏
包
ぐ
P

神
意
)
に
依
存
す
る
D

(
P
幻
)

友
な
き
人
も
、
友
あ
る
人
も
、
敵
あ
る
者
も
、
友
あ
る
者
も
、
智
慧
あ
る
人
も
、
智
慧
欠
く
者
も
、
運
命
に
よ
っ
て
楽
を
得
る
口

(
P
お)』

(司

.HN
・口品
.NHjN∞切

0
.
5
・h
5
3
)

以
上
の
八
偽
は
わ
戸
で
は
本
文
に
採
用
さ
れ
な
い
が
、

そ
の
中
の
あ
る
も
の
は
足
切
F

の
他
の
個
所
に
も
共
通
に
見
ら
れ
る
。

ま
ず
右
の
P
幻
偽

(
前
半
)
tま

0
.
5
.
5品
.
5
(後
半
)
と
同
一
で
あ
り
、
と
も
に
、
楽
苦
の
依
所
が
身
体
で
あ
り
、

身
体
に
よ
っ
て
ど
ん
な
業
を
作
っ
て
も
、

そ
の
業
〔
の
果
〕
を
人
(
有
身

者
l
霊
魂
)
は
受
け
る
、
と
い
う
趣
旨
を
の
ベ
る
口

p
m
は
わ
同
・

HN・
NChp.mw

『
愛
著
す
る
か
ら

(ω
己
的
門
出

E
守
的
存
)
、
胡
麻
の
よ
う
に
、
世
界
(
す

mp
生
類
)

は
皆
、
こ
の
〔
輪
廻
の
〕
輪
に
お
い
て
搾
ら
れ
る
。
例
え
ば
胡
麻
搾
器
に
よ

(151 ) 

る
よ
う
に
、
無
知
よ
り
生
ず
る
享
受
に
よ
っ
て
お
そ
わ
れ
て
』

と
内
容
的
に
一
致
し
、
輪
廻
に
お
い
て
苦
し
め
ら
れ
る
原
因
を
愛
著
と
み
る
の
で
あ
る
。

p
m前
半
は

ο・ぉ・
ωφ
∞
-
S
前
半
に
等
し
く
、
妻
へ
の
情
愛

(
8
0
w乱
)

(
日
)

に
よ
っ
て
不
浄
な
る
業
を
積
む
と
い
う
。
ま
た

p
m
は
出
向
守
芝
公
私
ミ
ぉ
l
M
V
拍車、相公帆
H
g・
ω叫
に
ほ
ぼ
等
し
く
、
妻
子
や
縁
者
に
執
著
す
る
者
は
悲
し
み
に
沈
む
と
説

以
上
の
八
偶
を
通
ず
る
大
意
は
、
先
の
第
一
六
偶
や
第
一
八
偽
の
趣
旨
を
受
け
つ
い
で
い
る
口

す
な
わ
ち
、

愛
著

(
ω
5
g
)
に
よ
っ
て
束
縛
せ
ら
れ
、
苦
し
め

ら
れ

(
p
m
、
弘
)
、
妻
へ
の
情
愛
(
戸
市
σ
g
p
顧
慮
〉
に
よ
っ
て
不
浄
な
る
業
を
積
み

(p
お
)
、
妻
子
に
執
著
し
て
(
匂

E
Z
E
P
)
、
悲
し
み
に
沈
む

(p
お
)
と

い
い
、
愛
著
、
情
愛
、
執
著
に
よ
っ
て
苦
、
悲
し
み
が
生
ず
る
と
見
る
の
で
あ
る
。
な
お
終
の
二
偽
で
は
運
命
(
色
白
く
と
に
よ
っ
て
楽
叉
は
苦
を
う
け
る
と
い
う
。

愛
著

(ωHgFmp)
が
「
心
の
苦
の
根
本
」
(
仏
ロ
ザ
民
5
2
5巴
と
で
あ
り
、
「
諸
々
の
苦
は
愛
著
に
根
ざ
す

(ω
ロ岳山、
15gp)」

(
臼
)

を
否
定
す
る
文
脈
が
あ
る

3
h
N
w
b
(
0・)ω.N.N∞
l
N
3
0

な
ど
ミ
句
評
の
他
の
個
所
に
も
、
愛
著

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
愛
著
(
ω
H
H
O
V
P
)

を
否
定
す
る
の
は
仏
教
で
あ
っ
た
。
妻
な
ど
に
対
す
る

m屯
井
包
(
バ

l
リ
語
で
は
将
司

mwwFmf
情
愛
、
顧
慮
、
顧

恋
)
を
否
定
す
る
。
例
え
ば
、

い
ま
し
め

『
鉄
や
木
や
草
の
縛
を
賢
者
た
ち
は
堅
固
だ
と
は
言
わ
な
い
。
宝
石
の
環
や
子
供
た
ち
ゃ
妻
た
ち
に
対
し
て
執
著
す
る
情
愛

(
8
0
W
F
仰
)
は
、
こ
れ
は
重
く
、
緩

く
、
ー
悦
れ
が
た
く
し
て
、
堅
固
な
縛
だ
、
と
賢
者
た
ち
は
い
う
。
こ
れ
を
も
断
じ
て
、
情
愛
な
く

(89宮
w
E口)、

sis-ぎ
ltざ
十
軒
忌
む

HZN
連

ihyJgEUasses-z)

『
子
供
た
ち
ゃ
妻
た
ち
に
対
す
る
情
愛

(μ
唱。医
H
仰
)
は
、
恰
か
も
枝
茂
っ
た
竹
が
相
か
ら
む
よ
う
な
も
の
だ
。
街
の
よ
う
に
、
相
か
ら
む
こ
と
な
く
(
執
著
す

る
こ
と
な
く
)
、
震
の
よ
う
に
一
人
ゆ
く
べ
し
』
ぷ
紋
齢
制
V
∞∞)

以
上
の
よ
う
に
、
愛
著
や
情
愛
、
執
著
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
劇
劇
ル
秘
資
料

ι共
通
的
で
あ
る
。

欲
楽
を
捨
て
て
、

出
家
遍
歴
す
る
。
』

続
い
て
、
更
に
楽
と
苦
の
考
察
を
す
る
。
そ
し
て
も
っ
と
も
愚
か
な
者
と
、
最
も
賢
い
者
と
は
楽
を
得
る
が
、
中
聞
に
位
す
る
も
の
は
苦
し
む
、
と
い
う
意
味
を

の
ベ
る
。

(152 ) 

『
友
達
た
ち
も
楽
の
た
め
に
は
充
分
で
は
な
く
、
敵
共
も
苦
の
た
め
に
は
充
分
で
は
な
い
。
ま
た
利
の
た
め
に
は
智
慧
(
℃

E
吉
山
、
)
も
充
分
で
は
な
く
、
楽
の
た

(
日
)

め
に
は
財
も
充
分
で
は
な
い
。

(二

O
〉

覚
知
(
ず
ロ
仏
白
止
)
も
財
獲
得
の
た
め
に
な
ら
ず
、
愚
昧
も
不
繁
栄
の
た
め
に
な
ら
な
い
D

智
慧
あ
る
者
は
世
間
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
の
次
第

(
H
o
w
p
l
司
RM弘
吉
、

(
印
)

4
2
P
H
H
S
)
を
知
る
が
、
他
の
者
は
〔
知
ら
〕
な
い
口

(
一
一
一
)

覚
知
あ
る
も
の
と
、
愚
か
な
る
も
の
と
、
勇
者
と
臆
病
者
、
魯
鈍
な
る
も
の
、
賢
者
と
、
力
弱
き
者
と
、
力
あ
る
者
と
、
福
分
あ
る
者
に
楽
は
お
と
ず
れ
る
。

(一一一一)

牝
牛
は
子
牛
の
も
の
で
も
あ
り
、
牛
飼
の
も
の
で
も
あ
り
、
主
人
の
も
の
で
も
あ
り
、

盗
人
の
も
の
で
も
あ
る
(
が
て
牝
牛
は
誰
で
も
そ
の
乳
を
飲
む
者
の

も
の
で
あ
る
、
と
決
ま
っ
て
い
る
口

(二一一一)

ま
た
、
世
間
に
お
い
て
最
も
愚
か
な
者
共
と
、
ま
た
覚
知
の
最
高
に
達
し
た
人
達
、
彼
ら
は
楽
に
幸
福
に
な
る
。
中
間
に
あ
る
人
は
苦
し
む
。

(
二
四
)

究
極
に
お
い
て
は
賢
者
達
は
楽
し
ん
だ
が
、
中
間
に
お
い
て
は
彼
等
は
楽
し
ま
な
か
っ
た
。
究
極
に
達
す
る
の
が
楽
で
あ
る
と
(
人
々
は
)
い
う
P
両
極
端
の

中
聞
は
苦
で
あ
る
。

(
二
五
〉

し
か
し
誰
で
も
覚
知
の
楽
守
口

(
E
E
1
2
w
E
)
に
達
し
、
対
立
を
越
え
、
樫
貧
な
ら
ぬ
人
予
を
ば
、
利

(RFmw)
も
不
利

(SRFmw)
も
悩
ま
さ
な
い
ロ

(
ニ
ム
ハ
)

さ
て
、
誰
で
も
覚
知
(
ず
民
生

-E)
に
達
せ
ず
、
ま
た
愚
昧
を
も
越
え
て
い
る
者
は
、
甚
だ
し
く
感
激
し
、
ま
た
苦
悩
(
包
告
芯
司
与
を
受
け
る
口

(
却
)

愚
昧
な
る
者
共
は
常
に
喜
ん
で
い
る
。
天
に
い
ま
す
神
の
群
の
よ
う
に
口
思
慮
な
き
者
共
は
大
な
る
倣
慢
さ
に
よ
っ
て
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
。

(
二
七
)

(
二
八
』
)

(C.
尽
.
5∞
.NCIN∞u
司

.5.qhF.N∞
iω
吋
)

右
の
は
じ
め
第
二
二
偽
に
お
い
て
は
、
人
は
皆
、
楽
(
幸
福
)
に
な
る
と
い
う
点
で
は
、
賢
愚
、
強
弱
に
か
か
わ
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
第
二
四
偽

(0.
ロ.Na・M
∞
に
ほ
ぼ
同
じ
)
で
は
、
最
高
の
知
者
と
最
高
の
愚
者
は
幸
福
に
人
生
を
送
る
が
、
中
途
半
端
な
者
は
幸
福
に
な
れ
ず
苦
し
む
、

と
い
う
独
特
の
智
慧
が
説
か
れ
る
。

し
か
し
愚
者
に
な
る
こ
と
を
教
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
次
に
、
真
の
知
者
は
悲
し
み
に
あ
わ
ず
、
苦
を
受
け
な
い
、
と
い
う
方
に
力
点
が
移

( 153) 

っ
て
い
く
。
そ
し
て
こ
こ
に
諸
の
徳
目
が
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
口

『
怠
惰
と
し
て
の
楽
は
苦
を
終
り
と
し
、

(
紅
)

し
)
な
い
。

苦
と
し
て
の
勤
勉
は
楽
を
も
た
ら
す
。

そ
し
て
繁
栄
は
裕
福
と
共
に
、

勤
勉
な
る
人
に
住
し
、
怠
惰
な
人
に
は
(
住

(
二
九
)

も
し
も
楽
或
い
は
苦
が
、
憎
む
べ
き
で
あ
る
か
或
い
は
愛
す
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
得
ら
れ
た
も
の
を
、
心
を
も
っ
て
、
尊
重
す
ベ
し
。
〔
楽
・

(
幻
)

苦
に
〕
負
け
る
こ
と
な
く
D

(一ニ

O
)

(
お
)

干
の
悲
し
み
の
状
態
と
百
の
喜
び
の
状
態
と
が
、
日
々
に
愚
者
に
入
る
が
、
賢
者
に
は
(
入
ら
)
な
い
口

(一一一一)

覚
知
あ
り
、
智
慧
を
得
、
聞
く
こ
と
を
願
い
(
従
順
で
あ
り
て
不
平
な
く
、
節
度
あ
り
、
そ
し
て
感
官
を
制
し
て
い
る
人
に
は
悲
し
み
も
触
れ
な
い
口

(一一一一一)

知
者
は
こ
の
覚
知
(
覚
悟
)
に
よ
っ
て
、
心
を
護
っ
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
。
蓋
し
生
滅
を
知
る
者
に
は
悲
し
み
は
触
れ
る
は
ず
は
な
い
。

(
一
二
三
)
』

(
0
.
5・
5
∞.
N
∞
j
ω
ω
w
H
M
.
S
-
q串・
ω∞
J
お
)

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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知
者
は
心
の
持
ち
方
と
生
き
方
に
よ
っ
て
悲
し
み
を
克
服
す
る
か
ら
、
悲
し
み
は
知
者
に
触
れ
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
知
と
は
、
ま
ず
「
生
滅
を
知

る
」
(
第
三
三
偽
)
と
い
う
。

つ
ま
り
世
の
無
常
を
知
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
口

(
異
本
で
は
恐
れ
)
は
賢
者
に
は
入
ら
な
い
と
説
く
第
コ
二
偽
は
足
切
MV
の
他
の
数
個
所
に
も
出
て
い
る
し
、
『
ヒ
ト
l
パ
デ

l
シ

(
斜
)

ヤ
』
(
一
・
二
)
に
も
引
用
さ
れ
る
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
知
者
は
悲
し
み
に
捉
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、

右
の
中
で
、
悲
し
み
と
喜
び

知
は
悲
し
み
を
克
服
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
、

と
考
え

ら
れ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
仏
教
に
も
あ
て
は
ま
る
。

十
二
因
縁
(
縁
起
)
の
還
減
分
(
減
観
)
は
、

無
明
が
滅
す
れ
ば
最
後
に
は
、

悲
し
み
・
嘆
き
・

苦
・
憂
い
・
悩
み

(ω
。}SVM)mw
門誌

2
?仏国片付
F
P
I
仏
0
5
m
w
同居留守口一句問、可仰い
mw)
が
滅
す
る
と
い
う
。

無
明
が
滅
す
る
と
は
、
知
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
悲
し
み
等
が
滅
す
る
の
で
あ
る
。
知
者
が
悲
し
み
を
克
服
す
る
こ
と
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

『
こ
の
よ
う
に
世
間
は
老
と
死
と
に
よ
っ
て
打
撃
を
う
け
る
D

h
託

E
?語
A
Z書
a
S
F

薬
密
室
)

故
に
賢
者
は
世
間
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ

(
H
o
g
t
-
3
)

を
知
っ
て
悲
し
ま
な
い
。
』
(
議
事

先
に

hhNWMV
で
見
た

「
智
慧
あ
る
者
は
世
間
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
の
次
第

(
H
O
]
8
1
匂
巳
可
ω匂
伊
占
1
広
三
mw)
を
知
る
」

(
Q・
ロ
・
志
∞
-
N
H
)

と
い
う
こ
と
や
、
『
生
滅
を

(154 ) 

知
る
者
に
は
悲
し
み
は
触
れ
る
は
ず
は
な
い
』
(
わ
吋
・

5
・
5
∞・
ω
ω
)
と
い
う
こ
と
は
、

右
の
め
ミ
宮

s
e
a
s
g一
回
の
趣
旨
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ

る
。
仏
教
も
ま
た
子
会
失
く
し
た
親
の
悲
し
み
を
雲
、
悲
し
み
を
超
え
る
こ
と
を
教
え
る
、
い
く
つ
か
の
物
語
を
有
し
て
翁

Y
臨
め

'
F
戸

(

v

d

ュ
ピ
/
ぷ
ド

聞
と
く
に
無
欲
、
渇
愛
の
減
の
教
え

F
V
J
P刊
川

日
M

、、
h
d
u
j
t
a
r
-
‘

R
3
5・
5
は
次
に
悲
し
み
ゃ
苦
の
因
と
な
る
欲
望

(55)
を
捨
て
る
べ
き
こ
と
を
説
く

D

A

m

p

初

『
悲
し
み
、
或
い
は
恐
れ
、
或
い
は
ま
さ
に
苦
が
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
生
ず
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
或
い
は
苦
労
が
そ
れ
を
根
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
買
は
、
そ

の
一
部
分
で
も
捨
て
る
べ
し
口

も
し
諸
の
欲
望
の
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
も
の
で
も
捨
て
る
と
、
そ
れ
は
楽
に
満
た
さ
れ
る
(
吉
弘
ー
可
丘

q
A停
止
一
広
向
島
ロ
仰
同
官
官

Z
ロ
E
H
g
u
話、
1mvσ
庄
司
同
門
司
ω
件。)。

(
三
四
〉

欲
望
を
追
求
す
る
人
は
欲
望
に
し
た
が
っ
て
滅
ぶ
。

(
三
五
)
』

(わ同・
]{N.]5
∞・
ωAFlωω"
同M
.
H
N
・一
qhp
品
ωw
品切)

右
の
第
一
一
一
四
帰
は

~-S(252切
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
次
の
第
三
五
偶
前
半
は

S
E
E
-お
前
半
に
同
文
で
あ
り
、
更
に
仏
教
の

S
&震

何
十
以
内
総
恥
μ

と
対
比
で
き
る
口
後
者
は
次
の
通
り
口

『
も
し
諸
の
欲
望
の
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
も
の
で
も
捨
て
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
楽
を
得
る
守
色
ω
詰
ご
ち
m
E
w
m
v
百
m
g
g
w
g
片
片
え

g
信一市包旬、伊丹ゆ

ω
d
w
v
p
g
)
。』

こ
れ
を
捨
て
る
と
楽
を
得
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
仏
教
と
共
通
の
見
方
で
あ
る
。
し
か
も
偽
の
文
句

こ
の
よ
う
に
欲
望
を
悲
し
み
ゃ
苦
の
因
と
な
る
も
の
と
し
て
、

の
一
致
は
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
く
、

共
通
の
源
泉
に
も
と
づ
く
か
、
或
い
は
一
方
が
他
方
よ
り
借
用
し
た
か
の
い
ず
れ
か
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
渇
愛
公
判
明
。
仰
)
の
減
が
最
上
の
楽
ハ
幸
福
)
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
o

n一
『
ま
た
凡
そ
世
間
に
お
け
る
欲
望
の
楽
と
、
凡
そ
天
上
の
大
な
る
楽
と
の
、

こ
の
両
者
は
t

渇
愛
の
減
の
楽
の
十
六
分
の
一
に
も
価
し
な
い

(一ニ六)』

宮
、
の
の
斜
片
山
、
Bmvlω
ロ
E
H
m
F召

H
o
z
u
話
、
の
。
戸
島
3
1
P
告

自
ω
甘
え

g
w
H
E
H
H
H
¥

仲町明。仰
t
g
a
m
p
-
z
w
v
g
ω
占
え
ミ
ロ
∞
、
Imv
岳
町
広
島
ち
仏
広
間
同
世

W
P
H
m
F
Sミ

張。仲
mw
仲
]8Mmr告
ロ
m
H
I
R
H
g
t
包
含
氏
自
と
す
る
写
本
も
あ
る
。
)

(わ吋・
H
N
・
HAW
∞
.ω
∞
一
司
.
H
N
・一戸吋品・
hF
∞u

こ
の
第
三
六
偽

(
P
、
D
で
は
第
四
六
偽
)
は
極
め
て
有
名
で
あ
り
、

h
h
m
g
に
繰
返
さ
れ

(Q.
尽
.
H
ご・

2u
尽
-
N
∞
∞
.
∞
)
、
ま
た
ミ
句
、
w

第
十
三
巻
(
篇
)
に

ミ
NWMW
の
付
篇
同
ミ
号
令
違
訟
(
わ
吋
・
忠
雪
印
l
F

(155 ) 

も
こ
の
偽
を
含
む
異
本

(
K
等
)
が
あ
り

(
C
.
5
k
r
E
)・
5
・品。。∞
l

∞
1
」
N
O
M
.
q

司
mw
江
口
問
)
・

5
印
円
仲
間
宮
)
、

Hv
・
Y
ω
0
・hH
品
)

に
も
あ
る
。
ま
た
後
に
も
触
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
偽
は
仏
教
資
料
に
も
あ
り
、
諸
種
の
プ
ラ
l
ナ
(
司
ロ
晶
君
、
)
に
も
出
て
お
り
、
ま
た
後
の
イ
γ
ド

哲
学
諸
派
の
文
献
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。

今
の
足
切
V
H
N
・
5
∞
で
は
、
先
に
悲
し
み
ゃ
苦
の
因
と
な
る
欲
望
を
捨
て
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
あ
と
に
、
渇
愛
の
減
を
最
高
の
楽
と
い
う
こ
の
偽
を
あ
げ
る

の
で
あ
っ
て
、
文
脈
上
一
貫
し
て
い
る
。

』尚一切
M
V
H
N
・
口
同
(
司
.
H
N
.
同叫吋)

は
畜
財
に
努
め
た
男
が
失
敗
し
て
運
命
を
さ
と
り
、
欲
望
や
渇
愛
を
離
れ
る
、
と
い
う
文
脈
の
中
に
、
こ
の
偽

(
l
h
同・
H
N
.
q
y

包
)
を
出
し
て
い
る
。

」戸内切
F
M
N
.
8
∞(司

.5.SA凶
)
は
、
渇
愛
を
い
か
に
し
て
停
止
(
減
)
す
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
無
所
有
、
無
欲
の
楽
を
説
く
中
に
、
こ
の
偽

(
1
0・ぉ・

NAW
∞
.
∞
)
を
出
し
て
い
る
。

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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ミ
旬
、
v
g
k
F
M
)旬

-
Z
0・
5
.
ω
∞
凶
切
片
山
.

は
K
本
の
外
、
数
種
の
写
本
に
存
在
し
、
章
名
は

CEmFIB谷
広
2
3
1
S
告
-
乱
含
S
R
w
m
可
m
H
t
F
W
官
官
E
(ウ
マ

1
と
大

自
在
天
と
の
会
話
に
お
け
る
離
欲
の
特
相
)
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
大
自
在
天
(
シ
ヴ
ァ
神
)
が
、
老
病
死
の
苦
や
世
の
無
常
を
説
き
つ
つ
、
無
所
有
や

渇
愛
の
減
、
離
欲
を
教
え
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に

0.
ロ.
5
∞
と
共
通
の
偶
が
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。

『
ハ
リ
・
ヴ
ァ
ン
シ
ャ
』
に
つ
い
て
は
、
後
に
触
れ
よ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
渇
愛
の
減
を
最
上
の
楽
(
幸
福
)
と
す
る
こ
の
偽
は
、
ミ
句
、
ザ
に
お
い
て
屡
々
出

て
い
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
渇
愛
の
減
を
教
え
る
文
脈
の
中
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彪
大
な
雑
多
な
ミ
句
、
ザ
の
内
容
を
、
こ
の
一
偶
を
も
っ
て
代

表
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
が
、
こ
れ
は
足
句
、
引
の
理
解
の
上
で
無
視
で
き
な
い
備
で
あ
る
こ
と
を
見
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

(4) 

渇
愛
の
減
に
関
す
る
他
の
資
料

(a) 

仏

教

こ
れ
は
仏
教
に
も
周
知
の
偽
で
あ
る
。
即
ち
パ
1
リ
文
句
禽
足
元
(
伝
説
経
y
h
N
・
N
、

(部
)

t

t

j

t

J

i

h

w

U

)

7

i

(
円
巧
巳
〔
同
ω
の
F
E
(
同
件
。
仏

J四
衆
経
)
H
・
H
O
K
、
、
思
噛
w
h
w
s
g
G
向
き
沿
海
守
(
問
・
の
ロ
。
ロ

aJ根
本
説
一
切
有
部
の
律
の
破
僧
事
)

一方、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
忠
変
さ
や
ι

警
官
w
怠
援
護
制
到
達
科

に
あ
り
、

漢
訳
や
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
資
料

(156 ) 

に
も
あ
る
。
い
ま
そ
れ
ら
を
示
し
て
み
る
。

凶
両
信

g
}
内
刷
、
H
H
5
1
2
区
民
告
H
o
r
u
記
、
同
何
回
己
(
U
H
H
H
E
i
志向官
ω
己
岳
民
H
H
~

ZM孔
H
P
l
r
w
F
m
w
M
N
伊
1
2
r
F
m
Z
ω
μ
件
ゆ
}
S
H
仰
告
ロ
p
m
m
v
p
H
H
t
ω
o

一g5
ミ

(
門
、
仏
両

S
N・
N一
旦
忌
会
主
ミ
n
S
R
M
V
・

5印
)

3
b
g
w
仰
H
U
m
v
i
ω
己
岳
山
告
H
O日8
3
h
g
t
印
、
立
門
出
託
す
告
ω
ロ
W
F
m
F
H
H
H
¥

件
羽
信
仰
1
5
ω
、
可
伊
1
2
}
同
}
戸
川
戸
ω
苫
え
丘
町
丘
町
別
同
省
ロ
μ
l
m
p
a
v
m
w
仲
立
仰
の
仏
弘
山
田
ミ

(
犯
)

(
q
m
N
h
s
s
ミ
hm制
ω
。
・
ω
y
n
a
s
吻
し
も
お
立
で
な
的
史
、
お
H
・
5
w
h
Q
S
h
p
Q
~
v
p
G
ト
さ
ま
さ
司
印
、
一
江
戸

此如
名弘甲

子議*霞
愛歓手
重喜楽 .ム

* 
ロ
仰
同
F
m
w
t
M
m制柚
whpQ~vMVhwm宮
eh判的公$)

及
彼
天
上
楽
一

十
六
土
木
v
獲レ

(
佐
一
仏
念
訳
『
出
躍
経
』
巻
二
七
、
『
大
正
』
四
、
七
九
四
下

l
七
九
五
上
、
『
法
集
要
領
経
』
巻
四
、
『
大
正
』
四
、
七
五
七
上
。

者
底
本
は
俗
J

三
本
、
一
に
よ
る
D

3
『
法
集
要
領
経
』
で
は
極
と
す
る
。
〉

世
間
所
有
諸
欲
楽

乃
至
天
上
所
有
楽

若
比
-
-
断
食
之
大
楽
-

十
六
分
之
不
ν
及
ν

(
法
賢
訳
『
衆
許
摩
-
詞
帝
経
』
巻
六
、
『
大
正
』
三
、
九
五
一
中
)

欲
界
諸
安
楽

色
界
諸
安
楽

貧
欲
煩
悩
蚕

此
安
楽
最
勝

(
義
浄
訳
『
根
本
説
一
切
有
部
見
奈
耶
破
僧
事
』
巻
五
、
『
大
正
』
二
四
、

一
二
五
上
)

Zル
m
l
H
仲
σ
ロ
}
v
p
)
(
H
l
M
)
m
L
l
ヴ
ハ
同
σ
m
p
D
仏
間
芝
H
V
m
w
可
己
ず
可
ロ
ひ
げ
門
町
市
町
内
5
1
ロ
f
M
)
旦

ω児
島
l
M
}
P
N
え
1問
)
各
門
広
σ
(日
中
日
と

σ
2
1
仏
門
口
向
島
民
吉
陸
自
仲
間
)
}
H
O
仏
I

仏
。
~

(
内
包

S
出

v

ミ
2
ミ
h
a
h

ミ
H
・
5
、
『
影
印
北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
』
h
戸
市
・
h
E
仏
師
H
H
向
。
-
-
ω
ω
τ
)

以
上
の
仏
教
資
料
が
伝
え
る
偶
は
第
二
句
に
わ
ず
か
の
相
違
が
あ
り
、
第
四
句
に
も
語
順
の
相
違
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
前
掲
の
民
句
、
ザ
お
.
5
∞

.
8
に
ほ
ぼ
一
致

(157 ) 

し
、
意
味
上
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ミ
句
、
引
の
写
本
の
中
に
は
第
四
句
を
仏
教
資
料
(
と
く
に
M
g
も
S
F
&
S
S
H
S
が
伝
え
る
も
の
と
同
一
語
句
と
す
る
も
の
が

あ
る
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
口
な
お
、
漢
訳
の
中
で
は
、
義
浄
訳
の
破
僧
事
の
文
の
み
が
最
後
の
一
句
を
異
に
す
る
(
意
訳
で
あ
ろ
う
)
が
、
破
僧
事
の
チ
ベ
ッ
ト

訳
を
も
含
め
て
、
他
は
す
べ
て
上
記
の
民
句
、
ザ
の
文
意
に
一
致
す
る
。

(リミ
S
M
守ミ
s
a
s
刷
、
p
'凶
h
s
hぎ
s
s
s
m
g
N
ミ
(
破
僧
事
)
、
『
衆
許
摩
前
帝
経
』
は
仏
伝
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
仏
陀
が
成
道
後
、
菩
提
樹
下
に
お
い
て
、
禅
定
よ

行
(
忠
告
件
仰
門
戸
)
を
減
し
、

り
出
て
、
説
い
た
最
初
の
偽
が
こ
れ
で
あ
る
。
第
二
偶
に
は
「
重
担
を
捨
て
て
再
び
受
け
な
い
」
こ
と
を
説
き
、
第
三
偽
に
は
『
一
切
の
渇
愛
を
捨
て
、
一
切
〔
諸
〕

(

抑

制

)

・

一
切
の
所
依
(
ロ
刷
出
品
一
E
)
を
通
知
す
る
か
ら
、
再
生
(
司
出
口
m
w
H
σ
F
p
d
戸
)
に
至
ら
な
い
』
と
言
う
D

渇
愛
を
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
生

に
至
ら
ず
、
輪
廻
を
越
え
る
、
即
ち
解
脱
、

浬
擦
の
境
地
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
、
「
渇
愛

の
減
の
楽
」
が
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

パ
1
リ
の
律
(
s
s
e
s
)
の
h
h
S
を
お
お
お
(
大
品
)
の
仏
伝
に
は
こ
れ
ら
の
偽
は
な
い
。
し
か
し
成
道
後
の
仏
陀
の
観
察
と
し
て
、
自
ら
の
悟
ら
れ
た
法
は
難

見
、
難
解
で
あ
り
、
縁
起
と
い
う
理
が
人
々
に
難
見
で
あ
る
と
思
い

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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一
切
諸
行
の
寂
滅
、
一
切
所
依
の
捨
離
、
渇
愛
の
滅
、
離
欲
、
減
、
浬
擦
と
い
う
、
こ
の
理
(
事
ぬ
さ
)
も
ま
た
甚
だ
難
見
で
あ
る
』
(
さ
ミ
ミ
Q
Y

日
)
・
m
w
H
l
川
仇
お
さ
い
て
ど
き
I
H
q
$
守
Q
H
℃
・
5宅品
l
E
)

と
考
え
て
説
法
を
時
間
賭
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
渇
愛
の
滅
は
浬
擦
と
同
格
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
D

右
の
文
は
O
N
N
S
M
守
帆
刷
、
&
ミ
的
給
料
、
お
や
め
お
お
t

h
h
v
s
h
v
ミ
ミ
ま
さ
に
は
な
い
が
、
h
h
s
b
h
e
g
S
(
H
H
H
・
司
・
ω
広串
1由)

に
は
同
様
の
文
が
あ
り
、
ま
た
h
と
む
き
な
言
、
ね
な
・
ω
@
N
E
1
5
)

に
も
、
渇
愛
の
減
乃
至
漫
繋
を

同
置
す
る
文
が
あ
る
D

こ
の
よ
う
に
渇
愛
の
減
は
仏
教
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
上
来
見
て
き
た
渇
愛
の
減
を
説
く
偽
は
、
ま
さ
に
仏
教
の
所
有
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
パ

l
リ
文
『
ウ
ダ
1
ナ
』
に
は
、
世
俗
の
噂
話
に
興
じ
て
い
た
比
丘
た
ち
に
、
仏
陀
は
い
ま
し
め
て
、
そ
の
よ
う
な
話
を
す
べ
き
で
な
く
、
法
話
か

沈
黙
を
す
べ
き
で
あ
る
と
教
え
て
か
ら
、
自
ら
の
感
懐
を
述
べ
た
も
の
(
ロ
仏
印
H
E
)
が
、
先
掲
の
偶
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
渇
愛
の
減
は
仏
陀
の
悟
り
の
境
地
を
暗
示

す
る
D

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
『
ウ
ダ
1
ナ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
』
は
、

原
始
経
典
(
主
に
b
p
Q
遣
さ
冬
ミ
F

円
、
む
き
一
、
め
お
き
い
て
S
H
H
S
i
見
匙
ぬ
い
主
同
等
〉
の
処
々
に
出
る
泊
怖
を
集
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め
て
、
法
救
(
g
p
g
s
r
p
)
が
編
纂
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
集
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
偽
が
有
名
で
あ
り
重
要
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
渇
愛
の
滅
を
説
く
偶
に
は
、
他
に
も
あ
り
、
例
え
ば

『
天
上
の
諸
欲
に
お
い
て
も
悦
楽
を
得
な
い
。
渇
愛
の
減
を
悦
ぶ
も
の
は
正
等
覚
者
の
弟
子
で
あ
る
』
(
り
さ
さ
遣
も
ミ
お
お
吋
)

mF同)ご出寸})ぬω口付仰
5
2ロ
E
忠
告

ω
。
ロ
ω
・
l
包
伊
島
市
川
仰
の
の
F
p
t

宮
崎
FmwrrFmw可
R
m
F
件
。
F
o
t
S
E
E
m
g
m
w
g
t
ロ
仏
仏
F
m
w
ω
仰
〈
W
W
C

s 
q、・4
~ 
的
~ 、
G 
~I 
的

相.

e 

~ 
~ 
て::!
守込 r 

'-2主
おの
15 偽
言語 は
き唱 t刊

誌ミ ~I
守事

・的 h 

a 忌
ミ~

~ z 
~.-、 c

~31 ・
‘話ζA、~ t。
ご- CJl 

∞ 
gs 
ss 
Sぎ
なぎ
~_......事l
":""'32 ~ 
~.._， ~ 

もぎ
見「
'" ;-吋
え 同

ドてコ

漢;‘
訳ロ29
d勿FミU.J、_..

Pに
もも
よ出
くる

き日 が
ド、、

れ~
た手
偽ま
でぜ
あミ
るさl
o ~ 

h品、3
冨
Il'I 
ロp. 
t"' 
Il'I 
.-+ 
Il'> 
〈
p 
p. 
且)1---・
f:j 30 
Il'''_' 

も
対
比
で
き
よ
う
D

次
に
『
十
六
分
の
一
に
も
価
し
な
い
』
と
い
う
表
現
も
、
仏
教
に
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち

と
り
行
っ
た
王
仙
た
ち
も
、
よ
く
修
せ
ら
れ
た
る
慈
心
(
g
z
g
巳
2mw)

(
叫
)

(
注
意
託
尋
Q
M
)
・
M
M
E
l
E
(
m
N
吋
)
l
h
s
h
ミ
S
S
E
S
F
守
ぬ
弓
・
司
・
5
H
)

『
有
情
群
な
す
大
地
を
征
服
し
て
、
馬
祭
(
ま
認
さ
&
ぎ
)
、
人
祭
志
、
ミ
ミ
s
s
&
ぎ
)
、
郷
捧
祭
(
起
き
さ
札
問
、
札
制
的
お
)
、
力
飲
祭
(
e
&
.
m
刷
、
φ
q
h
N
)
を
滞
り
な
く
、
祭
り

(wmw-mg凶
t
-
z
ロ
μ
l
m
w
H
H
g
ず
『
仰
ぐ
.
8
t
g
τ
t
E
)
。
』

の
十
六
分
の
一
に
も
及
ば
な
い

『
月
月
に
ク
サ
草
の
尖
端
を
も
っ
て
愚
者
が
食
事
を
摂
る
(
苦
行
者
と
し
て
節
食
す
る
〉
と
し
て
も
、
、
法
を
考
察
し
た
人
た
ち
の
、
十
六
分
の
一
に
も
価
し
な
い

(
お
)

(ロmw---wω-F告

m
w
m
m
n
g
t
g
V
包
自
)
』
(
b
b
s
遣
さ
も
お
札
お
吋
C
M
え
.
』
h
s
訟
を
お
的
窓
口
同
・
匂
・
h
F
ω
∞
E
l
回
J
q
m叫
h
s
s
s
a
令
官
・
N
C
開
)

と
い
わ
れ
る
。
『
十
六
分
の
一
に
も
価
し
な
い
』
と
い
う
句
は
~
-
E
S
e
a
s
H
H
H
・
胃
r
お恥
g
l
お
ω
g
や
q
m
N
h
s
s
a
Q
(
陸
・
む
j
N
匂
)
に
繰
返
さ
れ
て
い
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
渇
愛
の
減
を
説
く
こ
の
偶
は
、
「
十
六
分
の
一
」
云
々
と
い
う
表
現
と
共
に
、
仏
教
の
文
脈
に
お
い
て
、
十
分
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
見
た
。

'
H
U
 

プ
ラ

1
ナ
文
献
等

渇
愛
の
減
の
楽
を
説
く
こ
の
備
は
、
仏
教
に
お
い
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
」
-
h
旬
、
引
に
繰
返
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
批
判
校
訂
版
の
註
に
も
指
摘

(
部
)

せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
h
h
切
出
世
の
付
篇
同
ミ
S
Q坤寝食

(
0
・
ω
お
棒
切
l
∞
匂
一
何
回
・
ω
0
・
h
怠
)
を
は
じ
め
、
て
母
由
恥
J
玄
S
S
M
・
S
・
8
0
w
h
帆
お
な
t
M
V
ミ
札
制
さ
S
・
8
え
ー

(
訂
)

M
K
E
ず
に
も
出
、
ま
た
吋
。
h
a
札
制
持
、
宇
g
h
g
い
S
U
N
-
h
p
p
m
r巴
3
3
の
切
る
お
礼
札
制
ミ
食
、
a
b
a一l
q
M
V
Q
S
2
ミ
1
s
h
吻
い
詰
h
m
・
ω
・
ω
ω
w
〉
ロ
忠
岡
門
同
虫
記
丘
町
ω
何
回
仰
の
b
p
e
帆
雲
、
h
r
N
V
Q

ω
・
M
∞
に
も
引
用
せ
ら
れ
る
。
ま
た
出
F
m
H
H
A
ち
停
止
の
て
ぬ
弘
、
丸
町
い
て
お
E
Z
N
S
E
さ
も
対
比
せ
ら
れ
る
。(
部

)

(

釘

)

同
ミ
注
お
き
h
Q
(
0
・
N
N
・
8
1
怠
侍
ω
お
Y
何
回
・
8
・
8
1
怠
)

W

で
札
刷
、
ま
ー
を
さ
納
言
N
・
2
・
8
j
H
o
c
-

ロs
h
ゃ
な
ミ
さ
S
・
5
1
訟
に
は
、
享
楽
の
限
り
を
尽

(
部
)

く
し
た
ヤ
ヤ
l
テ
ィ
(
吋
m
q
抑
止
)
王
が
、
離
欲
に
つ
い
て
説
い
た
偽
(
八
偶
)
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
口

(159 ) 

そ
の
最
後
に
、
上
来
問
題
に
し
た
渇
愛
の
減
を
最
上
の
楽
と

い
う
偽
が
来
る
の
で
あ
る
。
自
分
の
老
齢
を
息
子
の
青
春
と
交
換
し
て
ま
で
快
楽
を
追
求
し
た
ヤ
ヤ
l
テ
ィ
が
、
快
楽
に
つ
い
て
満
足
せ
ず
に
、
離
欲
を
讃
美
す
る

と
い
う
の
も
、
お
か
し
な
こ
と
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
そ
の
話
は
き
わ
め
て
有
名
で
あ
る
。
即
ち
被
に
帰
せ
ら
れ
る
離
欲
の
歌
は
民
同
P
0
・
y
g
ω
Y
∞
i
S
(
0
.

Y
8
・
h
お
の
後
。
】
Y
Y

ヨ.
8
j仇
ω
)
"
0
・
同
.
E
C
Y
-
-
S
(
p
・
戸
∞
0
.
m
w
の
後
。
]
y
y
g
.
5
j
H
G
)
W
尽
.
ω
お
.
2
j
品
。
(
司
・
ぉ
・
ω
N
∞
.
2
i
怠
)
匂
o
.
s
.
k
r
H
H
匂
・

(鈎

)

(

ω

)

z
。
・
h
p
N
N
・
M
印
、
t
ω
N
(
の
門
-
s
.
凶
∞
の
後
)
の
ほ
か
に
で
壮
常
幸
、
時
高
知
公
お
品
.
5
に
も
、
旬
、
v
a
s
s
m
お
も
ミ
制
空
制
∞
.
5
に
も
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
に
は
、

こ
の
偶
(
ミ
回
、
y
の
吋
-
y
g
∞
.
ω
岱
)
は
出
て
い
な
い
。
句
、
v
a
s
a
お
も
や
阜
、
h
A
R
桝
∞
.
5
の
文
脈
は
他
と
や
や
異
な
っ
て
お
り
他
と
三
偶
程

(
G
I
E
-
G
)
の
共
通
が
あ

(
叫
)

愛
欲
、
情
欲
)
を
捨
て
、
渇
愛
(
丹
羽
信
仰
)
を
捨
て
る
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
S
3
s
J
言
、
h
S
は
出
向
切
p
p
.
-
-
笠
宮

る
に
す
ぎ
な
い
が
、

欲
望
守
山

g
y

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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と
同
じ
く
渇
愛
の
減
を
説
き
な
が
ら
も
、
，
こ
の
周
慨
を
欠
い
て
お
り
、
同
m
刷、をおさ
ha
の
批
判
校
訂
版
の
本
文
は
こ
の
偽
を
採
用
し
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
批
判
校
訂

版
の
よ
う
に
、
こ
の
備
の
な
い
の
が
、
本
来
の
形
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
偽
は
後
か
ら
ヤ
ヤ
l
テ
ィ
物
語
に
加
え
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
は
い
え
、

離
欲
を
説
く
一
連
の
偽
の
結
び
に
、
渇
愛
の
減
の
楽
を
説
く
こ
の
偽
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
自
然
で
は
な
い
。
渇
愛
の
減
を
説
く
こ
と
は
、
こ
の
外
に

ジ
ャ
ナ
カ
王
に
帰
せ
ら
れ
る
離
欲
を
説
く
偽
の
中
(
足
切

F
0・
ω・
ω
-
S
1
8
)
に
も
あ
る
よ
う
に
、
広
汎
に
知
ら
れ
て
い
る
1

離
欲
、
無
欲
を
尊
ぶ
こ
と
は
、
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
に
お
け
る
吋
仰
い
由
自
己
保
司
仰
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
、
法
典
等
が
述
べ
て
い
る
林
住
期
、
遊
行
期
の
規
定
も
、

離
欲
を
前
提
と
し
て
お
り
、
ま
た
哲
学
々
派
に
も
離
欲
を
徳
目
の
一
に
数
え
る
も
の
が
あ
る
。

詩
人
バ
ハ
ル
ト
リ
ハ
リ
(
国
Fmw立
ち
RF)
が
離
欲
に
つ
い
て
歌
っ
た
て
h

也、必いてお
t
b
a
S
E
(『
離
欲
百
綴
』
)
は
有
名
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
直
接
民
旬
、
v

等
の
こ
の
偶

に
言
及
し
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
第
四
九
偽
は
、
満
足
(
匂
mwEZ官
"
知
足
V

を
勧
め
、
渇
愛
あ
る
も
の
は
貧
し
い
と
見
る
。
即
ち

『
我
々
は
こ
こ
に
樹
皮
の
衣
を
も
っ
て
満
足
し
、
汝
は
富
裕
を
も
っ
て
〔
満
足
す
る
〕
D

こ
こ
に
満
足
は
等
し
く
、

し
か
し
、
凡
そ
誰

(
必
)

し
か
し
意
満
足
し
て
お
れ
ば
、
誰
が
財
利
を
有
し
、
誰
が
貧
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
』

差
別
は
無
差
別
で
あ
る
。

と
い
う
。
渇
愛
を
否
定
す
る
文
脈
で
あ
る
。
そ
し
て
バ
ハ
ル
ト
リ
ハ
リ
の
こ
の
備
は
有
名
で
あ
っ
て
、
処
々
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

(

州

知

)

は
註
記
し
て
い
る
。

D
・
D
・コ

l
サ
ン
ピ

( 160) 

で
も
渇
愛
(
立
ち
と
が
大
な
る
者
は
貧
し
い
芯
m
包
含
が
)
と
し
よ
う
。

(c) 

哲

学

学

派

こ
の
よ
う
な
渇
愛
の
否
定
は
哲
学
学
派
の
文
献
に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
は
、
渇
愛
の
減
の
楽
を
説
く
」

RNwvs・
5
∞・

ω∞
(
σ
甘
い
の
引
用
に
限
っ
て

見
て
み
よ
う
。

ま
ず
ヨ

l
ガ
派
の
基
本
経
典

M
1
0
h
守
的
品
目
、
お
に
対
す
る
ヴ
ャ

1
サ
(
〈
可
営
戸
)
の
註
釈
吋
。
h
Q
I
S
料
、
宇
切
窓
引
い
て
お
の
中
に
、
こ
の
泊
怖
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
M

ベ。
h
s
t
的品料、
S
N
.
台
ω

の

『
満
足
(
知
足
)
よ
り
無
上
の
楽
(
幸
福
)
を
得
る
』

(g昇
。
胡
包

g
E
Z
Bふ
吉
町
宮
冒
σ
E
V
)

に
対
し
て
、
ヴ
ャ

l
サ
は
簡
単
に

明
ま
た
同
様
に
臼
く
』
令

mv笹山‘、
2
1ロ
Zmvgv

と
い
っ
て
足
旬
、
ず
の
こ
の
偽
を
引
く
。

つ
ま
り
満
足

(
l知
足
)
と
い
う
の
は
結
局
、
渇
愛
の
減
で
あ
る
、
と
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ヴ
ィ
ジ
ュ
ニ
ャ

1
ナ
・
ピ
ヒ

‘
ク
シ
ュ
(
当
官
仰
ロ

mwσEEロ
)
は
可
。
h
Q
乱
立
民
営
に
お
い
て
、
『
何
と
な
れ
ば
渇
愛
の
減
と
は
満
足
(
知
足
)
で
あ
る
か
ら
だ
』
令
判
明
信
仰

5
3目。
E
S告
ぢ
哲
ザ
)
と

説
明
し
て
い
る
。

ま
た
右
に
つ
い
て
ず
ァ

l
チ
ャ
ス
パ
テ
ィ
ミ
シ
ュ
ラ

qrgMEtEbg)
は
吋
急

g
e
s
sミ
忌
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

『
昔
、
若
さ
を
求
め
て
い
た
ヤ
ヤ
l
テ
ィ
に
よ
っ
て
い
わ
れ
た
通
り

《
知
器
一
思
劣
る
者
共
に
よ
っ
て
は
捨
て
難
く
、
(
人
が
)
老
い
て
も
老
い
な
い
と
こ
ろ
の
、
そ
の
渇
愛
を
捨
て
て
智
慧
あ
る
者
は
、
楽
(
幸
福
)
に
満
た
さ
れ
る
。
》

(で
ASA嗣ミ
I
M
V
S唱
、

h
A柏
ぬ
恥

.
]
5
.
N
∞)

ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
示
し
て
《
ま
た
凡
そ
〔
世
間
に
お
け
る
〕
欲
望
の
楽
》

(
l
h
h句、

v
s
.
5∞
.8)
云
々
と
い
う
。
』

こ
こ
に
引
か
れ
る
ヤ
ヤ
l
テ
ィ
の
説
い
た
偽
と
は
、
先
に
見
た
』
山
内
旬
、
?
(
リ
吋
-
F
∞
品
雪
印
l
G
(
何
回
・
∞
u
-
H
丘
、
同
お
三
塁
強
仇
ぬ

(Q-ω
品
ヲ
H
I
N
-
司
-
H
・
ω
0・
お
)

w

で
守
幸

M
v
a
S
S
M・S
・∞∞
w

ビ
浴
室
』
MVNミ
h
A
S
S
-
N
O

丘
l
M
M
m
w
Y
S答
宇
モ
ミ
h
A
S
h
肝・

5
・N
∞w

句、前
h
h
s
ミ
お
も
ミ
札
制
A
S
匂・

5
・
5
等
を
指
す
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、

(
必
)

正
確
に
は
で
&
公
平
、
ミ
h
A
S

に
あ
る
も
の
に
一
致
す
る
。
但
し
そ
こ
に
は
後
の
足
切
、

v.s.5∞・
ω∞
に
相
当
す
る
偽
は
な
い
の
で
、
果
た
し
て
ヴ
ァ

1
チ
ャ
ス
パ

テ
ィ
・
ミ
シ
ュ
ラ
が
で
認
さ
串
も
ミ
h
A
柏
ぬ
か
ら
引
用
し
た
の
か
ど
う
か
、
断
定
で
き
な
い
よ
う
だ
。

(161 ) 

ヴ
ェ
ー
ダ
1
γ

タ
学
派
の
シ
ャ
ン
カ
ラ
(
叫
包

]gg)
は
多
く
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
に
対
し
て
註
釈
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
切
る
お
弘
知
一
遺
品
情
iyaEtqHvm制
ミ
窓
礼
t

sh刊
を
お
に
お
い
て
、
ミ
旬
、
V
H
N
・
5
∞
.ω
∞
の
偽
を
引
用
し
て
い
る
。

切
る
お
訟
ミ
品
川
三
宮
I

円
九
も
お
ミ
怠
弘
品
・

ω・
ωω
に
は
、
発
界
に
お
け
る
歓
喜
、
ま
た
曲
っ
た
こ
と
の
な
い
、
欲
望
に
妨
げ
ら
れ
な
い
、
ヴ
ェ
ー
ダ
に
通
じ
た
人
〔
の
歓

車
問
〕
は
、
最
高
の
歓
喜
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

『
ま
た
、
そ
の
中
で
、
ヴ
ェ
ー
ダ
に
通
じ
て
い
る
こ
と
と
曲
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
特
相
と
す
る
二
つ
の
業
(
祭
儀
〉
は
、
低
い
段
階
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ

る
。
故
に
、
最
上
の
歓
喜
を
得
る
手
段
で
あ
る
と
は
、

承
認
せ
ら
れ
な
い
。

し
か
し
欲
望
に
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
(
呉
川
戸
田
谷
己
主
ぐ
と
は
、
離
欲
の
程
度
の
相

違
が
可
能
だ
か
ら
(
ぐ
巳

BqmwtassB可
守
口
官
、
宮
辻
oV)
、
次
々
上
の
歓
喜
を
得
る
手
段
で
あ
る
と
了
解
せ
ら
れ
る
。
こ
の
最
高
の
歓
喜
は
、
潟
愛
を
離
れ
ヴ

ェ
ー
ダ
に
通
じ
た
人
の
直
接
体
験
(
え
符
苫
払
さ
仲
民
百
七
日

q
p
w宮
)
で
あ
る
と
理
解
せ
ら
れ
た
。
ま
た
同
様
に
ヴ
ェ
ー
ダ
ヴ
ャ

l
サ
も
〔
い
う
〕
。
(
足
切
F
ぉ・

無
・
・
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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こ
こ
で
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
に
通
暁
せ
る
こ
と
や
、
曲
っ
た
こ
と
(
虚
偽
)
の
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
欲
望
に
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
、
即
ち
離
欲
、
渇
愛
を

離
れ
る
こ
と
を
よ
り
重
視
し
て
い
る
。

ま
た
句
、
p
h
N
札旬、
m
還
-
y
h
N
b
m
?
句
、
・
恥
.
恥
.
∞
に
は
、
ヤ
1
ジ
ュ
ニ
ヤ
ヴ
ァ
ル
ク
ヤ
は

『
さ
て
欲
望
し
な
い
も
の

(μwmwgmW3・
Emgp)
、
欲
望
な
く

(
P
W
仰
gmw)
、
欲
望
を
は
な
れ
(
包
会

mgg)
、
欲
望
を
達
成
し
、

ア
ー
ト
マ
ン
を
欲
す
る
者
の
、
諸

生
気
は
出
て
ゆ
か
な
い
。
〔
彼
は
〕
焚
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
焚
に
帰
入
す
る
』

と
い
っ
て
、
欲
望
あ
る
も
の
と
対
比
的
に
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
を
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
重
視
し
て
、
切
遺
骨

51め
き
お
(
切
切
込
-
N
・
5)
の
註
釈
に
お
い
て
、
「
欲
望
し
な

い
も
の
」
と
は
「
知
者
(
乱
仏
JHmwω)
を
示
す
」
と
解
し
て
、

『
焚
を
知
る
者
、
即
ち
万
物
に
遍
在
す
る
党
内
向
-U
な
っ
た
者
、
欲
望
や
業
を
滅
尽
し
た
者
に
は
、
〔
死
後
、
身
体
か
ら
魂
が
〕
出
て
行
く
こ
と
も
、
或
い
は
〔
輪

(
必
)

廻
に
〕
行
く
こ
と
も
あ
り
え
な
い
。
誘
因
が
な
い
か
ら
で
あ
干
』

と
い
う
。

切
仇
は
人
は
死
後
、
魂
即
ち
個
我
が
神
路
を
た
ど
っ
て
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
焚
に
達
し
、
こ
の
世
に
帰
来
し
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
最
高
の
目
標
と
考
え

(162 ) 

た
一
如
く
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
は
最
高
の
明
知
(
託
仏
可
仰
)
に
よ
っ
て
、
最
高
焚
を
知
っ
た
者
は
、
神
路
を
も
た
ど
る
こ
と
が
な
い
、

(
幻
)

あ
る
D

そ
の
根
拠
に
、
さ
き
の
旬
、
F
・品・品
-
G

が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
欲
望
の
な
い
こ
と
は
直
ち
に
明
知
が
あ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、 と
解
す
る
の
で

シ
ャ
ン
カ

ラ
は
最
高
の
明
知
を
え
た
こ
と
に
解
釈
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
渇
愛
の
減
」
と
は
言
わ
な
い
が
、
「
欲
望
し
な
い
、

欲
望
の
な
い
、

欲
望
を
は
な
れ
た
」
と
は
、

結
局
同
じ
こ
と
で
あ
る
口

イ
ン
ド
の
戯
曲
論
(
演
劇
論
)
や
詩
論
に
は
ラ
サ

(
必
)

え
ら
れ
る
。
人
種
と
は
恋
情
(
恥
芯
私
門
戸
)
、
滑
稽

(FruB)
、
悲
恰

(
E
2
0ど
、
憤
激

(Hgep)
、
勇
武
(
ぐ
同
門
戸
)
、
驚
惇
(
ず
H
H
a
E
W
E
)
、
憎
悪

(
σ
g
g
g
μ
)
、

(
必
)

奇
異
(
包

.5♀
μ)
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
第
九
の
情
静
と
し
て
、
寂
静
(
恥

mgg)
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
口
パ
ハ
ラ
タ
(
出
町
民
主
伊
)
に
帰
せ
ら

(ggu
味
を
意
味
す
る
)
即
ち
情
調
(
情
趣
)
に
関
す
る
理
論
が
あ
り
、
通
常
人
種
の
ラ
サ
(
情
調
)
が
数

れ
司る

さ見
一乙.. ~I 

癖Tさ
をヂ会;
い ミ守
ラ料

室?自
習す論

は

し
か
し
、
そ
れ
は
真
理
の
知
(
件
伊
丹
守
A
B
H
g
)
、
離
欲
(
ぐ
tH仰向可
-W)
、
意
向
清
浄

(3仰訟恥
p伊可苫∞

る
D

そ
の
上
演
(
与

vzaω)
は
、
禁
戒
(
可

RHHmw)
、
励
戒
(
口
々
自
g
、
)
、
内
的
静
慮
(
伊
島
qm江
田
m丘
一
何
回
司
仰
ロ
伊
)
、
執
持
(
白
島
gop)
、
崇
拝
観
想
(
出
]νrgp)
、

で
あ
る
。

一
切
有
類
に
対
す
る
慈
愛
(
留
吋
ぐ
ち
一
}
回
目
印
島

3P)
の
標
識
を
付
け
る
こ
と
(
ロ
お
戸

1mgvo宮
)
等
と
い
う
付
随
的
状
態
(
伊
ロ
ロ
ヴ
HH仰
ぐ
と
に
よ
っ
て
行
わ
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
一
時
的
〔
情
態
〕
(
〈
ヨ
ヴ
E
の
抑
止
ロ
)
は
厭
離
(
巳

2
0色
。
)
・
記
憶

(ω
自
門
位
)
・
満
足
(
品
目

4
5
・
一
切
の
住
期
の
清
浄

(
S
3訟
E
E
?
P
R
P
)
・

(
印
)

麻
痔

(ωgEσFm戸
)
・
戦
懐
(
円
O
B
m
g
g
)
等
で
あ
る
。
』
云
々

と
あ
る
。

但
し
、

こ
の
部
分
は
本
来
の

(
担
)

~qaいてお
l
h
h
句
マ
お
に
は
な
く
、
後
の
挿
入
で
あ
る
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
が
、

シ
ヤ

1
・J
9

2

フ

サ

こ
こ
に
、
寂
静
と
い
う
情
調
は
い
か
な
る

も
の
か
、
凡
そ
の
概
念
が
与
え
ら
れ
て
い
る
口
但
し
そ
れ
に
つ
い
て
多
く
の
難
解
な
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

(
臼
)

釈

hssssphミ
詰
等
か
ら
も
知
ら
れ
て
い
る
。
情
調
と
は
何
か
、

ア
ピ
ヒ
ナ
ヴ
ァ
グ
。
フ
タ

(
出
)

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
難
解
な
議
論
が
あ
る
。

(
K
F
H
)
E
ロ
P-
ぐ戸市川口同

)g)
の
註

人
が
演
劇
(
或
い
は
文
学

ラ

サ

作
品
、
詩
)
を
観
賞
し
て
味
わ
う
べ
き
体
験
(
感
動
・
感
銘
)
が
、
普
遍
的
に
情
調
と
し
て
分
類
さ
れ
考
察
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
D

右
に
お
い
て
、
新
新
ど
い
う
骨

サ

ー

ラ

サ

調
は
、
ま
ず
静
寂

(
ω
2
5
)
と
い
う
恒
常
的
情
態

(ω
笹川
F
1
t
t
F仰〈
mw)
を
本
性
と
す
る
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
情
調
に
は
そ
れ
に
対
応
す
る
情
態

と
も
か
く
、

(
σ
F
仰ぐ
P

，心
の

(163 ) 

状
態
、
感
情
)
が
あ
る
D

寂
静
の
情
調
に
対
し
て
は
静
寂
と
い
う
情
態
(
恒
常
的
情
態
)
が
あ
る
。
寂
静
の
情
調
は
静
寂
の
情
態
を
本
性
と
し
、

ラ

サ

い
る
と
い
う
。
次
に
寂
静
の
情
調
は
解
脱
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
寂
静
の
情
調
が
生
ず
れ
ば
解
脱
が
達
せ
ら
れ
る
、

そ
れ
か
ら
成
っ
て

と
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、

一
種
の
解
脱
の
境
地

の
よ
う
な
も
の
が
寂
静
の
情
調
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
境
地
を
生
ず
べ
き
要
因
と
な
る
の
は
真
理
の
知
等
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
演
劇
等
に
お
い
て
真
理

の
知
等
が
教
え
ら
れ
、
悟
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寂
静
の
情
調
が
観
賞
者
に
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
舞
台
上
の
演
技
に
よ
っ
て
、
禁
戒
等
を
行
じ
て
い

る
し
ぐ
さ
を
し
、

外
面
的
徴
候
(
標
識
)
と
し
て
現
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
口

そ
れ
が
付
随
的
情
態
(
伊
ロ
ロ
σ『
仰
ぐ
と
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
そ
の
一
時
的
情
態

(
d
u
話、
t
Eの抑止
l

ず
何
回
仰
ぐ
と
と
し
て
厭
離
(
厭
世
感
〉
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

右
に
お
い
て
は
、

特
に
渇
愛
の
滅
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
厭
離
と
い
う
と
こ
ろ
に
渇
愛
の
減
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
だ
。

し
か
し
寂
静
の
情
調
を
め
ぐ
っ
て
、
渇

愛
の
減
が
説
か
れ
る
こ
と
を
、
次
に
見
ょ
う
。

す
な
わ
ち
ア
1
ナ
ン
ダ
ヴ
ァ
ル
ダ
ハ
ナ

(〉

HMmFロ仏仰ぐ戸吋品目
H伊口。)
は
詩
論
U
M
v
d
h
きいて

hrs(韻
の
光

)(ω.8
偽
の
後
)
に
お
い
て
、
お
ロ
宮
(
寂
静
)
も
ま
た

情
調

(gg)
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
中
に
お
い
て

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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『
そ
し
て
寂
静
(
お
ロ

g)
と
は
、
渇
愛
の
減
の
楽
(
仲
判
明
HMmFIW
宮
司
中
ω
ロ
W
F
P
)

を
養
う
こ
と
な
mv
見
事
一
宮
)
で
あ
り
、
そ
れ
を
特
徴
と
す
る
情
調
(
門
戸
ω
戸
)
が
理
解

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
同
様
に
日
わ
く
』

と
い
っ
て
、
こ
の
民
句
、

Y
5
.
5∞
.
8
を
引
用
す
る
。
寂
静
は
勇
武

(i門
戸
)
と
い
う
情
調
に
含
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
と
い
っ
て

『
後
者
は
我
執
よ
り
成
る
(
ち

E
E
m
g守
E
m
q伊
丹
ぐ
と
と
し
て
確
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
前
者
は
我
慢
(
自
我
意
識
)
の
寂
滅
の
一
相
で
あ
る

(pvp信
rpgs

(
日
)

同
〉

E
E
E守
ゆ
}
門
戸
一
同
国
官
、
日
)
と
し
て
確
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
』

と
説
明
し
て
い
る
。
寂
静
と
い
う
情
調
が
、
渇
愛
の
減
の
結
果
と
し
て
の
楽
(
即
ち
安
楽
感
、
幸
福
感
、
や
す
ら
ぎ
の
境
)
を
特
徴
と
し
、
我
執
や
自
我
意
識
の
寂

減
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

右
に
つ
い
て
ア
ピ
ヒ
ナ
ヴ
ァ
グ
プ
タ
は

UMgh制唱。
γ
h
r
b
ゃ
な
わ
ぬ
言
明
(
韻
の
光
の
解
明
)
に
お
い
て

『
お
よ
そ
、
対
象
へ
の
願
望

(
i
g志
ず

EHgμ)
た
る
諸
の
渇
愛
(
丹
羽
包
)
の
減

(
E
P
U
1
伊
)
、
す
べ
て
に
停
止
(
減
)
を
相
と
す
る
(
巳

A
E
t
H
Sと
、
厭
離

(
巳
ミ

&
P
厭
世
)
が
、
即
ち
楽
(
幸
福
)
で
あ
り
、
そ
の
持
続
的
に
な
っ
た
〔
楽
を
〕
養
う
こ
と
が
、
味
わ
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
(
同

8
3白
ω
ロ伊丹似

l
x
g
)
。

(
弱
)

ま
さ
に
そ
の
特
相
が
あ
る
も
の
が
、
寂
静
と
い
う
情
調
で
あ
る
』

( 164) 

hv
ヤ

l
ン

者

ラ

ザ

と
説
明
し
、
次
に
、
「
全
て
の
心
作
用
の
寂
滅

(ωmH2ptE江戸
t
d
Eも
EUBmw)
が
こ
の
寂
静
の
情
調
の
、
恒
常
的

(ωF仰
1
ロ)、

情
態

(σggw
感
情
)
で
あ

る
」
と
考
え
る
他
の
人
た
ち
に
対
し
て
、

『
渇
愛
が
存
在
し
な
い
こ
と
(
仲
円

2mgmE.UV仰
ぐ
と
が
、
〔
心
作
用
の
〕
絶
対
否
定
を
本
質
と
す
る
な
ら
ば
(
官
民

mF守
守
司
円
停
止
宮
島
5
2
B官
、
守
-O)

、

心
作
用
で
あ

る
こ
と
は
な
い
か
ら

(ggtく
1
t守
-Pσ
『仰・

5
ロ
mw)
、
感
情
で
あ
る
こ
と
は
当
た
ら
な
い
か
ら

(
V
F
仰
ぐ
丘
〈

mq
。mm洋
)
〔
正
し
く
な
い
。
〕
し
か
し
〔
渇
愛
が
存
在

し
な
い
こ
と
が
、
心
の
作
用
〕

の
相
対
否
定
(
司
自
当
込

fp)
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
ま
さ
に
我
々
の
見
解
で
あ
る
。
』

と
い
う
。

つ
ま
り
渇
愛
が
減
し
て
も
、
心
の
作
用
す
べ
て
が
無
く
な
っ
た
情
態
を
考
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
、
渇
愛
だ
け
が
無
く
な
っ
て
い
る
が
、
心
の
情
態
(
感

情
)
が
全
て
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
け
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

『
或
る
他
の
人
々
は
、
し
か
し

が
、
し
か
し
、
動
機
が
無
く
な
る
と
、
ま
さ
に
寂
静
〔
と
い
う
情
調
〕
に
帰
滅
す
る
》

と
い
う
パ
ハ
ラ
タ
の
言
葉
を
示
し
て
、
寂
静
と
は
全
て
の
情
調
に
共
通
の
本
性

(
Z
3
F
E
E
l払
BPHq守
ω」面
σ
F
仰
ぐ
と
で
あ
る
と
説
い
て
、

寂
静
の
恒
常
的
情

態

(ωFmqrず
『
仰
ぐ
と
は
他
の
特
殊
の
心
作
用
が
付
随
し
な
い
こ
と
を
相
と
す
る

(gロ官、
]mpulir怠
己
mwgt丘仲
g
1
4
2
r
S
M出
)
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
こ

れ
は
我
々
の
見
解
か
ら
甚
し
く
遠
ざ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
相
違
は
未
生
無
(
官

pmlmwず『仰ぐ
P

他
の
特
殊
の
心
作
用
が
付
随
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
)
と
己

(
時
)

減
無
(
宮
山
門
出
当
日
宮
PσvmFJ1p
渇
愛
の
減
に
つ
い
て
)
と
に
よ
っ
て
い
る
口
そ
し
て
諸
の
渇
愛
の
己
滅
(
℃

g
a司
自
冒
と
の
み
が
正
し
い
。
』
云
々

と
い
う
。
難
解
で
あ
る
が
、
他
者
の
見
解
で
は
、
寂
静
は
他
の
情
調
に
共
通
の
本
性
で
あ
り
、
他
の
心
作
用
が
未
だ
生
ぜ
ず
存
在
し
な
い
状
態
と
い
う
。
し
か
し
本

当
は
渇
愛
の
減
と
い
う
の
は
渇
愛
の
巳
減
無
(
減
し
て
し
ま
っ
て
存
在
し
な
い
こ
と
)
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
o
h
Sな
き
芯
宮
内
一
ミ
罰
に
お
い
て
も
ア
ピ
ヒ

(
貯
)

(同

g
m
E
g
g
-官
m
w
g
E
S
)
」
と
説
い
て
い
る
。
他
の
情
調
が
減
し
て
寂
静
に
帰
す
る
、

ナ
ヴ
ァ
グ
プ
タ
は
、

寂
静
と
い
う
情
調
は
、
「
他
の
情
調
の
根
源
で
あ
る

と
い
う
意
味
で
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

ラ

ザ

な
お
、
更
に
ヴ
ィ
シ
ュ
ヴ
ア
ナ

1
タ
ハ
(
ぎ
守

mg仰
Smw)
も
め
ぬ
と
守
守
札
ね
る

sh制
(
修
辞
学
の
鏡
)
に
お
い
て
、
寂
静
の
情
調
に
関
し
て
、
渇
愛
の
減
を
説
く
こ

(
臼
)

の
同
h
N
w
b
.
お・

5
∞・

ω∞
を
引
用
し
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
渇
愛
の
減
が
哲
学
の
み
な
ら
ず
、
演
劇
論
や
詩
論
に
お
い
て
相
当
の
地
位
を
占
め
て
い
る
の
を
見
た
ι

そ
の
際
に
典
拠
と
さ
れ
た
の
が
、
」
-hB
句、ザ

お・

5
∞・

ω∞
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
偽
が
仏
教
に
も
周
知
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

(Sl 

そ
の
他
の
教
え

さ
て
、
足
切
祉
協
・

5
∞
に
帰
っ
て
見
ょ
う
。
渇
愛
の
減
の
楽
を
述
べ
た
あ
と
に
続
い
て

『
過
去
の
身
体
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
業
(
W
P
E
E
ロ
)
は
清
浄
で
あ
れ
、
も
し
く
は
不
浄
で
あ
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
〔
業
〕
で
も
、
智
慧
あ
る
者
と
愚

者
と
そ
れ
か
ら
勇
者
に
付
き
ま
と
う
。

。
ニ
七
)

聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
、
ま
さ
に
愛
す
べ
き
こ
と
と
愛
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
と
、

ま
た
苦
と
楽
と
は
、
生
あ
る
も
の

C
Z
P
命
我
、
晶
一
一
一
理
魂
)
ど
も
に
め
ぐ
り
あ
う
。

(
三
八
)
』

(
出
向

N
w
p
の叫
-
H
N
.
H
A
凶∞
.ω
吋
lω
∞u
可
-
H
N
・
HJN
串・品吋
l品∞)

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
善
・
不
善
の
行
為
の
結
果
ハ
業
)
が
そ
れ
を
行
。
た
人
に
つ
き
ま
と
い
、
輪
廻
の
境
界
に
お
い
て
苦
楽
を
与
え
る
こ
と
を
述
べ
る
。
右
の
第

(
印
)

三
八
偽
は
民
旬
、
v

尽
.
8
.
N
H
(
こ
れ
も
セ

l
ナ
ジ
ッ
ト
物
語
)
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
次
に

『
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
に
覚
悟
(
ず
出
島
島
区
)
に
立
っ
て
、

徳
(
句
与
mw)

を
そ
な
え
て
、

楽
に
生
き
る
ベ
し
。

す
べ
て
の
欲
望
(
付
抑
留
mF)

を
厭
う
ベ
し
。

執
着

(ωmwDmm戸
)
を
す
て
去
る
ベ
し
。

こ
れ
は
心
(
瓦
門
Y

心
臓
)
に
住
し
て
生
長
し
、
こ
れ
は
死

(
B
1
ヨH
)

で
あ
っ
て
意
よ
り
成
る
。

(
三
九
)

(の吋・一応・
HAW
∞
.ω
タ阿川・岡山
N

・一
q
h
F
.
品m
w
l
u
c
m
w
t
)

と
い
う
。
欲
望
を
厭
い
執
着
を
す
て
去
る
べ
き
こ
と
を
説
く
の
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
趣
。
次
の
「
こ
れ
」
と
は
何
か
、
明
ら
か
で
な
い
。
前
の
欲
望
や
執
着
を
指
す

と
す
れ
ば
数
が
一
致
し
な
い
。
〔
但
し
異
本
に
は
執
着
(
複
数
)
の
代
り
に
念
怒
(
宮
官
、
切
或
い
は
}
向
。
ι
v
m
F
)

と
す
る
の
で
、

そ
れ
を
受
け
る
、
と
解
す
る
余
地

が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
〕
今
は
わ
円
・
本
文
に
従
っ
た
が
、

P
は
直
ち
に

『
〔
即
ち
〕
念
怒
(
町
。
門
出
5
)
と
い
う
も
の
が
有
身
者
三
岳
宮
)
の
身
体
に
あ
る
、

と
賢
者
(
σ
H
H
A

出
冨
)
た
ち
に
よ
っ
て
い
わ
れ
て
い
る
』
(
司
・
巳
・
ロ
品
-
U
C
の門
Y

(166 ) 

(V
円・
HMN
・hm
∞hp各
)

と
い
い
、
先
の
「
こ
れ
」
と
は
念
怒
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
念
怒
は
死
と
同
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
念
怒
を
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
か
は
、
い
わ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
先
の
異
本
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
念
怒
を
す
て
去
る
ベ
し
」
と
い
う
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に

『
亀
が
手
足
を
全
て
〔
ひ
っ
こ
め
る
〕
よ
う
に
、
も
し
諸
の
欲
望
一
を
ひ
っ
こ
め
る
な
ら
ば
、

そ
の
と
き
に
は
ア
l
ト
マ
ン
の
光
(
伊
丹
田
&
三
位
ω)
と
し
て
ア
l
ト

マ
ン
は
ア
1
ト
マ
ン
(
自
己
)
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
る
(
宮
仏
曾
自
主
可
丘
町
忠
臣

m
F
2
2
5巴
q
o〈
伊

司

g
ω

民
主
仲
)

(
印
)

((い円
-
H
N
・
E
W
∞
-K8・
何
回
N
・
H.
吋
品
・
切
ゲ
仏
・
(
リ
円
・
H
N
・N
H
・
ω)

(四

O
)』

と
い
う
。

後
半
は
P
で
は

『
そ
の
と
き
に
は
こ
の
ア
1
ト
マ
ン
は
ま
さ
に
ア
1
ト
マ
ン
(
自
己
)

に
お
い
て
、

ア
ー
ト
マ
ン
の
光
を
見
る
』

(g仏仰
d
g
m
wマ
。
仲
町

伊
丹
田
仰
吋
m
W
E
R
B
Pロ可

σ〈
印

刷

)
E
M
)
ω
b
u話
、
比
)
と
訳
さ
れ
よ
う
。
欲
望
を
控
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
の
本
体
た
る
ア
l
ト
マ
ン
を
見
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

(
但
)

な
お
亀
が
手
足
を
ひ
っ
こ
め
る
こ
と
を
比
織
と
し
て
、
感
官
(
官
能
)
を
制
御
す
べ
き
こ
と
を
説
く
こ
と
は
、
仏
教
に
も
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
も
に
同
じ
よ
う

'
竹
混
般
木
J

の
境
に
入
っ
た
」
(
市
民
宮
守
σ旦
mw)

と
い
う
。

悩
を
断
じ
解
脱
の
境
に
あ
る
比
丘
の
あ
り
ょ
う
が
、
蔵
六
の
亀
に
輪
一
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
出
h
N
w
b

の
こ
こ
に
い
う
と
こ
ろ
も
、
結
局
解
脱
の
境
を
示
す
と
い
う
点

で
、
や
は
り
共
通
性
が
み
と
め
ら
れ
よ
う
。
次
に

『
も
し
、

ま
さ
に
何
も
の
か
が
、

わ
が
も
の
と
し
て

(Eggg) 考
え
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、

そ
の
と
き
に
は
、

ま
さ
に
そ
の
も
の
が
、

全
て
苦
悩

(司

mwH
芹
印
刷
)
戸
)
の
た
め
に
な
る
。

((リ叶・
H
N
.

一戸∞∞・
h
p
y
同

ν
.
H
N
.
]
F
J
吋品・
h
E
)

(
四
一
)
』

と
、
わ
が
も
の
と
い
う
観
念
(
我
所
見
)
を
苦
悩
の
源
と
見
る
。
こ
れ
ま
で
欲
望
と
言
っ
て
い
た
が
、
欲
望
と
は
、
わ
が
も
の
と
い
う
観
念
に
も
と
づ
く
、
と
見
る

(
位
)

こ
の
偶
は
わ
同
・
ぉ

-N∞∞.∞
(
l司
.5.Nパ
3.
∞
)
に
も
出
て
お
り
、

の
で
あ
ろ
う
。

我
所
の
否
定
の
趣
旨
は
先
に
第
二
ニ
備
に
も
見
た
よ
う
に
繰
返
さ
れ
る
の
で
あ

(
臼
)

に
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

る
。
我
所
の
否
定
、
無
我
所
は
仏
教
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
民
ね
な
ミ
ー
句
、
-

(
倒
)

『
も
し
こ
の
者
が
〔
誰
を
も
〕
恐
れ
ず
、
ま
た
〔
人
々
が
〕
こ
の
者
を
恐
れ
ず
、
〔
彼
が
〕
欲
せ
ず
、
憎
ま
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
に
は
党
に
合
一
す
る
口

(
四
二
)

悲
し
み
と
喜
び
と
、

(
侃
)

(司

gお
三
宮
B
m
g
)

と
な
る
で
あ
ろ
う
口

真
実
と
不
真
実
、

恐
れ
と
恐
れ
な
き
こ
と
と
の
両
方
を
捨
て
、

愛
す
る
も
の
と
愛
し
な
い
も
の
と
を
捨
て
て
、
〔
汝
は
〕

こ
こ
ろ
平
安

(167 ) 

(
四
一
二
)

も
し
賢
者
が
一
切
の
生
類
に
対
し
て
、
行
為

(
E
5
8
)
に
よ
り
、
意
に
よ
り
、
語
に
よ
っ
て
、
悪
(
志
宮
宮
)
を
行
わ
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
焚
に
合
一

(

付

加

)

す
る
。
(Q.
ロ

.
5∞・
h
F
N
J
念切
H
V
.
s
・-吋品
.
U
N
I
U
品)

(
四
四
)
』

こ
こ
で
は
、
何
物
を
も
欲
せ
ず
、
誰
を
も
憎
ま
ず
、

一
切
生
類
に
対
し
て
悪
い
こ
と
を
し
な
い
な
ら
ば
、
焚
に
合
一
す
る
、
と
い
う
。
発
に
合
一
す
る
と
は
、

し、

わ

ば
悟
り
の
境
地
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
D

第
四
三
偶
で
は
、
真
実
・
不
真
実
な
い
し
愛
・
非
愛
と
い
う
相
対
立
す
る
も
の
の
い
ず
れ
を
も
離
れ
て
、
こ
こ
ろ
平
安
と
な

る
、
平
安
な
る
ア
1
ト
マ
ン
あ
る
も
の
と
な
る
と
い
う
。
こ
れ
も
や
は
り
悟
り
の
境
地
を
示
す
よ
う
だ
。

『
凡
そ
智
慧
劣
る
者
共
に
よ
っ
て
は
捨
て
難
く
、
〔
人
が
〕
老
い
て
も
老
い
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
、
凡
そ
こ
の
命
あ
る
限
り
あ
る
(
官
gmgtwp)
病
気
、
即
ち
そ

の
渇
愛
(
仲
間

.23
を
捨
て
る
者
に
楽
、
が
あ
る
。

(わ吋・一戸
M
・HA
凶∞・
h
F
F
]
V
・H
N
.

一戸叶品.切切)

(
四
五
)
』

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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愛
を
滅
す
る
者
に
楽
が
あ
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
章
の
主
題
の
中
心
と
な
る
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
偽
は
先
に
言
及
し
た
ヤ
ヤ
1
テ
ィ
伝
説
に
出
て
く
る
も
の
に
ほ
ぼ
等
し
く
、
処
々
に
出
て
く
る
も
の
で
お
。
先
の
第
三
六
備
と
同
じ
く
、
渇
愛
を
捨
て
、
渇

ピ
ン
ガ
ラ

I
物
語

l
l無
欲
の
教
え

次
に
ピ
ン
ガ
ラ
l

(
出
身
巳
仰
)
物
語
が
来
る
。
こ
の
物
語
は
仏
教
で
は

N
3守
一
封
。
・

8
0
2
H
E
S
S
g
t百
件
戸

(JSFHHH・匂・

5H)
に
も
出
て
い
る
。
ま

た
切
恥
命
令
S
H号
、
晴
美
前
合
判
己
・
∞
-
N
N
J
h
E
に
も
見
え
る
。
以
下
に
、
ま
ず
』
h
N
W
M
V
(
0
・)尽・

5
∞
・
怠

1
8
を
訳
出
し
て
み
よ
う
。

『
王
よ
。

こ
こ
に
、

ピ
ン
ガ
ラ
ー
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
詩
節
(
何
日
『
仰
)
が
い
わ
れ
て
い
る
。

即
ち
、

い
か
に
し
て
彼
女
が
苦
難
の
時
に
も
、

永
遠
な
る
法

(aESF
真
理
)
を
得
た
か
が
〔
い
わ
れ
て
い
る
o
〕

(
四
六
)

遊
女
ピ

γ
ガ
ラ
1
は
〔
逢
引
の
〕
約
束
に
お
い
て
、
愛
人
に
よ
っ
て
見
捨
て
ら
れ
て
い
た
。

さ
て
そ
の
と
き
、
苦
難
に
お
ち
い
っ
て
〔
彼
女
は
〕
平
安
な
る

(PEμ)
覚
悟
(
げ
臣
官
-E)
を
定
め
た
。

(
四
七
)

(168 ) 

ピ
ン
ガ
ラ
1
は
言
っ
た
。

の
ぼ
せ
て
い
た
私
は
、

の
ぼ
せ
て
い
な
い
愛
人
を
久
し
く
待
っ
た
口
近
く
に
こ
の
愛
人
が
い
て
も
昔
は
交
わ
ら
な
か
っ
た
。

(
四
八
)

一
本
の
柱

(
l脊
柱
)
あ
り
、
九
門

(
l
両
眼
・
両
耳
・
両
鼻
孔
・
口
・
紅
門
・
生
殖
器
)
あ
る
家

(
U身
体
)
を
〔
私
は
〕
閉
ざ
そ
う
D

一
体
い
か
な
る
女
が
こ
こ
に
や
っ
て
来
る
愛
人
を
、
こ
れ
が
愛
人
だ
と
思
う
だ
ろ
う
か
。

(
印
)

欲
望
な
き
〔
私
〕
を
、
地
獄
の
相
あ
る
な
ら
ず
者
共
は
欲
望
の
相
に
よ
っ
て
、
再
び
だ
ま
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
〔
私
は
〕
覚
醒
し
め
ざ
め
て
い
る
。
(
四
九
)

(五

O
)

利
な
き
こ
と
も
、
運
命
か
ら
、
或
い
は
過
去
に
な
し
た
〔
業
〕
に
よ
っ
て
利
(
再
任
戸
)
と
な
る
口

私
は
覚
っ
た

(gEσ
ロ
仏
己
記
)
口
私
は
形
な
き
も
の
(
巳
品
W
仰
E)
で
あ
る
。
私
は
今
や
感
官
を
制
し
な
い
も
の
官
官
宇
佐
骨
守
と
で
は
な
い
。

(
五
一
)

何
と
な
れ
ば
願
望
(
訟
と
を
無
願
望
守
口
伝
仰
)
と
な
し
て
、
ピ
ン
ガ
ラ
l
は
楽
に
眠
る
の
だ
か
ら
。

ハ
五
二
)

ω口
付

}MmwHHHE品
P
M
V
ω
g
M
)在
ロ
伊
丹
氏
広

3
H
W
3
3
ヨ
ω口
付

}EHH之

訟
仰
g
m
Fロ
民
仰
同
百
}
内
問
守
仰

E
g
r
F
P
H世

ω
g立
江
田
岡
高
巳
mpミ

ピ
ヒ
1
シ
ュ
マ
は
言
っ
た
。

賢
者
〔
婆
羅
門
〕

の
こ
れ
ら
と
他
の
理
由
あ
る
話
に
よ
っ
て
、
セ

l
ナ
ジ
ッ
ト
王
は
慰
め
ら
れ
て
、
安
楽
に
よ
ろ
こ
ん
だ
。

(
五
三
)
』

(C.S.
お∞
.K81印
ω
¥司・

H
N
-
q串
.
8
1
8」

こ
れ
を
も
っ
て
こ
の
章
は
終
る
。
愛
人
に
見
捨
て
ら
れ
た
遊
女
ピ
ン
ガ
ラ
1
は
、
無
欲
と
な
り
、
願
望
(
期
待
感
)
な
き
も
の
と
な
っ
て
、
平
安
な
心
を
得
て
、

楽
に
眠
る
、
と
い
う
。
右
の
第
五
二
偽
は
有
名
で
‘
あ
り
、
処
々
に
出
て
い
る
。
即
ち
ま
ず
ミ
旬
、
v

の円・

5.
当
官
同
.
H
l
M
(
Q
.
5
.
q
H
.
2
の
後
。
同

ν.MM-q∞.∞)

は
第
一
句
を
忠
mp
ず
己
m
p
J
1

注目

}
g
d
S仰
(
願
望
は
有
力
で
あ
れ
ば
悪
い
D

但
し
P
は

}
2
1
F仰
を
円
仰
す
ロ
と
す
る
。

即
ち
、
「
願
望
は
有
力
で
あ
る
。

王
よ
」
の

意
)
と
し
、
第
三
句
の

E
を
苫
と
す
る
ほ
か
は
、
右
の
第
五
二
偽
に
等
し
い
。

句、柄拘
h
h
N
G
給
料
お
も
さ
ぬ
き
制

HH.
∞
.NUN-品
仏
に
は
、

そ
の
物
語
が
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
口

ヴ
ィ
デ
l
ハ
の
町
に
住
ん
で
い
た
遊
女
ピ
ン
ガ
ラ
ー
は
、

(169 ) 

愛
人
が
や
っ
て
来
る
の
を
待
ち
な
が
ら
、
門
に
立
っ
て
道
を
行
く
男
性
た
ち
を
眺
め
て
、
物
欲
し
そ
う
に
し
て
眠
ら
ず
に
い
た
が
、

つ
い
に
誰
も
立
ち
寄
ら
ず
、
真

夜
中
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
と
き
彼
女
は
厭
離
(
巳

3
0仏
P
厭
世
感
)
を
お
ぼ
え
、
反
省
を
す
る
。
次
の
ピ
ン
ガ
ラ
l
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
ば

(
ω
c
jお
)
は
、

先
に
見
た
も
の
と
一
致
し
な
い
し
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
神
へ
の
信
仰
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
の
話
の
最
後
に
来
る
偽
は
、

先
の
第
五
二
偽
に
内
容
的
に
相
当
す

る
。
即
ち

『
蓋
し
願
望
は
最
高
の
苦
で
あ
り
、

願
望
な
き
こ
と
は
最
高
の
楽
(
幸
福
)
で
あ
る
。

例
え
ば
ピ

γ
ガ
ラ
ー
が
愛
人
へ
の
願
望
を
断
じ
て
楽
に
眠
っ
た
よ
う
に
。
』
(
旬
、
5
h
s
s
h
sも
ミ
ぬ
き
制
己
・
∞
・
会
)

良

P
E
M面、
55ω
告門山口一
fwHH記
官
ロ
巴
品
々
日
何
回

MVPHωHHHmFHHHω
ロ
WFgHH~

ヨ
笹
川
F
S
H官
2
E
ι
3
広
口
件
依
PH何回

2
5
8
H
E句
Smw
白
砂
町
内

FHmF¥¥

先
の
偽
と
比
べ
る
と
第
二
句
の
み
が
同
一
で
あ
る
が
、

他
は
異
な
っ
て
い
る
口
が
、
第
四
句
は
動
詞
の
時
制
の
み
を
異
に
す
る
だ
け
で
あ
り
、

全
体
と
し
て
は
両
者

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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と
も
ほ
ぼ
同
じ
意
を
表
わ
し
て
い
る
。

(ω) 

ピ
ン
ガ
ラ

1
物
語
は
仏
典
に
も
知
ら
れ
、
右
の
偽
も
知
ら
れ
て
い
る
。
，
、
札
司
令
E

Z

0

・
ωωcω
目H
p
i
B
E
E
P
-
]伊
丹
呉
p
(験
徳
本
生
物
語
)

の
挿
話
に
出
て
い
る
。

そ
こ
で
は
ピ
ン
ガ
ラ

1
は
遊
女

(S
と々
で
は
な
く
召
使
女
(
品
川
広
」

で
あ
る
。

男
と
約
束
を
し
て
い
た
彼
女
は
、

男
の
来
る
の
を
待
ち
な
が
ら
、

「
今
に
来
る
だ

ろ
う
」
と
思
い
な
が
ら
夜
を
過
ご
し
て
し
ま
い
、
明
け
方
に
な
っ
て
、
「
も
は
や
来
る
ま
い
」
と
思
っ
て
、
願
望
(
期
待
感
)
を
断
じ
て

(σEロ
ロ
曾
伊
)
、
寝
て
眠
り

に
入
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
菩
薩
(
仏
の
前
生
身
。
こ
こ
で
は
出
家
者
)
は
次
の
偽
(
こ
の
ジ
ャ

1
タ
カ
の
第
三
偽
)
を
唱
え
た
と
い
う
口
そ
の
パ

1
リ
原
文
は

ω同
町
}MmwH甘
口
町
r
m
p
ω

ロ唱えル
mumF

℃}出
Hmw〈
mF仲
間

g
w
F
m
F

抑
留
岳
包
片
山
広
島
}
内
伊
丹
〈
mv
ロ
mp
∞ロ
WHMmw
同町

ω
回目
)mp
片山}以降
m
m
L
P
(
h
h配
給

MVS
口
門
司
・

S
H
)
・

の
通
り
、
第
二
句
(
願
望
は
果
を
有
す
れ
ば
楽
で
あ
る
)
を
異
に
す
る
ほ
か
は
、
~
一
向
切

M
V
5
.
5∞
-
U
N

に
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
一
切
志
向
お
ミ
芯
も
ミ

hss
の
偽
と
は
や

や
異
な
る
。
本
来
聖
典
と
し
て
の
『
ジ
ャ

l
タ
カ
』
は
偽
の
み
か
ら
成
る
と
い
う
か
ら
、
右
の
偽
の
み
が
、
本
来
の
『
ジ
ャ

1
タ
カ
』
に
属
す
る
と
い
う
べ
く
、
先

(
h
h
H
m制
bhH社、
w
h
N
b
a
s
h
w
h
h
H
主
主
事
s
h
N岬
目
、

Q
S
h
)

(
刊
)

ら
か
で
な
い
の
で
、
物
語
を
前
提
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

に
示
し
た
召
使
女
ピ
ン
ガ
ラ

1
の
話
は
そ
の
註
釈

に
あ
る
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
偽
の
み
で
は
物
語
が
十
分
に
明

と
も
か
く
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
』
に
あ
る
ピ
ン
ガ
ラ

1
の
話
は
最
も
簡
単
で
、

彼
女
の
心
境
を
歌
う
偶
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を
欠
い
て
い
る
口

無
欲
を
説
く
の
は
仏
教
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以
上
に
見
た
よ
う
に
、
通
イ
ン
ド
的
で
あ
る
よ
う
だ
。

サ

l
ン
ク
ヤ
派
の
如
何
さ
F
S
S
l切
迫
、
お
串
・
己
に
は

口
町
仰
郎
防
伊

ω
ロW
F
F

回
以
降
宮
戸
仰
ぐ
伊
丹
(
願
望
な
き
も
の
は
楽
を
有
す
。
ピ

γ
ガ
ラ
ー
の
よ
う
に
)

と
い
う
口
こ
れ
に
対
し
て
ヴ
ィ
ジ
ュ
ニ
ャ

1
ナ
・
ピ
ヒ
ク
シ
ュ
(
出
}
B
H
Eず
E
5
H
H
)

は
h
h
州
連
志
い
て
お
も
ミ
S
S
S
Q
t
m
b
b
Sい
て
お
に
お
い
て
簡
単
に
遊
女
ピ
シ
ガ
ラ

l
に

言
及
し
て
、
旬
、

v
A
Sミ
Q
I
N
V

ミ
何
台

H
Z
.
∞
・
主
に
同
一
の
偽
を
引
用
し
て
い
る
。

ピ
ン
ガ
ラ

l
の
名
は
シ
ャ
ン
カ
ラ
に
帰
せ
ら
れ
る
吋
命
令
ム
詮
S
1
S
彦
、
予
三
同
言
、
お
き
科
目
)
・

Nω
∞
巴
に
も

『
マ
ン
キ
や
ピ
ン
ガ
ラ

1
等
に
お
い
て
は
離
欲
か
ら
の
み
全
て
の
成
就
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
』

と
い
う
。

マ
ン
キ
は
次
に
見
る
足
切
F
H
N
.
口同・
h
p
j
忠
に
出
て
く
る
、
子
牛
を
喪
っ
て
離
欲
を
覚
っ
た
貧
乏
な
男
の
話
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
章
は
悲
し
み
の
克
服
、
苦
の
克
服
を
主
題
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
無
欲
、
渇
愛
の
減
、
離
欲
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
離
欲
に
つ
い
て

は
一
つ
章
を
と
ば
し
て
次
の
足
切

MV(0・)
H
N
.
q
o
l
q
H

に
説
か
れ
、

無
所
有
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
(
後
記
)
。
す
ぐ
次
の
足
切
F
H
N
.
5
m
w
に
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
学

習
を
始
め
と
す
る
生
活
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
(
礼
)

生
、
真
実
、
無
欲
を
ま
も
る
べ
き
こ
と
を
説
く
。

人
は
常
に
死
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
無
常
観
と
、

死
を
克
服
す
ベ
く
出
家
し
て
森
に
住
み
、

不
殺

こ

こ

に

も

仏

教

Q

h

s

E

Z
。・印

gu
り
ど
さ
遺
m刷
、
主
mH

止
の
・
)

と
ジ
ャ
イ
ナ
教

(
q
S
Hミ札砕い、おいておき
g
a
H
S

M
内
H
J
刊
)
と
の
共
通
の
詩
節
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
改
め
て
論
じ
よ
う
。

註

4 3 

拙
著
『
サ
l
シ
グ
ヤ
哲
学
研
究
1
1
1
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
自
我
観

l
i』
(
昭
和
五
十
三
年
、
春
秋
社
)
六
四
六
ペ
ー
ジ
参
照
。

併
の
成
道
と
初
転
法
輸
に
関
す
る
資
料
に
こ
れ
ら
が
含
ま
れ
て
い
る
。
成
道
に
は
縁
起
説
が
関
連
し
(
註
(
4
)
の
拙
稿
参
照
)
、
初
転
法
輪
に
は
中
道
、
人
正
道
、
四
諦
、
五
麗
無

我
が
説
か
れ
る
(
前
掲
拙
著
第
八
章
第
三
節
参
照
。
)

u
s
§
u、
SHHhNS
見
$hNU、お

ω
司一句・品
M
O
J品
M
A
r
s
sミ
S
M
E
)
・
S
I
S
-

拙
稿
「
サ
ン
ス
グ
リ
ヅ
ト
本
城
色
経

(
g
m
R伊
)
|
|
十
支
縁
起
と
十
二
縁
起
(
そ
の
一
)
」
(
『
梯
教
研
究
』
第
三
号
、
一
九
七
三
年
八
月
)
、
「
梯
俸
と
し
て
の
過
去
現
在
因
果
経
」

(
角
川
書
脂
「
鵬
日
本
一
筆
者
物
全
集
1
緒
因
果
経
』
昭
和
五
十
二
年
三
月
、
所
収
)
六
l
七
ペ
ー
ジ
参
照
。

出向

Vωb-25mH
王
は
、
こ
の
身
は
無
常

7
3
2
E
9
)
で
あ
る
と
考
え
て
離
欲
心
を
い
だ
い
て
、
森
に
行
き
苦
行
を
す
る
。
苦
行
の
末
に
会
っ
た
尊
師
印
巴
弘
司

E
q伊
に
「
ア
ー

ト
マ

γ
の
知
」
の
聴
聞
を
求
め
る
際
に
、
身
体
は
不
浄
で
あ
り
欲
望
の
享
受
は
無
用
で
あ
る
こ
と
、
一
切
が
は
か
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
教
え
を
請
う
て
い
る
(
ミ
S
H司
令

句
、

-
Y
N
J
Y
品)。

死
神

J
p
g
p
を
た
ず
ね
た

Z
2昨
江
戸
田
少
年
は
死
神
に
人
の
死
後
の
存
在
に
つ
い
て
問
う
。
そ
の
聞
い
に
固
執
す
る
少
年
の
こ
と
ぽ
は
、
生
命
は
短
く
、
死
の
お
そ
れ
の
前
に

あ
る
と
い
う
無
常
観
で
あ
る
(
同
ミ

E
i
q
p
Y
8
1
g
)
。

P
の
テ
キ
ス
ト
で
は
次
の
よ
う
な
意
味
に
な
る
。
『
そ
こ
で
〔
あ
な
た
は
〕
何
を
悲
し
む
の
で
す
か
。
〔
あ
な
た
は
〕
取
り
乱
し
(
迷
っ
て
)
お
り
、
悲
し
む
べ
き
こ
と
を
悲
し
ん
で

い
る
の
で
す
か
。

そ
の
者

(
H
あ
な
た
)
に
は
苦
に
お
い
て
苦
が
あ
り
、
恐
れ
に
お
い
て
恐
れ
が
あ
る
。
』
(
匂
・

5
・N
q
・
お
)

「
マ
イ
ト
リ
・
ウ
パ
ニ
シ
ヤ
ヅ
ド
に
お
け
る
無
我
に
つ
い
て
」
(
『
文
化
』
第
三
四
巻
第
-
・
二
号
、
昭
和
四
十
五
年
八
月
)
二
九

l
三

0
ペ
ー
ジ
。

「
サ
l
ン
ク
ヤ
哲
学
研
究
|
|
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
自
我
観

i
l』
七
三
四
ペ
ー
ジ
の
註
(
お
)
。

M
V

・
s-qhm・
5
は
次
の
通
り
。

『
見
よ
。
こ
こ
(
こ
の
世
)
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
に
お
い
て
、
上
・
下
・
中
の

諸
の
有
類
(
生
類
)
は
総
じ
て
苦
に
巻
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
』
(
付
線
部
分
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
)

わ
円
・
の
第
一
三
帰
後
半
は

P
で
は
第
一
四
偽
に
な
っ
て
い
る
。
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文
リ
学
部
研
究
年
い
報

第
二
十
九
号

11 

第
一
二
備
の
後
に
加
え
る
。

「
楽
と
苦
と
い
う
〔
相
〕
反
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
〔
楽
に
〕
喜
び
〔
苦
に
〕
悲
し
ん
で
い
る
ア
l
ト
マ
ン
(
自
己
、
我
)
を
〔
私
は
〕
悲
し
む
。
そ
の
市
民
岳
以
は
私
の
心
臓

(
V
叫
仏
)
に
住
し
て
い
る
。
』

第
一
三
偶
前
半
に
続
い
て
加
え
る
。

『
私
は
た
だ
一
人
で
あ
っ
て
、
誰
も
私
の
も
の
で
は
な
い
。
私
は
他
の
何
人
の
も
の
で
も
な
い
。

私
が
所
属
す
る
者
を
〔
私
は
〕
見
ず
、
私
に
所
属
す
る
者
を
〔
私
は
〕
見
な
い
。
』

拙
稿
「
原
始
仏
教
に
お
け
る
愛
と
慈
悲
」
(
『
宗
教
研
究
』
ニ

O
五
号
、
昭
和
四
十
六
年
一
月
)
参
照
。
但
し
、
「
法
を
愛
す
る
(
欲
す
る
)
」
(
門
出
E
E
E守
広
詰
mw)
こ
と
や
、
仏
へ

の
愛
(
宮
田

mF)
は
肯
定
さ
れ
、
ま
た
慈
悲

(
B
2
S
W
H
2
2
g
w
m
V
H
E
M門
戸
田
}
品
、
)
が
説
か
れ
る
。

吋
ど
で
邑
遠
山
NE『
同
代
制
連
ぬ
い
て
お
き
刷
、
(
リ
ミ
忠
hSNh丸
帆
及
。
誌
、
〈
OH・
口
・
(
回

R
。仏印、

SGN)
司・

ωAWω
山
、
の
テ
キ
ス
ト
本
文
で
は
、
偶
の
後
半
は

『
ま
た
合
っ
て
か
ら
何
か
の
時
を
得
て
は
離
れ
る
よ
う
に
』

と
訳
さ
れ
る
が
、
註
記
に
よ
れ
ば
昌
嗣
と
い
う
写
本
で
は
先
の
足
出
M
V

の
例
と
全
く
同
文
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
な
く
と
も
、
前
掲
の
文
意
は
次
の
、
「
こ
の
よ
う
に

妻
・
子
・
縁
者
や
財
と
は
会
っ
て
も
離
れ
る
。
蓋
し
、
こ
れ
か
ら
の
別
離
は
必
然
で
あ
る
」
と
い
う
詩
節
に
続
く
。
こ
こ
で
は
父
王
の
死
に
悲
し
ま
ず
に
、
主
と
し
て
の
務
め
を
果

た
す
べ
き
こ
と
を
諭
す
ラ

1
マ
の
こ
と
ば
の
中
に
、
右
の
詩
節
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

】VO仲
O
H
H
U
Z
O
B
o
p
同
札
苫
見
守
色
野
宮
町
、
見
守
恥
い
て
お
き
一
、
句
。

s
宮
、

hh制暗号守札
H
M目立
2

2。・

M内
凶
凶
口
戸
国
O
B
σ
m
q・
5
∞
吋
匂
・
エ
∞
の
テ
キ
ス
ト
は
先
の
足
切
や
の
例
に
同
じ

で
あ
る
。
こ
れ
は
西
暦
八

O
O年
か
ら
九

O
O年
頃
に
書
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
」
-
h
切
砕
か
ら
こ
の
偶
を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
の
和
訳
と
解
説
と
し
て
、
金
倉
圏

照
・
北
川
秀
則
訳
『
ヒ
ト

l
バ
デ

l
シ
ャ

l
l
l処
世
の
教
え

l
l』
(
岩
波
文
庫
、
昭
和
四
十
三
年
)
参
照
。

こ
こ
で
も
息
子
と
の
死
別
を
悲
し
む
者
に
、
世
の
無
常
を
考
え
て
さ
と
す
文
脈
の
中
に
、
こ
の
偶
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

愛
欲
に
悩
む
弟
子

Z
P
E仏
'P
に
離
歓
を
教
え
る
師

ω
ω
H
P
σ
v
g哲
(
H
M
o
t匂
巴
伊

)
(
H仏
の
前
生
の
菩
薩
)
の
こ
と
ば
と
せ
ら
れ
る
。
そ
の
詩
節
を
訳
す
と
次
の
通
り
。

『
楽
に
引
き
続
い
て
苦
が
あ
り
、
苦
に
引
き
続
い
て
楽
が
あ
る
。

彼
も
楽
よ
り
苦
を
得
た
。
す
ぐ
れ
た
る
楽
を
希
求
せ
よ
。
』
(
『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
三
巻
七
一
ペ
ー
ジ
参
照
。
)

の
円
・
の
註
に
は

hhhマ
bhSA判
町
、
お
ー
も
ミ
ぬ
言
。
。
・

ωU1
と
い
い
、
次
記
の

H
U
R
t
g
H
の
英
訳
で
も
向
じ
。
し
か
し

h
s
b
r
a
s
h制§
h
u
$
s
h判
S
S
A
r
w
h刷
、
情
申
込
空
制
連
(
叫
ユ
』
〈
g
'

wmw仲
広
ぐ
R
P
日
2
日
】
U
H
B
P
回
o
g
σ
m
q
)
M
Y
H
g
t回
l
z
で
は

8
・
ωU可
・
(
本
書
は
杉
本
卓
洲
氏
よ
り
拝
借
し
た
。
謝
意
を
表
す
。
)

こ
こ
は
雄
の
鵡
鳥
が

ω
g
H
2
2
王
に
離
欲
を
説
く
こ
と
ば
で
あ
る
。
出
開
門
凶

g
H
U
R
t
g
H
(可
・
)
、
吋
官
民
守
b
S色町、
hNMMミ
ぬ
き
マ
お
き
た
号
、

N
e
s
-弐
OHaMa思
g
o
s
h
h
a

HS忌
h
a
d句。
H
W
H
M旬、

p
r
E
S
S宏
、
匂
・
土
品
参
照
。

原
実
「
古
典
イ
ン
ド
の
愛
」
(
『
仏
教
思
想
1
愛
』
一
九
七
五
年
、
平
楽
寺
書
庖
)
一
九
二
ペ
ー
ジ
参
照
。

足
一
思

(
Q・)
H
M
-
M
N
ど
に
等
し
い
。

出
向
思

(P・
E-
話、

ω。
に
等
し
い
。

官同山内凶吋

σ門
出
品
の
代
り
に

P
は
切
符
ユ

σ何
回
国
司
仰
と
す
る
か
ら
、
「
・
・
・
倣
慢
さ
に
よ
っ
て
軽
蔑
に
よ
っ
て
〔
喜
ん
で
い
る
〕
」
と
訳
さ
れ
よ
う
。

~RNWV(わ
H・)
5・
M吋・

ω。
に
等
し
い
。

足.同
wp
令吋
)-HN・
s
-
gー
に
等
し
い
。
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}gap--vmFHHmwspgEの
代
り
に

P
(お
よ
び
二
十
種
程
の
写
本
)
は

σvmqω1。
と
す
る
。
こ
の
備
は
次
の
よ
う
に
処
々
に
出
て
い
る
が
、

示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

山
」
戸
内
切

V
(
Q・
ω-N・
5
(ぴ
v
a
F。
と
す
る
)
。

ω
足
.NWV(の
こ

=
-
N・
5
(ぴ
v
a
p
l
。)

印
出
向
N
w
p
(
Q・)お・

MG・
8(Fmvamp40)

凶
ミ
-
3
3・)
5・
ω
弓
・
凶

(σE3，。)

間
出
向
回
、
こ
の
こ
冨

-mw-
お

(σHHS語、
10
と
な
っ
て
い
る
が
そ
の
前
、
が
舌

}SS1vmgpt印
P
U
S
H抑
包
の
代
り
に
同
同
町
宮
。
。
と
な
っ
て
い
る
。
)

附

足

出

h
v
(
Q・)
5・
kpMH勺
-z.0・
5RωmwNmwlω
。
(
ぴ
HH3可
mws。)

間

同

志

、

s
b
h
a
(旬。
S
宮
、
何
hNS与
司
令
'
川
町
立
a
z
o
-
ω
ω
)
同・凶

(σHHmqhvs。)

以
上
の
中
間
、
刷
、
巾
を
除
い
て
、
全
て

HHR宮
l。
と

σ
V
P
3
1
0
と
の
両
方
の
読
み
が
諸
写
本
の
中
に
見
ら
れ
る
と
せ
ら
れ
て
い
る
。

前
註
を
見
よ
。

例
え
ば
、
死
ん
だ
子
を
抱
い
て
、
悲
し
み
に
狂
い
薬
を
求
め
て
家
々
を
た
ず
ね
歩
く
、
キ
サ

l
・ゴ

l
タ
ミ

l
(阿
佐
似

D
O
Z
E
M
)
は
、
仏
陀
に
、
未
だ
死
人
の
出
な
い
家
よ
り
、

白
辛
子
(
印
広
門
田
丘
p
p
w
p
)
を
持
っ
て
来
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
、
家
々
を
め
ぐ
る
が
死
人
の
出
な
い
家
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害
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M
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d
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a
r
m
a
p
a
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恵
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J
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叶
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J
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。
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Ibid. 
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O
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o
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極
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同

-F・
冨

g
gロ
hw
冨・ぐ・

3
2
R
B
g
u
H
S
S
E
E
S
M
V・
H
8・

後
半
は
同
一
で
あ
る
が
、
前
半
は
『
こ
の
よ
う
に
時
に
よ
っ
て

(
W
巴
g
p
)
、
こ
れ
ら
愛
す
べ
き
こ
と
と
憎
む
べ
き
こ
と
と
は
、
次
々
に
』
と
訳
さ
れ
、
】
品
目
gmw
の
語
が
内
容
的
に

重
要
で
あ
る
。
但
し

Q
・
5
・
5
∞
・
お
の
異
本
に
も
そ
の
語
を
出
す
も
の
が
あ
る
。
苦
楽
、
愛
憎
に
め
ぐ
り
あ
う
原
因
を
時
と
す
る
か
、
業

(
Q・
5
・
5
∞
.
笥
に
続
く
と
考
え
る
)

と
す
る
か
、
と
い
う
相
違
が
見
ら
れ
る
。

但
し
後
半
は

g
s、仲自主
M10tH
忠
臣
m
r
g邸
、
印
〈
幹
B
S
'釧
12μ
司
HmEEPは
(
そ
の
と
き
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
光
と
し
て
ま
さ
に
ア
l
ト
マ
ン
は
自
ら
の
ア
l
ト
マ
ン
(
自
我
)
に

よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
)
(
可
・

5
・
MM・
ω
で
は
宮
怠
み
自
主
判
。
民
同
窓
昨
日

ω
ぐ
常
B
Bー
可
ぬ
ぐ
防
官

g
E
P仲
山
)
。
ま
た
前
半
の
み
は
わ
吋
・
。
・
ぽ
・
混
乱
】
に
同
意
。

ussu、
ミ
宮
l弓
$
ぬ
い
て
S
(
H
M・)]VmF1HJ1M4y
可
吋
i
H
3・
そ
の
終
り
の
備
は

E
E
ろ

さ

と

り

『
亀
が
手
足
を
自
分
の
殻
に
〔
ひ
っ
こ
め
る
〕
よ
う
に
、
比
丘
は
意
の
計
ら
い
(
自
mE-Oligwwと
を
お
さ
め
て
、
依
存
す
る
こ
と
な
く
他
を
悩
ま
さ
ず
、
浬
繋
の
境
に
入
り

(匂

R
E
F
σ
丘
m
v
)

、
何
人
を
も
誹
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
』

(
M
・M
・
司
・
叫
の
テ
キ
ス
ト
に
に
よ
る
。
)

漢
訳
『
雑
阿
含
』
巻
四
一
一
一
(
一
一
六
七
)
『
大
正
』
二
、
一
一
一
一
一
下
参
照
。
ま
た
備
の
み
は
同
巻
二
二
(
六

O
O、
的
-
Y
司
・
切
に
相
当
す
る
)
『
大
正
』
二
、
二
ハ

O
下
に
出
る
も

の
が
、
パ

l
リ
文
の
意
味
に
よ
り
一
致
す
る
。
即
ち

「
如
=
亀
善
方
便
以
レ
殻
自
臓
v
六
比
丘
習
-
-
調
思
-
善
掘
時
三
諸
費
想
目
其
心
無
レ
所
レ
依
他
莫
=
能
恐
怖
一
是
則
自
隠
密
無
二
能
誹
誘
者
-
」
(
『
雑
阿
含
』
巻
一
一
一
一
)

こ
れ
に
相
当
す
る
の
は
『
別
訳
雑
阿
含
」
巻
九
(
一
七
四
)
『
大
正
』
二
、
四
三
七
下
で
あ
り
、
次
の
通
り
。

「
比
丘
覆
=
悪
質
一
審
如
=
轟
臓
v
六
比
丘
無
レ
所
レ
依
亦
不
レ
楢
z
害
彼
-
比
丘
入
ニ
浬
般
市
-
都
無
レ
有
=
議
論
-
」
(
『
別
訳
雑
阿
含
』
巻
九
)

な
お
前
者
の
偶
は
次
の
通
り
。

「
亀
晶
畏
=
野
干
-
撤
回
目
六
於
殻
内
-
比
丘
善
揖
レ
心
密
臓
=
諸
費
想
-
不
レ
依
不
レ
怖
レ
彼
覆
レ
心
勿
=
言
説
-
」
(
『
雑
阿
含
』
巻
四
三
)

い
ず
に
せ
よ
、
亀
の
比
輸
は
、
覚
想
を
摂
め
る
、
心
を
お
さ
め
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
前
記
の
難
解
な
パ
l
リ
文
も
そ
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。

亀
が
手
足
を
ひ
っ
こ
め
る
こ
と
を
比
輸
と
し
て
、
感
官
を
制
し
欲
望
を
制
す
べ
き
こ
と
を
説
く
例
は
足
国
w
Q・
5
・
2
ω
-
S切の
H・
s
-
P毘

yz。・
hp・
N・
MAW
に
も
あ
る
。

但
し
最
後
の
一
句
を
異
に
す
る
の
で
、
後
半
の
訳
は

『
ま
さ
に
そ
の
も
の
が
、
再
び
苦
悩
の
た
め
、
破
滅
(
ロ
訟
と
の
た
め
に
な
る
』
と
な
ろ
う
。

「
マ
イ
ト
リ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
に
お
け
る
無
我
に
つ
い
て
」
(
『
文
化
』
第
三
四
巻
第
一
・
ニ
号
、
昭
和
四
十
五
年
八
月
)
、
『
サ
l
ン
グ
ヤ
哲
学
研
究
l

l
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る

自
我
観
1

1
』
第
八
章
第
二
節
お
よ
び
第
三
節
四
。

(UH・
5
・
ほ
ω・
ω
(出
回
目

N
2・
3
u
S・
ω同
ω・
ωω(司・

5
・
ω回。・

ωω)、
(UH・
H・
S
ω
Y
N
N・
5
1
5
(可
-H
・パ詰・

8)uMM-kr喝一喝

-z。
-
t
N
-
M斗
lN∞
、
同
ミ
3
8
s
z
n
H
-
M
N
-
h
S

(可

-H
・
ω。・
hpH)u
てぬいて字、
s
a
e
s
N・
2
・
3
u
h
s
h
a
l
M
g
a
A嗣
S
S・
5mFぴ
向
。
mpげ
も
同
趣
。
な
お
上
記
の
第
一
を
除
く
他
の
全
て
に
お
い
て
こ
の
備
は
ヤ
ヤ

I
テ
ィ
に
帰
せ
ら

れ
て
い
る
。

nH・
5
・凶

g
-
=
(可・
5
・
目
。

-HH)
も
問
趣
。

の吋・

5
・
忠
ω・0
(
何
回
凶
・
凶

2
・0
)
U
A
V
・
g
・
ω
5・
ωhp(何
回
凶
・

ωNG・
ω品
)
w
h
H
-
-
S
ω
y
N
N・
Z
l
H
H
(何
回
・
吋
∞
・
何
回
阜
、

nH-HN・凡
PHV一句・串

NN-sー

ω。
、
同
ミ
き
お
§
z
n
H・
NN・

ωmv(句・同・

ω。・

hg)切
で
ぬ
い
て
字
、
ミ
S
S
M・
S
・
8
w
h
s
h
s
t守
護
ぬ
き

S
-
z
a
p
g
m
Fげ
も

同

趣

。

上

記

の

中

、

第

一

ヤ

ヤ

l

テ

ィ

に

帰

せ

ら

れ

る

備

の

(178 ) 

60 61 62 63 64 66 65 
~~~ 

門
戸
本
文
に
は
白
日
品
目
的
与
ー
と
あ
る
が
、
他
の
異
本
と
く
に
P
に
従
っ
て
旬
、
}
品
目
似
告
と
読
ん
だ
。
前
者
に
よ
れ
ば
「

『
南
偉
大
臓
経
』
第
三
十
一
巻
四
七
一

ll四
七
四
(
立
花
俊
道
訳
)
。

杉
本
卓
洲
「
パ
ー
ル
フ
ト
彫
刻
に
お
け
る
ジ
ャ
l
タ
カ
に
つ
い
て
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
八
巻
第
一
号
一
四
八
l
一
四
九
ペ
ー
ジ
)
、

干
潟
龍
祥
『
ジ
ャ
l
タ
カ
概
観
』
(
鈴
木
学
術
財
団
、
第
二
刷
、
一
九
七
二
年
)
三
八
l
四
三
ペ
ー
ジ
、

同
『
轍
備
本
生
経
類
の
思
想
史
的
研
究
』
(
山
喜
房
仏
書
林
、
昭
和
五
十
三
年
)
九
六
|
一

O
四
ペ
ー
ジ
参
照
。

中
村
元
「
生
活
者
の
倫
理
|
|
マ
ハ

l
パ
l
ラ
タ
に
お
け
る
主
張
l

l
」
(
『
法
華
文
化
研
究
』
第
三
号
(
一
九
七
七
年
)
の
中
に
こ
の
章
(
ミ
出
ト
ロ
・

5
3
の
和
訳
が
あ
る
が
、

中
村
元
博
士
は
こ
こ
に
「
出
家
の
志
向
」
を
読
み
と
っ
て
は
お
ら
れ
な
い
。

71 

第

第
十
二
篇
第
一
七
一
章

(
P
、
D
第
一
七
七
章
l
第
一
七
八
章
)

鉦

所

え

有

教

の

発
端
|
|
楽
(
幸
福
)

の
追
究

無
所
有

(PE骨
8
3
)
と
捨
離

(31mpm伊
)
と
を
説
き
、
無
所
有
こ
そ
楽
(
幸
福
)
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
ミ
句
、

X
0・)
5
.
q
o
の
シ
ャ
ム
ヤ
l
カ
(
∞
巳
ロ
耳
目

gu
(179 ) 

H
M
h
m
w
E
]
以
刷
、
目
白
)
物
語
で
あ
り
、
更
に
次
の
ミ
句
、
V
H
N
.
口
同
も
無
欲
と
無
所
有
を
説
い
て
い
る
。

無
所
有
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
徳
目
で
あ
り
、
ま
た
仏
教
で
も
説
く
。
そ
れ
ら
と
の
聞
の
詩
句
や
物
語
の
共
通
性
と
い
う
点
か
ら
は
、
民
旬
、
ザ
ロ
.
口
同

(
1可
・
ぉ
・
む
吋
)

が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
章
の
発
端
も
前
章
と
同
様
に
、
楽
即
ち
幸
福
を
い
か
に
し
て
得
る
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。

『
ユ
デ
ヒ
シ
ュ
テ
ヒ
ラ
は
言
っ
た
口

も
し
仕
事

(
g
B
p
g
g
σ
v
m
p
)
を
望
ん
で
い
て
も
、
財
を
得
べ
き
で
な
い
な
ら
ば
、

ま
た
財
へ
の
渇
愛
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る

2
F
m
5
0
1片
岡

2
Dゲ
E
ず
『
日
と
な
ら

ば
、
何
を
な
せ
ば
楽
(
幸
福
)
を
得
る
の
、
だ
ろ
う
か
。

(

一

)

』

(
』
h

同国訟の吋・
H
N
.
]
可
戸
「
司
.
H
N
.
H
1
1吋
.
H
)

こ
の
間
い
の
中
に
は
、
す
で
に
万
事
に
つ
け
て
、
な
か
な
か
思
う
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
う
い
う
状
況
に
お
い
て
、
楽
(
幸
福
)

:、、

いれ

M
H
1
V
品

μ

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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に
し
て
得
ら
れ
る
か
、
を
問
う
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
答
え
は
こ
う
で
あ
る
。

『
ピ
ヒ
l
シ
ュ
マ
は
言
っ
た
。

一
切
に
平
等
な
る
こ
と
す

R
ぐ
宇
品
目
}
話
、
)
、
魅
慨
し
な
い
こ
と
(
包
仰
河
川
町
mw)

、

(ω
伊丹宮、
I

J

品
W
M
記
、
)
、
そ
れ
か
ら
厭
離
(
己

3
a
p
厭
世
感
)
と
、
無
欲
得

(
μ
i
i
g仰
)
と
が
、
そ
な
わ
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
者
は
楽
(
幸
福
)
あ
る

(
g
E旨
凶
)
人

パ
ハ
ラ
タ
族
の
者
(
出

5
5
g
)
よ。

お
よ
び
真
実
を
語
る
こ
と

で
あ
る
で
あ
ろ
う
。

(一一)

安
息
(
司

E
お
E
P
平
安
、
寂
静
)
の
た
め
に
な
る
こ
と
、

ま
さ
に
こ
れ
ら
〔
前
述
の
〕

五
つ
の
語
句
を
老
人
た
ち
は
語
っ
た
。

こ
れ
は
天

(ω
ぐ州南町
mv)

と

法
(
白
H
R
B
P
)

と
で
あ
っ
て
、
善
人

(ω
弘
)
た
ち
の
無
上
の
楽
で
あ
る
。

(

三

)

』

(
』
向
一
切

M
v
h
同-
r
N
.
H
吋
F
N
l
ω
w
】

V
.
H
N
.
]
{
吋吋.凶
l
ω
)

第
二
偶
に
五
つ
の
項
目
が
出
て
い
る
。
こ
の
五
項
目
を
そ
な
え
れ
ば
幸
福
な
人
だ
と
い
う
。
こ
の
中
で
特
に
厭
離
と
無
欲
得
の
徳
目
が
次
に
マ
ン
キ
物
語
を
通
し
て

な
い
が
、
先
の
わ
同
・
ぉ
・

5mw-M∞
に
は
「
苦
楽
に
平
等
」
と
い
う
語
も
あ
り
、
そ
れ
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
万
事
に
つ
け
て
平
等
無
差
別
に
観
ず
る
こ
と
を
意
味
し

(180 ) 

説
か
れ
る
。
真
実
を
語
る
こ
と
は
先
の
わ
円
・

5
.
8
m
w・
M∞l
N
叫
に
、
死
に
打
ち
勝
つ
徳
目
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
。
「
一
切
に
平
等
な
る
こ
と
」
と
は
、
明
ら
か
で
は

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
盤
臨
し
な
い
こ
と
」
(
戸
口

mqrと
は
「
苦
労
し
な
い
、
努
力
し
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
と
も
考
え
ら
れ
、
「
無
欲
得
」
と
も
関
連
す
る

態
度
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

マ
ン
キ
物
語

l
l厭
離
、
離
欲

(1) 

序

老
将
軍
ピ
ヒ

1
シ
ュ
マ
は
古
き
物
語
を
引
い
て
、
厭
離
と
離
欲
、
無
欲
を
教
え
る
。

『
こ
こ
で
も
ま
た
、
〔
人
々
は
〕
こ
の
古
き
伝
承
物
語

(55g)
を
引
き
あ
い
に
出
す
。
即
ち
厭
離
(
巳

3
0仏
P
厭
世
感
)
か
ら
マ
ン
キ
(
冨
m
w
D
E
)

に
よ
っ
て

歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
口
そ
れ
を
聴
け
。

ユ
デ
ヒ
シ
ュ
テ
ヒ
ラ
よ
。

(
四
)

マ
ン
キ
は
財
を
望
ん
で
も
、
し
ば
し
ば
願
望
が
破
ら
れ
た
(
寸
F
p
m
H
H
P
F
P
)
。
〔
彼
は
〕
あ
る
財
の
残
余
を
も
っ
て
若
い
二
頭
の
子
牛
を
買
っ
た
D

(五〉

し
か
し
、
そ
の
こ
頭
の
子
牛
は
よ
く
繋
が
れ
て
い
た
が
、
馴
ら
す
た
め
に
引
き
出
さ
れ
る
と
、
坐
っ
て
い
た
路
駄
(
口
洋

g)
に
真
正
面
か
ら
乱
暴
に
突
進
し
て

行
っ
た
。

(
六
)

そ
の
二
〔
頭
の
子
牛
〕
が
〔
路
駄
の
〕
肩
の
と
こ
ろ
に
触
れ
る
や
、
賂
駄
は
容
赦
せ
ず
に
、

起
ち
上
っ
て
、

二
頭
の
子
牛
を
投
げ
飛
ば
し
て
大
速
力
で
進
ん

だ。

(
七
)

し
か
し
、
そ
の
二
頭
の
子
牛
が
、
あ
ば
れ
て
い
る
そ
の
麟
駄
に
引
き
づ
ら
れ
、
ま
さ
に
死
に
か
け
て
い
る
の
を
、

マ
γ
キ
が
見
て
、
こ
う
言
っ
た
。
(
八
)
』

(0.
尽
-
q
y阜、
t
∞u
剛

V.s.-吋斗.品、
t
∞)

以
上
は
マ
ン
キ
物
語
の
序
に
あ
た
る
。

(2) 

運

命

以
下
マ
ン
キ
が
大
事
な
子
牛
を
失
う
絶
望
の
時
に
あ
っ
て
悟
っ
た
と
こ
ろ
の
心
境
が
語
ら
れ
て
い
る
。

『
し
か
し
〔
運
命
に
〕
定
め
ら
れ
て
い
な
い
財
を
望
む
こ
と
は
、
勤
勉
(
含
}
同
窓
)
に
よ
っ
て
も
出
来
な
い
。
信
念
門
戸

(EF仰
)
を
も
っ
て
専
念
し
て
、
正
し
く
仕

事
(
叫
何
回
仰
)
を
行
っ
て
も
〔
出
来
な
い
。
〕

(1) 
ま
た
過
去
(
前
生
)
に
作
ら
れ
た
〔
業
〕
の
関
係
(ω
巳
恒
例
主
仲
)
に
よ
っ
て
、
無
益
な
こ
と
が
ら
を
も
っ
て
専
念
し
て
実
行
し
て
い
る
私
の
、
こ
の
運
命
(
仏
巳
，

gw

(
九
)

(181 ) 

神
意
)
、
災
難
(
口
市
戸
間
)
H
P
J可
mw)

を
〔
汝
等
は
〕
見
よ
口

(
2
)
 

起
ち
あ
が
り
起
ち
あ
が
り
私
の
二
頭
の
子
牛
は
投
げ
と
ば
さ
れ
て
、
難
儀
し
て
行
く
。
〔
例
え
ば
〕
烏
〔
が
触
れ
る
や
〕
榔
子
の
実
〔
が
落
ち
る
〕

(
4
)
 

山
犬
が
畏
に
〔
か
か
る
〕
よ
う
に
。

(

一

O
)(
3
)
 

よ
う
に
、

(
一
一
)

私
の
、
宝
石
の
よ
う
な
愛
す
る
こ
頭
の
子
牛
〔
の
生
死
は
〕
は
路
駄
に
依
存
し
て
い
る
。
査
し
こ
れ
は
清
浄
な
る
神
意
(
運
命
)
で
あ
っ
て
人
意
(
匂
m
E
E宮、

人
力
)
で
は
な
い
。

(
一
二
)

或
い
は
、
も
し
、

い
つ
か
は
人
意
(
人
力
)
と
い
う
も
の
も
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
で
も
そ
の
神
意
(
運
命
)
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

(一一二)』

((リ吋・
H
N
・一戸吋
H
・∞
l
H
ω
u
同

ν
・H
N
.
H
J
刊斗.也
l
H
ω
)

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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恐
ら
く
他
に
何
も
な
く
最
後
の
財
産
と
た
の
む
子
牛
が
死
に
瀕
し
て
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
を
見
て
、

マ
ン
キ
は
神
意
(
仏
包
4
.
9
)

す
な
わ
ち
運
命
を
悟
り
、
人
力

で
云
何
と
も
で
き
な
い
、
と
諦
め
る
わ
け
で
あ
る
。

(3) 

厭
離
お
よ
び
欲
望
否
定

つ
ぎ
に
厭
離
(
巳

3
a
p
厭
世
感
)
す
な
わ
ち
世
間
的
な
営
み
を
厭
い
離
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
欲
望
の
否
定
に
説
き
及
ぶ
。

『
そ
れ
ゆ
え
に
、
楽
を
得
ん
と
欲
す
る
者
は
、

こ
こ
で
は
厭
離
(
巳
ミ
ゆ
ハ
宮
)
に
の
み
行
く
べ
き
で
あ
る
。
厭
離
し
て
(
巳

2
5宮
、
)
利
の
成
就
に
つ
い
て
願
望
の

な
い
も
の
(
口
町
奴
伊
)
は
楽
に
眠
る
。

(
一
四
)

あ
あ
、

シ
ュ
カ

(ωdwど

に
よ
っ
て
正
し
く
説
か
れ
た
。

〔
彼
は
〕
す
べ
て
よ
り
遠
離
し
て

(
官
民
自
己
唱
え
)
、

父
の
住
処
か
ら
大
森
林
に
出
て
行
っ
た
の

だ。

(
一
五
)
』

(

(

U

円
-HN.
一G
H
・一区ー一
-mY
司

.HN.
一GJ叫
.]ElH印)

右
の
「
願
望
の
な
い
も
の
は
楽
に
眠
る
」
と
い
う
趣
旨
は
、
先
の
ピ
ン
ガ
ラ
1
物
語
の
末
尾
わ
円
・
尽
・

5
∞
・
印
凶
に
見
た
も
の
で
あ
り
、
仏
教
資
料
と
併
行
例
が
あ
る

(
5
)
 

こ
と
は
既
に
ふ
れ
た
。
シ
ュ
カ
は
ず
ャ

1
サ
の
子
と
い
わ
れ
、
出
向
切
M
m
(

門
戸
)
尽
・
ω
C句
、
{
ω
M
O
等
に
語
ら
れ
て
い
る
。

γ
ュ
カ
が
父
を
捨
て
て
出
離
し
解
脱
を
求
め
た

(182 ) 

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
(
わ
円
・

5
・
ω。∞

-
S
U
5
.
2∞.∞
ω)
。

『
凡
そ
一
切
の
欲
望

(
5
5
p
)
を
達
成
す
る
者
と
、
こ
れ
ら
を
全
て
捨
て
る
者
と
が
あ
る
。
〔
そ
の
中
で
〕
諸
の
欲
望
の
達
成
(
官

Sμ
宮
)
よ
り
も
捨
離
(
司

m
E
q
xと

が
す
ぐ
れ
る
。

(
一
六
)

一
切
の
欲
得

(
i
i
g仰
)
の
終
極
に
か
つ
て
達
し
た
者
は
誰
も
い
な
い
。
身
体
と
生
命

(
z
i
g
)
と
に
対
す
る
渇
愛
(
丹
羽
信
仰
)
は
愚
者

(
E
m
g
e、
)
に
増
大
す

る

(
一
七
)
』

(わ円・

]5・一可一
{.]51HF
司

.HN.H-叫斗・

]51HJH)

右
の
第
一
六
偽
は
『
マ
ヌ
法
典
』
(
冨
m
g仰
ぐ

mw
ム
FEHHElbpω
可
mw)
凶・

8
と
同
意
で
あ
る
。
〔
但
し
初
句
(
可
mF廿

wmFEME--
・
)
は
そ
こ
で
は

3
b
g洋
一
宮
・
・
・
と
な

っ
て
い
る
。
〕

(4) 

欲
望
(
片
山
吉
区
)

へ
の
呼
び
か
け

欲
望
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
自
己
を
対
象
化
し
て
、
そ
れ
に
汝
と
い
っ
て
呼
び
か
け
つ
つ
、
反
省
を
深
め
る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
欲
望
(
付
貯
凶
と
が
擬
人
法
を
も
っ
て

汝
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

『
わ
が
君

(BPBmwwpHν
一
}
州
山
、
自
己
}
お
欲
望
あ
る
者
)
よ
。
寂
静
(
平
安
)
と
な
り

(bmzqμ)
、
厭
離
し
て
(
巳
当
時
円
山
吉
)
、
諸
の
欲
得

(
i
i
t
p
)
を
停
止
す

ベ
し
。
そ
し
て
し
ば
し
ば
〔
汝
は
〕
落
胆
し
て
い
る
。
そ
し
て
厭
離
し
て
い
な
い
D

弱
き
者
(
宮
口
F

p
g
g
v
そ
れ
か
ら
)
よ

(
一
八
)

も
し
私
が
汝
の
た
め
に
滅
ぼ
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
な
い
な
ら
ば
、
も
し
こ
の
よ
う
に
〔
汝
が
〕

私
に
よ
っ
て
た
の
し
む
な
ら
ば
、
〔
汝
は
〕

む
な
し
く
私
を
貧

欲(同門)ず
VmF)
に
結
び
つ
け
る
な
。
財
を
欲
す
る
も
の
(
武
江
戸
lr仰
自
己
片
山
、
)
よ
口

(
一
九
)

〔
汝
は
〕
財
物
を
積
ん
で
も
積
ん
で
も
、
汝
に
は
し
ば
し
ば
失
わ
れ
た
。
愚
者
よ
D

財
を
欲
す
る
者
よ
。
〔
汝
は
〕
い
つ
財
へ
の
願
望
(
仏
『
虫
記

t
F仰
)
を
離
れ

る
の
か
。

(二

O
)

あ
あ
、
汝

(
1欲
望
)
の
玩
巨
円
で
あ
る
私
の
愚
か
さ

(g辰
吉
)
よ
。

一
体
人
は
他
の
者
の
奴
隷
で
あ
る
こ
と
(
官

8
3旨
)
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
。

(
一
一
一
)

(183 ) 

過
去
に
も
、
ま
た
未
来
に
も
、
決
し
て
諸
の
欲
望
の
終
極
に
達
し
な
い
で
、

一
切
の
企
て
を
捨
て
て
、

私
は
覚
醒
し
た
も
の
(
官
伊
丹
号
ロ
門
尻
町
5
)
で
あ
り
、
目

覚
め
て
い
る
D

(
一
一
二
)

さ
て
、
欲
望
よ
。
汝
の
心
臓
は
金
剛
の
精
よ
り
成
り
、
堅
固
で
あ
り
、
即
ち
そ
れ
は
百
の
無
益
の
こ
と
に
と
り
つ
か
れ
で
も
、
百
種
に
は
裂
か
れ
な
い
。

(一一一ニ〉

欲
望
よ
。
〔
私
は
〕
汝
を
捨
て
る
口
ま
た
何
で
も
汝
に
と
っ
て
愛
す
る
も
の
を
も
〔
捨
て
る
。
〕
私
は
汝
の
楽
ハ
幸
福
)
を
求
め
て
い
て
は
、
自
ら
に
お
い
て
楽

(
幸
福
)
を
得
な
い
。

(
ニ
四
)

欲
望
よ
。
〔
私
は
〕
汝
の
根
源
を
知
る
口
〔
汝
は
〕
思
惟

(ωω
告
}
内
包
宮
、
u

意
思
)
よ
り
生
ず
る
と
聞
く
。
私
は
汝
を
思
惟
す
ま
い
。
〔
汝
は
〕
根
あ
る
も
の
と
は

な
る
ま
い
。

五

財
へ
の
願
望
(
出
品
)
は
楽
で
は
な
く
、
〔
財
を
〕
得
て
も
ま
す
ま
す
心
配
(
の
E
S
)
が
つ
の
る
。

得
た
も
の
を
失
う
の
は
例
え
ば
死
の
よ
う
に
〔
つ
ら
い
し
〕
、

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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得
ら
れ
る
か
或
い
は
〔
得
ら
れ
〕
な
い
か
〔
と
心
配
が
つ
の
る
。
〕

(
二
六
)

誰
で
も
死
ん
で
か
ら

(
P
で
は
、
捨
離
に
お
い
て
は
て
そ
れ
よ
り
も
ま
さ
る
苦
を
得
な
い
か
。
ま
た
得
た
も
の
に
満
足
し
な
い
で
、
ま
す
ま
す
求
め
る
。

(
二
七
)

利
財

(RFmw)
は
渇
望
を
お
こ
す
(
戸
出
丘
R
2
F
)
だ
け
だ
。
〔
例
え
ば
〕
快
よ
い
ガ
ン
ジ
ス
、
河
の
水
の
よ
う
に
。

し
か
し
、

こ
れ
(
利
財
)
(は
二私
人の
)歎

'き
の

た
ね
で
あ
る
と
覚
っ
た
。
捨
て
よ
口

凡
そ
、
こ
の
私
の
身
体
に
依
存
す
る
生
類
の
群
(
寸
}
阿
国

g鴨川
F
E
P
)

は
、
欲
す
る
が
ま
ま
に
、
こ
こ
よ
り
去
る
ベ
し
。
或
い
は
好
き
な
よ
う
に
住
す
ベ
し
。

(
二
九
)

こ
こ
に
欲
望
(
片
仰
百
戸
)
や
貧
欲
(
目
。
σFmw)
に
従
っ
て
い
る
汝
ら
に
お
い
て
は
、
私
の
喜
び
は
な
い
。
ゆ
え
に
汝
ら
の
す
べ
て
を
捨
て
て
、
私
は
真
実

(ω
弘
吉
、
)

の
み
に
依
存
す
る
。

(三

O
)

私
は
一
切
生
類

(σv日
mp)
を
自
己
の
身
体
の
中
に
、

ま
た
意
の
中
に
見
つ
つ
、

ヨ

1
ガ
に
お
い
て
覚
守
口
(
注
目
民
)
を
、

所
開
(
昨
巳
ド
)

に
お
い
て
純
質

(ω
伊
丹
才
EP)

を
、
焚
に
お
い
て
意
を
保
ち
つ
つ
、

(一一一一)

(184 ) 

(一一一一一)

蓋
し
、
汝
(
欲
望
)
に
よ
っ
て
駆
り
立
て
ら
れ
る
と
私
に
は
他
の
道
は
な
い
口
と
い
う
の
は
汝
は
渇
愛
(
件
3
0
3
・
悲
嘆

(boHS)
・
疲
労

(
b
E
E伊
)
の
起
原

〔
私
は
〕
執
着
な
く
楽
あ
り
、
病
な
く
し
て
世
間
を
行
こ
う
口
汝
(
欲
望
)
が
私
を
再
び
こ
の
よ
う
に
諸
の
苦
に
お
と
し
い
れ
な
い
よ
う
に
。

(℃

EσFmpd戸
)
で
あ
る
か
ら
だ
口
欲
望
よ
。

(一一一一一一)

財
の
消
失
は
、
は
な
は
だ
し
い
、
全
て
よ
り
大
な
る
苦
で
あ
る
と
〔
私
は
〕
思
う
。
と
い
う
の
は
親
族
も
友
達
も
財
を
失
っ
た
者
を
軽
蔑
す
る
か
ら
だ
口

(
三
四
)

し
か
し
千
の
軽
蔑
(
戸
〈
伊
]
回
開
口
と
よ
り
も
財
に
お
け
る
過
失

2
0
2
)
は
よ
り
悪
い
D

そ
し
て
凡
そ
財
に
お
け
る
楽
(
幸
福
)
の
小
部
分
も
、
苦
に
よ
っ
て
案

配
さ
れ
る
。

(
三
五
)

彼
に
は
財
が
あ
る
と
て
、
か
つ
て
敵
共
は
人
を
襲
い
、
苦
し
め
、
種
々
の
罰
杖
に
よ
っ
て
脅
迫
す
る
。

(
三
六
)

愚
か
で
物
欲
し
げ
な
こ
と

(EmE仏
p
v
F
E唱
え
m
F
P
R
F
ω
v
Z
E唱
え
刷
、
利
財
に
物
欲
し
げ
な
こ
と
)
は
苦
で
あ
る
と
〔
私
は
〕

つ
い
に
覚
っ
た
。
欲
望
よ
。

凡
そ
何
で
も
汝
が
捉
え
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
〔
汝
に
〕
従
う
D

(
三
七
)

汝
(
欲
望
)
は
真
理
を
知
ら
ず
(
己
主
守
伊
1

古
mw)
、
愚
者
(
げ

mFF
子
供
)
で
あ
り
、
満
足
し
が
た
く
、
飽
く
こ
と
を
知
ら
ぬ
火
で
あ
る
。
汝
は
決
し
て
得
や

す
き
を
知
ら
な
い
口
汝
は
決
し
て
得
、
が
た
き
を
知
ら
な
い
。

(
三
八
)

地
獄
(
司
mrSF)
の
よ
う
に
満
た
し
が
た
い
〔
汝
〕
は
私
を
苦
に
よ
っ
て
縛
ろ
う
と
欲
す
る
。
私
は
い
ま
や
汝
に
よ
っ
て
再
び
虜
に
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

欲
望
よ
。

(
三
九
)

偶
然
に
財
物
の
消
失
か
ら
、
私
は
厭
離
に
よ
っ
て
、
最
高
の
安
息
(
巳
2
1
r
】

ω
一
同
比
・
〈

1
t
)
を
得
て
、

い
ま
や
欲
望
を
思
わ
な
い
口

(四

O
)

甚
だ
し
い
悩
み

(μtWHamH)
を
〔
私
は
〕
こ
こ
に
忍
ぶ
。
私
は
覚
(
意
識
)
な
く
覚
え
な
い
。

財
の
消
失
に
よ
っ
て
謙
虚
に
な
っ
て

〔
私
は
〕

全
身
の
苦
痛

な
く
寝
る
口

(
四
一
)

一
切
の
心
の
思
い

(
E
E
5
d
p
t
u
願
望
)
を
捨
て
て
。
欲
望
よ
。
汝
は
も
う
再
び
私
と
と
も
に
住
し
な
い
で
あ
ろ
う
し
、

(6) 

ま
た
楽
し
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
P
に
よ
る
。
)

欲
望
よ
。
〔
私
は
〕
汝
を
捨
て
る
。

(
四
ニ
)
』

(
(
リ
円
・
一
戸
凶
・
〕
5

Y

H
∞
l
h
F
N
W
]
V
.
H
N
.
]可
吋
・
一
戸
∞
1
h
R
N
)

(185 ) 

こ
こ
で
、
は
じ
め
に
は
欲
望
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
自
己
を
対
象
化
し
て
、
汝
と
呼
ん
で
語
り
か
け
つ
つ
反
省
を
し
て
い
る
(
一
入
、
二

O
)
が
、
や
が
て
、
欲
望

(
7
)
 

を
擬
人
視
し
て
汝
と
呼
ん
で
対
話
を
重
ね
る
D

こ
こ
で
欲
望
に
語
り
か
け
て
い
る
の
は
、
そ
の
ま
ま
欲
望
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
自
己
の
反
省
で
あ
り
、
ま
た
も
は
や

欲
望
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
は
す
ま
い
、
と
い
う
決
意
を
語
る
の
で
も
あ
る
。
「
汝

(
l欲
望
)
を
捨
て
る
」
と
繰
返
さ
れ
る
(
二
四
、
四
二
)
。

(5) 

他

の

徳

目

次
に
欲
望
を
捨
て
る
こ
と
に
続
い
て
、
諸
の
徳
目
を
自
ら
実
践
す
る
立
場
に
お
い
て
語
っ
て
い
く
。

『
諸
の
忍
び
が
た
い
こ
と

(
P
5
R
E何
回

p
o
p
P
E
e
p
H
H
H
E
m
w
非
難
)
を
〔
私
は
〕
忍
ぼ
う
。
ま
た
害
さ
れ
て
も
〔
他
を
〕
害
す
ま
い
。
憎
ま
る
べ
き
こ
と
を

離
れ
て
(
仏
」
1331EgwgwHν
一
品
目

s
a
p
-可
己
込
山
憎
ま
る
べ
き
こ
と
を
そ
な
え
て
)

あ
の
愛
す
べ
き
で
な
い
(
右
民
可
P

嫌
な
)
〔
こ
と
ば
〕

を
無
視
し
て
、

愛
す
べ
き
(
司
巳
宮
、
)
〔
こ
と
ば
〕
を
語
ろ
う
。

(
四
一
ニ
)

満
足
し
(
仲
屯
g
)
、
感
官
安
ら
か
に
し
て
す
ぐ
SFmwlEι
去
占
)
、

つ
ね
に
得
た
も
の
に
従
っ
て
生
活
を
し
つ
つ
、

私
は
私
自
身
の
敵
た
る
汝
の
欲
望
の
た
め

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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に
は
〔
何
事
も
〕
し
な
い
で
あ
ろ
う
口

(
四
四
)

厭
離

(
E
2
a
p
)
、
安
息
(
口
町
三
位
)
、
満
足
(
仲
匂
立
)
、
寂
静

(bmgt)
、
真
実
ふ

(ω
巳
ω
占
)
、
節
度
(
合
B
P
自
制
)
、
忍
耐
(
庁
官
EP)
と、

一
切
生
類
へ
の

愛
情

(ωmW3mptσ
日
同
日
中
島
ω山
、
伊
)
と
に
こ
そ
、
私
が
帰
依
し
て
い
る

(
P
E志向
μ
g
w
M
M
一
g
自民一℃
mvmpg)
と
知
れ
。

(
四
五
)

ゆ
え
に
、
欲
望

(wpgo)
と
貧
欲
(
宮
σFm戸
)
と
渇
愛
(
芯
g
p
)
と
樫
貧

(WPGPSNP)
と
は
、
安
住
し
て
い
る
私
を
離
れ
よ
。
私
は
い
ま
や
純
質
(
善
)
に

立
てコ

て
し、

る

(fJ 

P 
「十
r-t-
ぐ
p.l 

(fJ 

p← 
t"' 
p.l 

の
だ
カミ
ら。

(
四
六
)

欲
望
と
貧
欲
と
念
怒
(
町
O
島
何
回
伊
)
と
粗
暴
(
旬
智

5
3、
)
と
を
捨
て
て

(
P
で
は
、
欲
望
と
貧
欲
と
を
捨
て
て
、

い
ま
や
〔
私
は
〕
楽
に
達
し
て
い
る
。
)
、

い
官
民

や
〔
私
は
〕
我
を
有
す
る
こ
と
な
く
(
戸
口
伊
丹
E
2
.伊
丹
)
、
貧
欲
の
支
配
を
受
け
苦
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
四
七
)
』

(O.G・
ロ
戸
お
j
hむ
u

同

ν.5.q吋
・
ぉ
t
h
G
)

(6) 

大
な
る
楽
(
幸
福
)

こ
の
章
の
初
め
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
思
う
に
ま
か
せ
ぬ
こ
の
世
に
あ
っ
て
、
い
か
に
し
て
楽
す
な
わ
ち
幸
福
を
得
る
か
、
と
い
う
の
が
、
こ
の
章
の
出
発
点
で

(186 ) 

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
世
間
的
な
営
み
に
対
す
る
嫌
悪
、
厭
世
感
、
無
欲
、
離
欲
を
は
じ
め
と
し
て
、
他
の
徳
目
が
言
及
さ
れ
た
口
こ
の
後
は
じ
め
て
楽

(
幸
福
〉
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
口

一
言
で
い
う
な
ら
ば
、
無
欲
が
最
大
の
楽
(
幸
福
)
で
あ
る
、
と
い
う
趣
旨
が
主
題
で
あ
り
、
そ
こ
に
最
高
の
境
地
が
あ
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
る
。

『
も
し
諸
の
欲
望
の
そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
も
の
で
も
捨
て
る
と
、
そ
れ
は
楽
に
満
た
さ
れ
る
。

欲
望
の
支
配
下
に
あ
る
者
は
、

つ
ね
に
苦
だ
け
を
受
け
る
。

(
四
八
)

可。(凶可伊丹

qmw〕伊丹』

g
g
m
g
m
w告
件
伊
丹

gwvpω
可
m
F
r
q同
門
百
件
。
~

片山‘自
mgu記
〈

mwbmwm。
日
qmw告
(
宮
】
長
F
P
E
2
m
F
℃
門
戸
}
出
仏
一
言
仲
立
~

諸
の
欲
望
を
捨
て
去
っ
て

(
P
で
は
、
欲
望
に
結
び
つ
い
て
い
る
)
、

げ
が
れ

い
か
な
る
塵
垢
(
門
戸

]g)
を
も
人
は
と
り
払
う
。
〔
そ
の
塵
垢
と
は
即
ち
〕
欲
望
と
念
怒

か
ら
生
ず
る
苦
と
、
無
恥
(
伊
F
Z
)

と
不
喜

(R伊
丹
仲
)
と
で
あ
る
。

〈
四
九
)

こ
の
私
は
焚
に
入
っ
た

(
σ
g仕
留
守
司
門
戸
己
注
9
6句一
Z
P
V留
守
宮
停
止
拝
Vmw
焚
に
住
す
る
)

0

〔
例
え
ば
〕
夏
に
お
い
て
冷
た
い
池
に
〔
入
る
〕

に
な
り
(
お
B
ユ
日
)
、
白
熱
に
入
り
(
宮

5
5官
民
)
、
そ
し
て
も
つ
ば
ら
、
楽
(
安
楽
、
幸
福
)
に
住
す
る

(
P
で
は
、
楽
の
み
が
私
に
来
る
。
)

(0.
尽
・
ロ
y
hお
i
g
w
M
M
.
尽
・
む
戸
品
∞
j
旬
。
)

(五
O
)』

欲
望
を
捨
て
る
と
楽
(
幸
福
感
)
に
満
た
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
の
楽
の
境
地
は
、
焚
と
も
い
わ
れ
、
暑
い
夏
に
お
け
る
清
涼
な
池
に
喰
え
ら
れ
、
そ
の
境
に
あ
る
こ

と
を
、
「
焚
に
入
り
」
「
平
安
(
寂
静
)
と
な
り
」
「
浬
繋
に
入
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。

欲
望
の
と
り
こ
と
な
っ
て
、
陸
離
し
て
自
己
を
忘
れ
て
い
る
状
態
か
ら
、

欲
望
を
捨
て
去
っ
た
と
き
に
開
け
て
く
る
、
新
し
い
世
界
、
す
が
す
が
し
い
風
光
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
境
地
が
最
高
の
楽
、
最
上
の
幸
福
で
あ
る
と
い
う
。

即
ち
次
の
よ
う
に
い
う
。

『
ま
た
凡
そ
世
間
に
お
け
る
欲
望
の
楽
(
昨
似
Egcwvmw)
と
、
凡
そ
天
上
の
大
な
る
楽
と
の
、

こ
の
両
者
は
、

渇
愛
の
減
の
楽
(
芯
2
p
l
g
a
p
-
E宵
宮
)
の
十

六
分
の
一
に
も
価
し
な
い
。

(
五
二
』

(
n
H
・H
N
.
〕{斗一戸.切]「司
.
H
N
.
]
{
吋吋.印〕{)

こ
の
偶
は
先
の
わ
円
・
ぉ
・

5
∞
.
8
に
等
し
く
、
ミ
旬
、
ザ
の
処
々
に
繰
返
さ
れ
る
ほ
か
、
後
世
の
論
書
に
引
用
さ
れ
、

ま
た
仏
教
で
も
処
々
に
出
て
く
る
こ
と
は
、
す

(187 ) 

で
に
ふ
れ
た
(
一
五
五
l

一
六
五
ペ
ー
ジ
)
。

(
8
)
 

『ア
l
ト
マ
ン
(
我
・
自
己
)
に
よ
っ
て
第
七
の
欲
望
(
片
山
‘
Emw)
を
最
後
の
敵
の
よ
う
に
打
ち
破
っ
て
、
お
か
し
が
た
い
焚
の
城
(
ず
SFEP--vRP)
を
得
て
、

あ
た
か
も
王
の
よ
う
に
、
私
は
楽
あ
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
五
二
)
』

(
(
リ
吋
・
岡
山
N
.

同
吋

H.
叩
凶
w

同

ν
.
H
N
.
H
.吋
-
吋
.
印
凶
)

こ
れ
を
も
っ
て
マ
ン
キ
の
述
懐
は
終
る
。
こ
れ
は
先
の
第
五

O
偶
の
「
焚
に
入
っ
た
」
を
受
け
て
「
焚
の
城
を
得
て
」
と
い
い
、
そ
こ
に
お
い
て
「
楽
あ
る
も
の
と

な
る
」
と
い
う
。
次
に
は
究
は
大
な
る
楽
で
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
マ
ン
キ
物
語
の
終
り
の
枠
組
が
語
ら
れ
る
口

『
こ
の
覚
悟
(
ゲ
出
品
門
戸

E)
に
安
立
し
て
マ
ン
キ
は
厭
離
に
達
し
た
D

一
切
の
欲
望
を
捨
て
て
、
大
な
る
楽
た
る
焚
に
達
し
て
口

(
五
三
)

子
牛
の
喪
失
に
会
っ
て
、

マ
ン
キ
は
不
死
性

(PEmwg守
mw)
に
達
し
た
と
聞
く
。
彼
は
欲
望
の
根

(W仰
自
守
自
由
伊
)
を
断
じ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
大
な
る
楽
を

得
た
。

(
五
四
)
』

((リ同・一
5
.
H
吋
戸
印
ωl明
P

司
.
H
N
.
一戸吋吋・∞
ωl印品)

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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こ
れ
を
も
っ
て
こ
の
物
語
は
終
る
'
口
欲
望
を
捨
て
た
と
こ
ろ
に
開
か
れ
る
心
境
を
、
大
な
る
楽
(
幸
福
)
と
い
い
、
そ
れ
を
焚
と
も
不
死
性
と
も
い
う
。
あ
る
種
の

欲
望
を
断
念
し
た
と
き
に
開
け
る
心
境
は
、

一
種
爽
快
な
楽
で
あ
る
こ
と
は
経
験
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
不
死
性
に
達
す
る
、
と
い
う
の
は
直
ち

に
理
解
で
き
そ
う
で
は
な
い
。
と
も
か
く
、
右
に
お
い
て
、
さ
と
り
の
境
を
暗
示
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
口

ジ
ャ
ナ
カ
王
の
無
所
有
の
歌

P
本
等
で
は
こ
こ
で
章
が
改
ま
り
、
第
一
七
八
章
「
ボ

1
ド
フ
ヤ
の
歌
」
(
出
。
仏
H
q
p品
目
お
)
と
な
る
が
、
(
リ
吋
・
本
で
は
第
一
七
一
章
の
続
き
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
主
題
は
無
所
有
と
厭
離
、
無
欲
で
あ
る
。
こ
こ
は
ジ
ャ
ナ
カ
王
の
歌
と
ボ
l
ド
フ
ヤ
の
歌
と
の
二
種
類
の
引
用
か
ら
成
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
口

ま
ず
P
本
は
『
ピ
ヒ

1
シ
ュ
マ
は
言
っ
た
』
と
い
う
が
、
(
リ
同
・
本
は
こ
れ
を
省
略
し
て
い
る
。

『
こ
こ
で
も
ま
た
、
〔
人
々
は
〕
こ
の
古
き
伝
意
物
語
を
引
き
あ
い
に
出
す
。
即
ち
平
安
に
達
し
て
い
る

e
g
p
B
U面
持
)
ヴ
ィ
デ

1
ハ
王
ジ
ャ
ナ
カ

(
T
H
E
E、)

に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
五
五
)

(188 ) 

お
よ
そ
何
物
も
な
い
私
の
財
(
乱
立
m
p
)

は
ま
こ
と
に
無
限
(
伊
ロ
伊
豆
P

無
辺
)
だ
。

〔
火
事
で
〕
ミ
テ
ヒ
ラ
l

〔
の
町
〕
が
焼
け
て
も
、
私
の
何
物
も
焼
け
な
い
。

(
五
六
)
』

m
g
g
g告
ず
洋
m
w
B
σ
i江
戸
告
苫

ωヨ‘自
σ
ロ
P
ω
t
E告
の
戸
出
mw

一

居
正
丘
似
UNmEH
肘}丘町立
mpu品、告

E
B
O
(凶
mwVM話、
t

E召
門
戸
出
m戸ミ

((リ円・

HN・]{吋吋・

ω∞1
印

AH
】

V

・
HN・同吋∞・

MlN)

ジ
ャ
ナ
カ
王
に
帰
せ
ら
れ
る
、
ミ
テ
ヒ
ラ

1
の
火
事
に
因
み
無
所
有
の
楽
を
説
く
備
は
有
名
で
出
向
切
F

に
も
種
々
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
し
、
仏
教
や
ジ
ャ
ィ
ナ
の
資

料
に
も
知
ら
れ
て
い
る
口

ま
ず
ミ
句
、
伊

(C・)
5・ロ・
5
は
右
と
同
文
で
あ
っ
て
、
無
欲
と
解
脱
の
境
地
を
説
く
文
脈
の
中
に
そ
の
偽
が
お
か
れ
て
お
り
、
同
様
に
そ
の
備
は
ジ
ャ
ナ
カ
王

て
い
る
。
そ
の
章
の
第
四
偶
は
前
掲
の
偶
と
初
句
の
み
を
別
に
す
る
口
即
ち

『
お
よ
そ
何
物
も
な
い
私
は
、
ま
こ
と
に
楽
に
生
き
る
。

(ωgロ}州
HHmwnw
〈
丘
mニ
古
川
町
出
ご
占
ωUNPEσ
ロ
m
z
t
E告
g
ロ
戸
)
ミ
テ
ヒ
ラ
l

〔
の
町
〕
が
焼
け
て
も
、

私
の
何
物
も
焼
け
な
い
。
』

(0・
HN・
N
S・少

HY
ロ

-N吋
∞
・
品
)

こ
こ
で
も
無
所
有
、
無
欲
と
、
渇
愛
の
減
の
楽
を
説
く
の
で
あ
る
。

も
う
一
例
は
足
切
恥

(0・)
5
.
N
5
.
8
で
あ
り
、
.
原
文
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
か
な
り
異
な
る
。

『
し
か
も
ま
た
ミ
テ
ヒ
ラ

1
の
(
昌
巳
匹
宏
、
)
〔
王
〕
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
〔
即
ち
〕

町
(
城
)
が
火
に
包
ま
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
こ
こ
に
お
い
て
私
の
も
の
は
ま
こ
と
に
籾
殻
一
粒
(
仲
S
P
H
M
い
在
同
三
件
何
物
)
も
焼
け
な
い
口
こ
う
自
ら
王

は
言
っ
た
の
だ
と
聞
く
。
』

m
F
1
2
σ
E
g
t
冨
mF芹
E
H
g
m
F
m山仲
m
w
a
H
E
m
P
5
5
戸一℃

P
E
g
E
m同町民ロ
mpi与
E
i
S
3
~

ロ
m
H
E
M
P
E
E
p
g
m
F
3
5。
ぜ
仲
仏
ω向
唱
え
め

J
S
ω
〈

mW3HHHE日出

mFHHmFEFωBmFσ}阿国
g
f仰
FHVミ

((リ円・岡山山・

NHN-ucw
同ν
・
MM・
NHmv・
盟
)
)
(
恭
一
勺
一
げ
ル
仏
PFMH伊丹
O
J門
戸
}
弘
同
日
己
仲
)

(189 ) 

こ
こ
に
は
ミ
テ
ヒ
ラ
l
王
と
い
う
が
、
ジ
ャ
ナ
カ
王
の
名
を
出
し
て
い
な
い
。

実
は
こ
の
偶
は
ミ
テ
ヒ
ラ

l
王
ジ
ャ
ナ
カ
に
対
し
て
、
パ
ン
チ
ャ
シ
カ
ハ

(司
m
R岱《

up•• 

仕

WFmw)
が
説
く
一
連
の
偶
の
最
後
に
な
っ
て
い
る
。

文
脈
か
ら
見
る
と
パ
ン
チ
ャ
シ
カ
が
ジ
ャ
ナ
カ
王
に
対
し
て
説
い
た
の
も
こ
の
偽
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
や
す

い
。
ジ
ャ
ナ
カ
王
と
ミ
テ
ヒ
ラ

1
の
火
事
に
因
む
無
所
有
の
偽
と
の
結
び
つ
き
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
処
々
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
口

そ
の
ジ
ャ
ナ
カ
と
別
の

ジ
ャ
ナ
カ
王
が
パ
ン
チ
ャ
シ
カ
か
ら
そ
の
話
を
聞
い
た
、
と
い
う
よ
う
に
も
取
れ
る
。

ま
た
そ
の
話
が
必
ず
し
も
ジ
ャ
ナ
カ
王
に
一
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
限
ら
な
い

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
D

ハ
ン
チ
ャ
シ
カ
も
伝
説
的
、

神
話
的
な
人
物
に
見
え
る
し
、
民
国
Mm
に
処
々
に
出
て
く
る
ジ
ャ
ナ
カ
王
も
多
分
に
伝
説
的
に
見
え

る
。
そ
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
足
切
恥
に
お
い
て
速
い
過
去
の
伝
説
的
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
口

右
の
備
に
相
当
す
る
も
の
は
仏
教
資
料
に
も
処
々
に
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
門
、
一
弘
知
遺
言
、

h
s
g
.
怠
の
原
文
は

2
2
W
H
E告
〈
伊
丹
mw-ZPEm戸可
gmF告
口
。
忌
ω位
}
内

5
2
5
~

冨芹]戸昨日問、可伊同州戸

(EHHMHEMμPHHmwu品
、
告
ロ
μ
口
。
仏
PFmwtEmgHMmFHロミ

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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で、

そ
の
意
味
は
先
の
民
回
大
ひ
・
)
5
・
N
S
・
恥
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

一
人
称
代
名
詞
を
単
数
(
私
)
で
は
な
く
、
複
数
(
私
達
)

と
す
る
と
こ
ろ
だ
け
が

違
い
、

『
お
よ
そ
何
物
も
な
い
私
達
は
、
ま
こ
と
に
楽
に
生
き
る
。
ミ
テ
ヒ
ヲ
l

〔
の
町
〕
が
焼
け
て
も
、
私
達
の
何
物
も
焼
け
な
い
』

と
な
る
。
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
が
禁

2君
主
安
寧
品
お
よ
び
『
法
句
震
経
』
安
寧
品
に
お
。

U
M
m
Q
遣
さ
も
お
含
前
半
は
右
に
等
し
い
。
即
ち

2
2
w
v
m
w
a
M
〈
m
E
m

ニz
m
v
g
m
F
3
ω
μ
ロ
ロ
。
ロ
〆
芹
E
E
片
山
口
m
w
g

MLtrMMmwr-rFPσHHmZj仲田
m
F
E
m
w
品
。
〈
m
w
w
-
t
v
g
g
H
P
U
N
え
F
m
v

(
お
よ
そ
何
物
も
な
い
私
達
は
、

ま
こ
と
に
楽
に
生
き
る
。
例
え
ば
光
音
天
の
神
々
の
よ
う
に
、
喜
び
を
食
う
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
)
(
l
h
a
怠
お
-
Z。・∞ω∞

ぐ
・
5
∞
w

ぐ。H.4同・M)・mw九
叫
回
白

l
E
)

(
日
)

と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
漢
訳
『
法
句
経
』
と
『
法
句
警
轍
経
』
に
相
当
偶
が
あ
る
。

実
は
ミ
テ
ヒ
ラ
1
の
火
事
に
因
む
無
所
有
を
讃
美
す
る
歌
を
含
め
て
、

(
日
)

]
g
島
m
H
4
g
島
伊
)
に
あ
り
、
そ
の
中
に
は
足
切
ト

(0・
)
M
M
・
-
ご
・
2
l
令
官
(
司
・
5
・
q
∞
・
引
t
M
ω
)

ジ
ャ
ナ
カ
王
の
出
家
物
語
、
が
、

仏
教
の

『
ジ
ャ

l
タ
カ
』
(
、
a
a
b
お
岩
。
・
ω
ω
∞
冨
m
w
F
m
F
l

(190 ) 

に
見
る
他
の
い
く
つ
か
の
説
話
の
主
題
に
つ
い
て
も
、
も
っ

と
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
玉
は
そ
の
名
を
居
え
る
す
ロ
m
w
}
g
即
ち
大
ジ
ャ
ナ
カ
と
い
い
、

ヴ
ィ
デ
1
ハ
国
の
ミ
テ
ヒ
ラ
l
の
町
の
王
で
あ
っ
た
。
王

が
出
家
す
る
と
、
后
シ
l
ヴ
ァ
リ
1
3
2
m
w
H
M
)
を
は
じ
め
人
々
は
追
っ
て
行
き
、
王
に
出
家
を
断
念
さ
せ
よ
う
と
し
、

ま
ず
町
に
火
を
放
っ
て
、

王
に
訴
え
て
帰

還
を
願
う
。
王
の
志
は
堅
い
。
こ
こ
で
王
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
の
が
、

2
8
E
M
m
F
H
廿
ぐ
m
w
g
]
円
〈
問
、
百
戸
可
。
ω
m
F
H
H
凶
出
。
ロ
〆
2
E
E
惜
の
g
m
p一江戸

冨
止
E
H
P
可
m
F
仏
p
u
b
p
H
H
H
P
H
M
P
可
m
戸
口
m
F
E
O
E出
己

m
w
仏
m
F
1
5
5
m
w
(
〈
・
H
N
p
h
h州

NGE
〈
O
戸
ぐ
同
・

同)・印品目
4
1
8
)

と
い
う
の
で
あ
る
口
前
半
は
先
に
示
し
た
b
p
Q達一
S
S
M
V
お
§
一
凶
C
C

の
前
半
に
等
し
く
、
後
半
は

『
ミ
テ
ヒ
ラ
1
〔
の
町
〕
が
焼
け
て
も
、
私
の
何
物
も
焼
け
な
か
っ
た
』

と
な
る
。

結
局
ミ
句
、
府

(P・
)
尽
.
M
g
.
阜
の
意
味
に
き
わ
め
て
近
く
、

内
容
的
に
は
わ
円
・
ぉ
・
ロ
y
g
の
第
一
句
会
私
の
財
は
ま
こ
と
に
無
辺
だ
』
)

に
あ
た
る

と
こ
ろ
が
異
な
づ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
い
え
よ
う
D

更
に
大
事
な
こ
と
は
、
出
向
切
砕
の
こ
の
偶
の
類
は
、
右
の
ジ
ャ

l
タ
カ
の
出
家
物
語
を
予
想
し
て
、
は
じ
め

て
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
尤
も
出
家
を
翻
意
さ
せ
る
べ
く
后
が
町
に
火
を
つ
け
る
、
と
い
う
の
は
、
作
意
的
に
も
見
え
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
ミ
テ
ヒ
ラ

ー
の
火
事
と
は
有
名
で
あ
る
。
居
伊
豆
i
r
i
R
P
E
と
同
じ
よ
う
に
出
離
を
主
題
と
し
た
も
の
に
h
a
s
p
-
ω
包
∞
g
f
f
]
P
L
m
が
あ
る
D

ヴ
ァ

l
ラ

ー
ナ
シ
l
玉
砕
江
口
(
U
H
H
M
m
w
は
、
司
祭
の
子
ω
。
g
w
仰
が
友
で
あ
っ
た
が
、
後
ソ
l
ナ
カ
が
出
家
し
て
蹄
支
仏
(
宮
の
の
ゆ
}
S
吉
見
出
宮
)
と
な
っ
た
の
に
つ
い
に
再
会

し
て
、
王
位
を
息
子
己
目
m
v
仰
ぐ
一
回
に
譲
り
出
家
す
る
。
ソ
l
ナ
カ
が
説
く
出
家
沙
門
の
幸
せ
を
説
く
偶
に

『
財
な
く
家
な
き
比
丘
の
第
五
の
幸
せ
(
ず
H
M
包
-
E
)
と
は
〔
こ
う
で
あ
る
o
〕
町
が
焼
け
て
も
彼
の
何
も
の
も
焼
け
な
か
っ
た
』

同
)
ω
b
g
g
p
H
廿
σ
H
H
m
w仏
1
5
5
m
w仏
v
g
m
w
a
m
w
g
p
m
仰
g
ω
包
ず
E
w
w
v
d
g

ロ
戸
m
m
w
g
E
E
仏
P
1
g
E
P
H
g
B臣
、
r

s

E
由
巳

&
-
3
A
H
伊
丹
}
岡
山
(
'
3
H
Q
F
ぬ
ぐ
乙
・
〈
-
H
)
・

凶印
N
M
∞
lgu
〈・
H
A
W
)

と
あ
る
。
同
様
の
話
が
出
向
s
h
d
号
室
に
あ
り
、
そ
こ
で
は
ア
リ
ン
ダ
マ
は
嵩
3
U
Z
の
王
で
あ
り
、
出
家
し
た
友
は
m
U
H
O
宮
宮
仙
人
、
王
子
は
り
R
H
M
m
q
d
と

い
う
ロ
そ
こ
に
説
か
れ
る
偽
は
こ
う
で
あ
る
。

『
財
な
く
家
な
き
比
丘
の
第
一
一
一
の
幸
せ
と
は
〔
こ
う
で
あ
る
o
〕
ミ
テ
ヒ
ラ
1
〔
の
町
〕
が
焼
け
て
も
、
彼
の
何
も
の
も
焼
け
な
い
。
』

(191 ) 

仲
町
民
吉
告
}
内
H
M
d
σ
甘え
E
百
戸
(
H
F
m
F
S
ω
3
m
g
p
m
p
g
ω
3
t
E
}
内

2
8
¥

冨
件
E
E
M
『
仰
同
何
回
(
同
P
F
3
H
H
H
P
H
H
g
品
管
ロ
m
w
ω
百十円
U
H
q
m
w
比
一
片
品
告
の
戸
口
m
F
~

(
h
h
s
き
8
窓
口
円
可
・

8
N
gム
混
同
)

右
の
後
半
が
ミ
出
ト

(0・)岡山山.q斗
.
8
(後
半
)
等
に
ほ
ぼ
等
し
い
。

ジ
ャ
ィ
ナ
の
聖
典
岡
円
、
怖
さ
h
h
N
F
豆
、
S
2
a
H
S
(
q
H
宮、さ
.
S遣
さ
S
H
Q
ミ
志
向
、
h
u

(
臼
)

g・
と
略
〉
の
第
九
章
は

5
5宮
ミ
&
P
(
ナ
ミ
の
出
家
)
と
称
さ
れ
、

(印

m
p
r
g
u
帝
釈
天
)
と
王
と
の
聞
の

ミ
テ
ヒ
ラ
l
王
ナ
ミ
(
岩
自
民
)
の
出
家
物
語
で
あ
り
、
出
家
す
る
王
を
試
み
る
た
め
に
婆
羅
門
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
シ
ャ
ク
ラ

対
話
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
、
ミ
テ
ヒ
ラ
1
の
火
事
に
因
む
無
所
有
の
楽
を
歌
う
王
の
偽
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
口
そ
の
原
文
(
次
に
括
孤
内
に
そ
の
サ
ン
ス
リ

ッ
ト
訳
を
示
す
)
と
意
味
は
次
の
通
り
。

ω
回
目
M
m
p
H
官
ぐ
ω
ω
仰
g
o
]
削
〈
P
H
H
H
C
]
g
ご
出
。
ロ
え
仲
E
E
告
の
P
M
M
伊
~

居時}丘問、。円四ω
』
〕

H
H
m
W
E
E
-
問
。
忠
、
目
。
仏
卒
予
巴
E
H
官
g
宮
ミ

(
句
詰
・
∞
-
E
)

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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(
l
m
d
}岳
民
百
〈
g
m
V
5
0
]
寸
m
F
H
H
5
3胡
抑
留

g
ロ
pu江
区
間

gロmF~

冨
芹
E
F
M刊
P
H
恒(凶戸
HH
一志向阿
H
P
ロ
mpMHmpH
官
出
戸
目
。
(
凶
P
F一司
m
E
O
E
由。一
2

5
ミ
)

『
凡
そ
何
物
も
な
い
私
た
ち
は
、
楽
に
住
し
て
生
き
る
。
ミ
テ
ヒ
ラ
1
〔
の
町
〕
が
焼
け
て
も
、
私
の
何
物
も
焼
け
な
い
。
』

大
体
民
国
交
わ
吋
・
)
H
N
-
N
∞
∞
・
品
や

q
m
s
s
s
塁、
h
s
ω
0
・
会
旬
、
h

s

E

Z
。・印

8
・
ぐ
・
尽
印
の
意
味
に
等
し
い
。
と
こ
ろ
で
そ
の
ナ
ミ
王
物
語
は
仏
教
資
料
に
で
ミ

(M) 

(
Z廿
ロ

r
尼
弥
、
荏
、
南
)
と
い
う
名
で
伝
え
ら
れ
る
ミ
テ
ヒ
ラ
1
王
の
出
家
物
語
と
関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

四

ボ
ー
ド
フ
ヤ
の
歌

続
い
て
ボ
1
ド
プ
ヤ
(
切
。
{
庄
司
P
)

と
い
う
仙
人
の
物
語
に
移
行
す
る
。
厭
離
と
無
欲
が
主
題
と
考
え
ら
れ
る
。

『
ま
さ
に
こ
こ
で
〔
人
々
は
〕

ボ
ー
ド
フ
ヤ
の
語
録
(
唱
。
仏
守

g告
SM面、)
を
引
用
す
る
。

ユ
デ
ヒ
シ
ュ
テ
ヒ
ラ
よ
。

厭
離
の
た
め
に
説
か
れ
た
る
こ
と
を
悟
れ

節
度
あ
る

(
島
町
見
m
w
w

自
制
せ
る
)
ボ
l
ド
フ
ヤ
仙
人
に
ナ
フ
シ
ャ

(
z
t旨
宮
王
は
た
ず
ね
た
。
〔
そ
の
仙
人
は
〕
厭
離
よ
り
寂
静
静
(
伊
国
tr
平
安
)
に
達

(192 ) 

(同)円
m
F
t
t
。仏
F
P
可
一
回
目
ヴ
。
品
目
H
P
)

(
五
七
〉

し
、
寂
静
と
な
り
(
松

ggw
H
Y
お
ω片
岡

P
I

教
典
の
)
智
警
に
よ
っ
て
満
足
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
五
八
)

《
大
い
な
る
智
慧
あ
る
者
(
自
ω何
回

p
l
冒
と
回
伊
)
よ
。
平
静

(pgp)
の
教
示
宮
司
包

-ap)
を
私
に
示
さ
れ
よ
。
い
か
な
る
覚
悟

(σ
。島
U
)
を
隈
想
し
て
、
寂
静

と
な
り
、
や
す
ら
か
に
な
っ
て
(
昆

31mp)
行
ず
る
の
か
》
(
と
。
)

(
五
九
)
』

(わ円・一戸川
H.H.
吋同.切吋
l切
タ
司
・
一
S.M.吋∞・
ωl切)

い
か
に
し
て
、
平
静
、
寂
静
の
境
地
を
得
る
の
か
、
そ
の
心
掛
け
を
問
う
の
で
あ
る
。

『
ボ
1
ド
フ
ヤ
は
言
っ
た
。

教
示
を
も
っ
て
〔
私
は
〕
暮
ら
す
。
こ
こ
に
〔
私
は
〕
誰
に
も
命
令
し
な
い
。
私
は
そ
れ
(
教
示
)
の
特
相
を
述
べ
よ
う
。
そ
れ
を
自
ら
考
え
ら
れ
よ
D

(六

O
)

ピ
ン
ガ
ラ
1
、

鷹
(
宵

R
R
P
)
、
蛇

(ω
斜

GPV
、
森
に
お
け
る
蜜
蜂
が
〔
蜜
を
〕
求
め
る
こ
と
す
智
包
-
一

mE-司
8
8一一戸)、

矢
r

作
り
(
ル

2wpg)
お
よ
び
少
女

(wg出
身
山
)
と
の
こ
れ
ら
六
つ
は
、
私
の
師
(
空
自
)
で
あ
る
。

(
六
一
)
』

(hH1
・】ぬ・
HU可
H
・G
O
l
G
Y

同ν
・
H
N
・
HJ
吋∞・∞
l
吋)

以
上
で
批
判
校
訂
版
(
の
こ
は
章
を
閉
じ
て
い
る
。
ナ
フ
シ
ャ
王
は
、
先
に
(
一
五
九
ペ
ー
ジ
)
言
及
し
た
ヤ
ヤ
1
テ
ィ
ハ
老
い
る
と
息
子
の
若
さ
と
交
換
し
て

若
く
な
っ
て
地
上
と
天
上
の
快
楽
を
求
め
た
王
)
の
父
と
さ
れ
る
人
で
あ
る
。
ボ
ー
ド
フ
ヤ
仙
の
こ
と
ば
は
、
六
種
の
物
語
を
暗
示
す
る
第
六
一
偽
で
終
っ
て
い
る
。

い
か
な
る
こ
と
を
示
す
の
か
、

こ
れ
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

P

(
B
、
C
、
D
)
本
は
こ
の
後
に
、
ピ
ヒ
l
シ
ュ
マ
の
言
と
し
て
六
偽
を
加
え
て
お
り
、
各
一

偽
を
も
っ
て
簡
潔
に
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
の
要
点
を
示
し
て
い
る
。
門
戸
版
で
は
、
そ
の
六
偶
は
脚
註
令
官
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
ピ
ヒ
l
シ
ュ
マ
は
言
っ
た
。

願
望

(
p
p
)

は
有
力
で
あ
れ
ば
悪
い
(
宵
怠
宮
u

]

V

い
同

PYp---
は
有
力
で
あ
る
。
王
よ
)
口
願
望
な
き
こ
と
官
邸
、
昨
訳
宮
、
)
は
最
高
の
楽
(
幸
福
)
で
あ
る
。

し
か
し
願
望
(
訟
と
を
無
願
望
(
斜
口
伝
仰
)
と
な
し
て
、
ピ
ン
ガ
ラ
ー
は
楽
に
眠
る
。

(
P
八
)

肉
を
〔
く
わ
え
て
〕
持
っ
て
い
る
鷹
(
昨
日

RP)
が
肉
を
持
っ
て
い
な
い
〔
鷲
〕
ど
も
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
よ
う
と
す
る
の
を
見
て
、
肉
を
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
鷹
は
楽
に
さ
か
え
る
。

ハ
P
九)』

( 193ト)

(Q-
尽

-s~な
N
N

・
H
J
A
Y
M
M
・
H
M
-
q
∞・∞
l
φ
)

ピ
ン
ガ
ラ
l
物
語
は
先
の
ミ
旬
、

V(Q・)
S・
5
∞
・
怠

1
g
に
出
て
お
り
、
右
の
P
第
八
偶
は

P
・
S
・
5
∞
・
誌
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
但
し
第
一
句
は
そ
こ
で
は

『
願
望
な
き
も
の
(
口
町
民

mp)
は
楽
に
眠
る
』
と
い
う
。
さ
ら
に
そ
の
偽
は
h
h
N
R
H
bお

Z
0
・
8
0
訪問

F
£
B
m
a
g
-〕
pgr印、)〈・
ωw
句、前向
h
a
e
ミ
ね
ー
を
実
相
全
利
回
同
・
∞
-
主

と
同
趣
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
先
に
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
こ
六
九
ペ
ー
ジ
)
。

右
の
P
第
九
偽
は
同
じ
く

h
a
S
Q匂居。・
ωω
。・
4
-
M

と
同
趣
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

『
何
物
か
が
彼
(
鷹
)
に
あ
る
限
り
の
み
、
世
に
お
い
て
〔
他
の
〕
鷹
(
W己
巳
伊
)
ど
も
が
集
ま
っ
て
来
て
〔
そ
の
鷹
に
〕
佼
り
つ
い
た
。
何
物
も
な
い

(OE同凶
S
ロmv)

の
を
害
し
な
い
』

(
'
3
N
Q
U
ぬ
ぐ
己
-
H
H
H
・司・
5
0
)

と
あ
る
。
語
句
の
一
致
と
い
う
点
は
少
な
い
が
、
そ
の
ジ
ャ
1
タ
カ
(
散
文
部
)
が
語
る
物
語
は
、
ち
ょ
う
ど
右
の
P
九
に
符
合
す
る
。
す
な
わ
ち

『
さ
で
あ
る
肉
屋
に
お
い
て
、

鷹

(
ω
g
p
)

が
肉
片
を
と
ら
え
て
空
に
飛
ぴ
上
っ
た
。
そ
れ
を
他
の
鳥
ど
も
が
囲
ん
で
、
足
の
爪
や
噴
な
ど
で
攻
撃
す
る
。
そ
の

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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〔
鷹
〕
が
そ
の
苦
し
み
に
耐
え
な
い
で
肉
片
を
捨
て
た
。
他
の
〔
鳥
〕
が
〔
そ
の
肉
片
を
〕
と
ら
え
た
口
そ
れ
も
ま
っ
た
く
同
様
に
〔
他
の
鳥
に
〕
圧
迫
さ
れ
て

捨
て
た
。
す
る
と
他
の
〔
鳥
〕
が
〔
そ
の
肉
片
を
〕
と
ら
え
た
D

と
、
こ
の
よ
う
に
ど
の
〔
鳥
〕
で
も
〔
そ
の
肉
片
を
〕
と
ら
え
た
も
の
を
〔
他
の
〕
鳥
ど
も
が

追
い
か
け
た
。
ど
の
〔
鳥
〕
で
も
〔
そ
の
肉
片
を
〕
捨
て
た
も
の
は
楽
に
な
っ
た
。
菩
薩
は
そ
れ
を
見
て
、
こ
の
欲
望

(WPBP)
と
い
う
も
の
は
肉
片
の
よ
う
な

も
の
だ
。
こ
れ
(
欲
望
)
を
と
ら
え
る
者
た
ち
に
だ
け
苦
が
あ
り
、
〔
欲
望
を
〕
捨
て
る
者
た
ち
に
は
楽
が
あ
る
、
と
考
え
て
、
第
二
の
偽
を
述
べ
た
』

Q
h
m
S
F

〈乙・
H
H
H
・司・

50)

と
い
っ
て
、
さ
き
の
偽
を
あ
げ
、
そ
の
あ
と
に
ピ
ン
ガ
ラ
l
物
語
が
来
る
の
で
あ
る
D

さ
き
の
P
第
九
偶
は
右
の
よ
う
な
肉
を
争
う
鷹
の
話
を
予
想
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

次
は
蛇

(
P

一O)
と
蜜
蜂

(
P
一
一
)
の
比
輸
が
説
か
れ
る
D

『
家
を
作
る
こ
と
は
苦
の
た
め
で
あ
っ
て
、
決
し
て
楽
の
た
め
と
は
な
ら
な
い
。
蛇
は
他
の
作
っ
た
住
処
に
入
っ
て
、
楽
に
さ
か
え
る
。

(
P

一O
)

聖
者
(
牟
尼
)
た
ち
は
乞
食
の
生
活
(
げ
宮
、
停
胡
苫
‘
占
円
丹
江
)
に
依
存
し
て
楽
に
生
き
る
。
諸
の
生
類
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
〔
例
え
ば
〕
蜜
蜂

(ω
川町

mwD官
官
、
}
a
E
)

ど
も
の
よ
う
に
。

(
P
一
一
)
』

( 194) 

gwHMmp告
官
ぐ

g
t
自
己
ロ
伊
MNO
げ
『
巳

5
3
1〈
1
t
n
w
g富
良
江
日
空

ω、(同円。何回ゆ
OBJymw
ゲ
F-凶
{vmVHHmFH官

ωmVHjhHpmmV
片
〈
戸
市
mLaxvmwv~~

(C・
ぉ
・
む
ヨ
ロ
・
∞

t∞w
】

ν
・
尽
・
む
∞
・

5
1
5

蛇
の
話
は
右
以
上
に
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
口
右
で
は
蛇
は
他
の
〔
動
物
が
〕
作
っ
た
往
処
(
穴
)
に
住
ん
で
栄
え
る
と
い
う
、

い
わ
ば
悪
賢
い
怠
者
の
よ
う
に
も

考
え
ら
れ
、
適
切
な
比
除
と
も
思
わ
れ
な
い
が
、
家
を
作
り
在
家
の
生
活
を
す
る
こ
と
を
捨
て
る
べ
き
で
あ
る
と
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
蛇
が
脱
皮
す
る
こ
と
に
た

H
j
q
)
 
は
『
そ
の
比
丘
は
此
岸
(
。
EMV山H・mF)
を
捨
て
る
。

ま
た
仏
教
で
も

M
Sきミ国守札制
HS
第
一
章
の
第
一
経

d
g
m
P
8
2
p
(
蛇
経

)
(
3・

(
日
)

蛇
が
古
く
な
っ
た
旧
皮
を
〔
捨
て
る
〕
よ
う
に
』
と
い
う
句
を
繰
返
し
て
い
る
。

ま
た
の
ぬ
芯
忌
w
h
s

と
え
て
一
切
の
悪
を
離
れ
る
こ
と
を
民
切

F.s-Nぉ
・
己
は
説
い
て
お
り
、

bMVミ
遺
帆
刷
、
ミ
s
∞
H
j∞
cu
q
m
S一
遣
さ
ミ
吋
お

ω凶・∞∞
J
∞O

で
も
同
様
に
い
う
口
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
例
が
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

あ
り
、

Q
U
脚一註

(MN-H包・

2
に
対
す
る
)
に
よ
れ
ば
〉
4
4
H
H
E
B広
E

の
註
釈
で
は
鈴
羊
(Vmw一
江
宮
)
と
い
い
、
出
品
可
似
ωmFmpg

の
註
釈
で
は
蜜
蜂

(
V
F
E
B
R
9
)
と
い
う
。
右
の
P
一
一
で
は
℃
m
F
5
5
(
羽
を
有
す
る
)
と
い
う
形
容
が
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
蜜
蜂
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。

実
際
、
行
乞
し
て
暮
す
出
家
者
の
生
活
を
、
蜜
を
取
る
が
花
を
害
わ
な
い
蜜
蜂
に
喰
え
る
こ
と
は
、
仏
教
や
ジ
ャ
ィ
ナ
の
資
料
に
も
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

も
同
様
で
あ
ろ
う
。

仏
教
の
資
料
で
は
ま
ず
パ

1
リ
語
の

b
pおき
shNMvh制
m
E
h
S
に

(
時
)

『
例
え
ば
蜜
蜂
(
ゲ
F
m
g
g
g
)
が
花
か
ら
色
香
を
害
わ
ず
に
蜜

(
g
g
w
精
)

を
取
っ
て
去
る
よ
う
に
、

そ
の
よ
う
に
聖
者

(
E
E
F
牟
尼
)

は
村
に
お
い
て

〔
行
乞
し
て
〕
行
く
べ
し
』

い面、仲何回併なげ
FmwgωHOM)戸市一℃
FmFHけ
〈
お
官
官
ロ
(FmwEmwFiymw可
mwHHH

回出
r
t
g
S
E
M
E
P可
P
2
P岳
町
内

pgσ

自
己
巳

g
H
O

と
あ
る
。
さ
き
の
P
一
一
と
は
文
字
通
り
に
は
一
致
し
な
い
が
、
牟
尼
の
生
活
を
蜜
蜂
に
た
と
え
る
と
こ
ろ
に
一
致
が
あ
る
D

右
に
相
当
す
る
サ
ン
ス
グ
リ
γ

ト
文

は

qmN科
書
き
お
お
お
お
.
∞
に
あ
り
、

MH伊
丹

F
P
1
5
3
E
m
w
g
V
M
)耳
切
郎
、
仏

g
a
ω
m
m
g門
罫
仰
ぐ
阿
佐
丘
町
mw
ヨロ¥

同)伊門戸
E
S
S
E
m
E
-
P宮、

g
p
p
q
p
g
m
w告
自
己
巳
b

g円
立
と
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と
あ
り
、
全
く
先
の
匂
ど
遣
さ
冬
眠
刷
詮

hpmv
と
逐
語
的
に
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
の
hshsh刷、利

UMWミ
さ
も
お
札
a
N
m
w
M
(凶
〈
口
同
.ω)

可
伊
丹

FmF
〈ル

σ}同伴ロ
JHmwHHH
匂
回
明
一
句
仰
ぐ

mwop-mmwロ
mwμFO《
Mmwぷ
}
U
m
w
見

&
5
3
E
色町三
σ自
己
的
自
邑
自
己
一
世

g

g(げ
)

も
同
様
で
あ
る
。
漢
訳
の
『
法
句
経
』
巻
上
、
『
出
曜
経
』
巻
十
九
、
『
法
集
要
領
経
』
巻
こ
に
も
相
当
偶
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
備
は
、
戒
本
す
な
わ

(
日
)

ち
旬
、
組
S
S
Z
Q
(
波
羅
提
木
叉
)
の
末
尾
に
、
過
去
七
仏
の
戒
経
と
し
て
説
か
れ
る
偶
の
中
に
あ
勺
、
倶
留
孫
(
関
E
}
2
2
v
m
E島
P

同
m
F
W
C
gロ
島
5)
仏
の
説
か

れ
た
偽
(
戒
経
)
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

フ
ィ
ノ

1
(
?
出
ロ
。
件
)
は
、
中
央
ア
ジ
ア
(
亀
設
問
。
兄
島
p
付
近
の
巴
。
ロ
ECRIME-OHHこ
か
ら
ベ
リ
オ
(
句
。
毘
♀
)

探
検
隊
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
説
一
切
有
部
(
印
m
F
3
r
t〈
m
E詰
)

の
戒
本
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文

UHV同
抑
止

B
。
5
8
g
g
仏

g
ω
戸
吋
〈
仰
丘
守
山
、
仕
ロ
ω
(
h
g喝、、おお円

人
件

3a北悼阜、
5
5
)
を
公
表
し
た
が
、
そ
の
中
(
口
・
司
・
忠
凶
)
に
こ
の
偶
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
パ
ネ
ル
ジ

1
3
.
の.出
2
5同
]
0
0
)

が
根
本
説
一
切
有
部
の
戒
本

(

叩

)

(

却

)

と
し
て
出
版
し
た

M
V
S
Sさ
SSEM-設
さ
さ
(
ミ
ミ
忠
実
e
訴
訟
也
記
S)"
の
P
H
2
2
P
S忠也

}νMV・
8
l
S
に
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
漢
訳
の
諸
戒
本
類
に
も
チ
ベ
ッ
ト
訳

(
幻
)

に
も
あ
り
、
『
増
萱
阿
合
経
』
巻
四
四
に
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
出
家
者
(
牟
尼
)
の
生
活
を
蜜
蜂
に
喰
え
て
教
え
諭
す
こ
と
は
仏
教
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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牟
尼
の
生
活
を
蜜
蜂
に
喰
え
る
こ
と
は
仏
教
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。

ジ
ャ
ィ
ナ
の
聖
典
(
属
国
F
s
ω
己

gu
根
本
経
)
U
2
ミ
ミ
色
合
、
a
t仇
SHHa

(
b
a
s
e
a
志
向
N

匙
お
)
H
.
M
l
ω
も
ま
た
同
様
の
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
。

す
何
回
似
品
目
E
ω
話
回
出
屯
一
1
5
d
σ
E
E
向
。
m
Z
苛
巳
2
8
召
~

ロ
m
F
3
‘
司
口
同
点
v
H
H
ω
召
E
E
E
a
ω
。
ω
話
、
司
2
2
p
回
)
伊
可
，
P
H
H
H
~
お
と

。
E
8
S
E
S
P
自
己
芯
守
山
0
0
2
ロ
位
ω
似
F
S
o
~

(
怨
)

i

g
告
官
B
m
v
g
M
)
石
間
)
同
居
ω
ロ
釘
宮
t
t
F
伊
丹
仲
2
8
0
E
U
N
P
~
~
ω
ミ

(uu話
、
笹
川
F
仏
門
戸
g
m
呂
志
同
)
H
a
M
)
広
口
ず
F
H
P
B
m
F
g
p
i
ロ
門
H
p
t
g
g
B
~

ロ
ω
‘
g
M
)
口
明
日
)
伊
同
官
民
m
F
H出
品
川
広
U
P
S
M
)
同
同
信
唱
え
ご
洋
B
M
L
S
H
H
二
百
~
~

。
ぐ
伊
H
H
H
Z
o
b
g
g
g
p
自
己
E
P
3
u
w
σ
ω
自
立
ω
p
b
5
5
v
~

i
H
H
O
一
同
省
m
p
B
P
守
m
H
M
)
ロ
唱
。
包
(
民
g
t
t
H
g
}内
S
l
a
g
σ
吋
伊
丹
仰
]
と
お
と
)

〔
た
と
え
ば
、
木
の
花
々
に
お
い
て
蜜
蜂
が
蜜
(
精
)
を
取
り
、
し
か
も
花
を
苦
し
め
ず
し
て
、
自
分
を
よ
ろ
こ
ぼ
せ
る
(
二
)
。
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そ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
解
脱
し
た
沙
門
、
聖
者
は
、
花
々
に
お
け
る
蜂
の
よ
う
に
、
施
食
を
求
め
る
の
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
。

〆F、、

一一一、_，¥.....J 

先
の
仏
教
の
用
例
と
逐
語
的
に
は
一
致
し
な
い
が
、
出
家
の
修
行
者
、
聖
者
を
蜜
蜂
の
生
き
方
に
喰
え
る
点
で
は
ま
さ
に
同
趣
で
あ
る
。
な
お
右
に
は
省
略
し
た
が

蜜
蜂
の
比
織
は
、
こ
こ
で
は
更
に
二
偽
続
く
の
で
あ
り
、
仏
教
の
蜜
蜂
の
比
憾
の
用
例
よ
り
詳
し
い
の
で
あ
る
。

出
家
者
は
蜜
蜂
を
範
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
は
切
F
A
m
s
s
宮
も
ミ
ぬ
き
制
凶
H
.
∞
.
浬
.
に
も
見
ら
れ
る
D

す
な
わ
ち

『
牟
尼
(
聖
者
)
は
身
体
が
保
た
れ
る
よ
う
に
だ
け
僅
か
ず
つ
食
物
を
食
う
ベ
し
。
家
々
を
害
わ
ず
蜜
蜂
の

(
E
p
e
己
W
R
同
)
生
き
方
(
〈
1
t
)
に
従
う
ベ
し
。

(
〈
.
@
)

賢
い
人
は
小
さ
な
教
典
と
大
き
な
〔
教
典
〕
か
ら
、
す
べ
て
か
ら
精
髄
を
取
る
ベ
し
。
花
々
か
ら
蜜
蜂
が
〔
蜜
を
取
る
〕
よ
う
に
。
(
ぐ
・

5)
』

右
の
は
じ
め
の
偶
の
趣
旨
が
、
こ
れ
ま
で
仏
教
、
ジ
ャ
ィ
ナ
教
の
聖
典
に
見
た
も
の
に
一
致
す
る
と
い
え
よ
う
。

先
の

~-hNWX35.
口∞・
MM(0.
お
-
S印
後

NN.

遁
世
の
遊
行
者
(
司
m
E
3
・
仰
す
r
p
g
ロ
ロ
〕
品
位
同
)
が
行
乞
し
て
生
き
て
行
く
こ
と
を
蜜
蜂
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
は
、

一
群
の
「
サ

γ
ヌ
ヤ

1
サ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
」

(
m
g
去
、
ω
g
i
d
官
、
邑
宮
島
)
類
に
も
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
次
の
通
り
D

『
自
分
を
除
く
一
切
の
も
の
を
捨
て
て
、
蜜
蜂
の
生
き
方
(
自
包
F
d
w
p
s
i
d
芹
仲
)
に
よ
っ
て
食
を
得
て
、
痩
せ
て
肥
満
せ
ず
、
:
:
:
』
(
~
£
ミ
含
l
M
司
令
ミ
ミ
8
.
a
E
1

(

お

)

(

斜

)

句
、
・
J
F
M
Q芯
S
いる
s
t
句
、
-
N
.
向山市
W
)

(
お
)

『
蜜
蜂
方
式
(
自
包
-
F
自
門
戸
門
戸
)
に
よ
っ
て
手
を
鉢
と
し
或
い
は
口
を
鉢
と
し
て
時
を
過
ご
す
ベ
し
』
(
M
g
sいて
h
s
s
句
、
-
N
・
3
)

(
部
)

『
一
切
時
に
得
不
得
を
平
等
と
な
し
、
手
を
鉢
と
し
蜜
蜂
方
式
(
自
包
'
H
H巴
S
H
P
)
に
よ
っ
て
食
を
と
り
、
肥
満
せ
ず
、
痩
せ
て
:
:
:
』
(
切
実
色
遣
S
S
§
s
'

(
釘
)

、
ミ
昔
、
&
.
Q
U
Q
t
句
、
-
ω
)

(
犯
)

『
彼
は
蜜
蜂
(
居
住
居
宮
門
戸
)
や
犬
の
よ
う
に
、
行
作
を
離
れ
て
(
i
宮

B
長
印
)
自
制
す
る
(
口
々
営
会
長
)
』
(
E
S
I
S
F
5
1
句
、
・
)

右
に
お
い
て
は
蜜
蜂
の
仕
方
、
蜜
蜂
方
式
と
は
何
か
明
確
で
は
な
い
が
、
行
乞
の
仕
方
に
関
係
し
て
お
り
、
す
で
に
見
た
仏
教
等
の
例
を
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ

う
~F出回
F
に
か
え
っ
て
み
よ
う
。

(197 ) 

『
或
る
矢
作
り
人
(
g
c
w
m
F
E
ロ
m
w
g
)
は
矢
に
心
を
と
ら
れ
て
(
似
E
Z
B
m
g
g
m
w
)
、
近
く
を
行
く
王
に
も
気
づ
か
な
か
っ
た
。

(
P
一
二
)

多
く
の
人
々
に
は
喧
嘩
(
w
m
L
m
w
E
)
が
つ
ね
に
あ
る
。
二
人
の
摩
擦
(
ω
∞
告
m
F
R
官
官
W
H
y
g告
]
S
F
m
g
m
w
対
話
)
は
確
実
だ
。
独
り
で
V
W
符
宮
)
〔
私
は
〕

行
こ
う
。
例
え
ば
少
女
の
貝
飾
り
(
P
D
W
H
g
]
S
)
の
よ
う
に
ロ

(
P
一一二)』

(
0
.
5・む
ω
ご
N.mwj
お
w

】

ν
.
5
.
q∞.
5
1
5
)

矢
作
り
と
少
女
の
話
は
、
先
に
言
及
し
た
い
ぬ
S
E
Z
C
仇
∞
∞
冨
岳
山
守
口
'
p
w
m
w
l〕営
m
w
宮
、
に
出
て
い
る
。
出
家
し
た
民
m
w
F
a
m
w
ロ
ω
w
m
w
壬
に
后
∞
守
民
間
は
ど
こ
ま

で
も
つ
い
て
行
く
。
二
人
が
町
の
門
に
達
し
た
と
き
、
『
一
人
の
少
女
が
小
さ
な
竹
籍
で
砂
を
保
っ
て
い
る
。
彼
女
の
一
方
の
手
に
は
一
つ
の
腕
環
(
S
F
3
)
が
、

も
う
一
方
に
は
二
つ
の
〔
腕
環
〕
が
〔
は
ま
っ
て
お
り
て
そ
の
〔
二
つ
の
腕
環
〕
は
互
に
ぶ
つ
か
り
合
う
が
、
他
方
の
ご
つ
の
腕
環
〕
は
音
も
し
な
い
。
』
王
は

そ
の
理
由
を
知
っ
て
、

シ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
を
追
い
返
そ
う
と
考
え
て
、
少
女
に
語
る
D

(

、
札
制
雷
雲
〈
己
・
4
H
・
司
・

2
以
上
散
文
の
部
分
。
)

『
:
:
:
ど
う
し
て
汝
の
一
方
の
腕
は
音
を
立
て
(
]
m
F
ロ
伊
丹
仲
)
一
方
の
腕
は
音
を
立
て
な
い
の
か
』
(
ぐ
・

5
∞
の
仏
)

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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と
問
う
と
、
少
女
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

『
沙
門
よ
。
私
の
こ
の
手
に
は
二
つ
の
腕
環
(
巳
缶
百

E)
が
箱
め
ら
れ
て
い
て
、

ぶ
つ
か
っ
て
音
が
出
る
。

第
二
の
も
の
に
の
み
そ
の
在
り
方
(
伺
丘
C

ー
が
あ

る
。
(
メ
ピ
w-吋
)

沙
門
よ
。
私
の
こ
の
手
に
は
一
つ
の
腕
環
が
箱
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
第
二
の
も
の
が
な
く
音
を
立
て
な
い
。
牟
尼
(
聖
者
)

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
。

(
J
1

・H
U

∞)

第
二
の
も
の
(
相
手
、
伴
侶
)
は
諦
い
を
す
る

(i品仏
P
B
m
E
)
。

一
人
〔
で
お
れ
ば
〕
誰
と
誇
い
を
す
る
で
あ
ろ
う
か
ロ

天
を
望
む

(ω

品
官
lw仰
gmw)
そ
の

汝
に
孤
独

(owp江
戸
)
が
よ
ろ
こ
ば
れ
よ
(
ロ
℃

R
o
s
sロ)(ぐ・
5mw)
』
(
h
h
N
S
S
〈
門
司
・

2)

こ
れ
を
聞
い
て
、
王
は
后
に
議
し
て
、
二
人
は
別
れ
て
ニ
つ
の
道
の
そ
れ
ぞ
れ
一
方
を
行
こ
う
と
い
う
。
別
れ
た
后
は
悲
し
み
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
再
び
一
緒

に
な
っ
て
町
に
入
る
(
司
-
G
印
)
。
す
る
と
矢
作
り
が
片
目
を
閉
じ
て
片
目
を
も
っ
て
矢
の
曲
否
を
見
て
い
る
の
を
見
る
。

玉
は
矢
作
り
に
そ
の
わ
け
を
問
う
。
矢
作

『
沙
門
よ
。
両
眼
を
も
っ
て
〔
見
る
と
焦
点
が
合
わ
な
い
で
〕
拡
散
し
た
よ
う
に
見
え
る
D

他
の
相
(
曲
っ
た
と
こ
ろ
)
を
確
か
め
ら
れ
ず
、
〔
矢
を
〕
真
直
に

(198 ) 

り
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

す
る
の
に
適
し
な
い
。

(
4
・
5
3

し
か
し
一
眼
を
閉
じ
て

〔眼〕

を
も
っ
て
曲
が
り
を
調
べ
る
と
、

他
の
相
(
曲
っ
た
と
こ
ろ
)

を
確
か
め
ら
れ
て
、
〔
矢
を
〕

真
直
に
す
る
の
に
適
す
。

(ぐ・
H
A
W

∞)

第
二
の
も
の
は
誇
い
を
す
る
。
(
下
略
)
・
・
・
(
ぐ
・

5J下
H
ぐ・

5mv)
』
(
'
京
同
怠
ぬ
ぐ
戸
市
・
∞
∞
)

こ
の
矢
作
り
の
話
は
先
の

P
一
二
と
は
一
致
し
な
い
。

P
一
こ
で
は
一
心
に
な
っ
て
い
る
矢
作
り
は
、
傍
を
ゆ
く
王
に
も
気
づ
か
な
い
、
と
い
う
よ
う
に
、

一
心
に

な
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
ジ
ャ
ー
タ
カ
で
は
、
矢
作
り
が
一
方
の
眼
を
閉
じ
て
矢
の
曲
否
を
見
る
の
に
因
ん
で
、
伴
侶
を
捨
て
て
一
人
で
出
家
の

安1

こ
の
ジ
ャ
l
タ
カ
の
矢
作
り
の
話
は
古
く
よ
り
有
名
で
あ
っ
た
と
見
え
、

(
却
)

(
何
回
目
比
ロ
何
回
MmwEw
吋
含
め
き
M
V
S
A
¥

旬、ザミ
M
W拍
車
汗

-
V
H
P
Z
M
門
戸
同
一
司
岱
品
川
凶
)
に
、
矢
作
り
が
矢
を
見
つ
め
て
い
る
前
に
ジ
ャ
ナ
カ
王
と
后
が
い
る
図
が
あ
り
、

パ
ハ

l
ル
フ
ト
(
出
F
P己
旨
仲
)
の
ス
ト
ゥ

l
パ
の
彫

道
を
ゆ
く
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

と
い
う
銘
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
ジ
ャ

1
タ
カ
の
物
語
が
当
時
(
西
紀
前
二
、
三
世
紀
〉
に
知
ら
れ
て
い
た
証
拠
で
あ
る
口

右
の
矢
作
り
の
話
は

P
一
二
に
合
わ
な
い
が
、
少
女
の
話
は

P
一
三
を
理
解
す
る
上
に
役
立
つ
。

以
上
の
六
話
の
中
、
蛇
の
話
は
不
明
で
あ
る
が
、
他
は
殆
ど
す
べ
て
仏
教
資
料
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

以
上
、
第
一
七
一
章
は
無
欲
、
無
所
有
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
徹
底
す
る
に
は
出
家
遁
世
の
生
き
方
が
望
ま
れ
る
。
終
り
の
ジ
ャ
ナ
カ
の
歌
、
ボ
ー
ド
フ

ヤ
の
歌
は
無
所
有
の
出
家
の
生
き
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
家
へ
の
志
向
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
も
先
の
第
一
六
九
章
に
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
別
に
論
ず
る
で
あ
ろ
う
。

註

1 

耳
g
∞
3
3
3
2
H
の
官
邸
、
同
岱
包
・
ヨ

E
S下
旬
可

8
5ザ
E
g
f
~

片
岡
出
自
官
官
、
3
1丘町
v
m
E官
官
許
可
刷
、
臣
官
ロ
m
w
E
H
〈
伊
自
国
一
勺
P
1
m
p
d
，
巴
ロ
ミ

こ
の
意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

(
U
H
-

一
-
丘
包
E
8
0〈印、∞
.20F9位、
H
V

一
-i古
田
gt4nvmpoovEP廿
(
こ
れ
に
従
う
。
)

wp町一
PES-qE出
・
ヴ
ィ
ド
ヤ
l
サ

l
ガ
ラ
の
註
釈
(
の
ω)
は
『
郷
子
の
木
の
近
く
を
飛
ん
だ
烏
に
よ
っ
て
偶
然
に
そ
の
実
が
落
ち
る
の
が
、
「
烏
と
郡
子
の
実
の
よ
う
に
」

(
W巴
gt

g
H
4
9
B
)
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
(
榔
子
の
実
)
が
下
に
い
る
山
犬
に
落
ち
、
そ
れ
か
ら
山
犬
が
走
り
出
し
た
よ
う
に
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
』
云
々
と
い
う
ち
H
・
s
-
q
y
=

脚
註
)
。
種
々
に
説
明
さ
れ
、
原
意
は
明
ら
か
で
な
い
よ
う
だ
。

忠
臣
品

F
g
p
l守山、

]ω、
自
ぴ
巳

g
f
(司
一
回
若
旦

vgm-lg戸
仏
何
回
仰
ぐ

ω付
与
ー
ま
ち
が
っ
た
道
だ
け
を
走
る
)
前
記
の
註
釈
。
は
『
わ
る
い
獣
を
殺
す
た
め
に
考
え
ら
れ
た
仕
掛
け
に

お
い
て
山
犬
、
が
死
ん
だ
よ
う
に
』
と
い
う
説
明
を
加
え
て
い
る
。

シ
ュ
カ
の
物
語
に
つ
い
て
は
〈
丘

g
B
冨
P
E
M
M
u
s
s
e
r
同唱悼の志向。国守
Q
m
h
N
礼
子
冨

o昌
弘
回
mYHEB広
S
F
U巴
EW
お
口
議
参
照
。

最
後
句
は
可
一

-SSM-斜印。ロ邸、
g
H
P召
ωM1gou
の吋

-ghM可。件。
5
4出、
g召
4mF的
。
・
後
者
に
よ
れ
ば
、
『
・
・
:
鼻
綱
を
か
け
ら
れ
た
よ
う
な
私
に
よ
っ
て
楽
し
ま
な
い
で
あ
ろ
う
』

と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
よ
く
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。

欲
望
の
擬
人
化
を
通
し
て
欲
望
に
つ
い
て
の
洞
察
を
語
る
例
は
足
出

~VE--ω
に
見
ら
れ
、
原
実
博
士
に
よ
っ
て
和
訳
解
説
さ
れ
て
い
る
。
原
実
「
古
典
イ
シ
ド
の
愛
」
(
『
仏
教
思

想
1
愛
』
平
楽
寺
書
庖
)
一
九
四
l

一
九
五
ペ
ー
ジ
。

「
第
七
の
欲
望
」
の
七
の
意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

P
4
E
H
P
H
E臥
E
の
註
釈
(
h
p
)
は

7
1
ト
マ
ン

『
欲
望
を
は
じ
め
と
す
る
六
を
伴
う
自
己
を
捨
て
て
、
単
な
る
ア
l
ト
マ
シ
(
我
)
に
立
っ
て
、
自
己
の
第
七
の
同
族
等
の
六
原
質
を
伴
う
す
目
的
存
豆
、

El官邸白内
1
5
i
g匂
ω
E
S
)

〔
自
己
〕
を
捨
て
て
、
と
い
う
妥
当
な
意
味
の
文
で
あ
る
』

(
h
H
・
s
-
q
y
g
脚
註
)

と
い
う
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
岩
削
ロ
-F伊】W州S釦伊、

『
粗
大
身
あ
る
ア
l
ト
マ
ン
と
と
も
に
数
え
る
と
欲
望
は
第
七
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、

(199 ) 

3 2 4 6 5 7 8 

食
所
成
・
生
気
所
成
・
意
所
成
・
識
所
成
の
四
つ
の
蓋
被

(EP)
は
活
動
を
有
す
る

無

欲

と

無

所

有

(

村

上

)
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か
ら
激
質
が
主
で
あ
る
。
歓
喜
所
成
の
〔
蓋
被
〕
は
覆
蔽
す
る
性
質
の
も
の
だ
か
ら
闇
質
が
主
で
あ
り
、
第
五
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
清
浄
な
る
純
質
が
主
で
あ
る
か
ら
有
種
子
の

三
味
は
歓
喜
と
称
さ
れ
第
六
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
ま
た
根
元
が
あ
り
、
〈
〔
我
れ
〕
在
り

(
g
E
C
〉
と
い
う
観
念
の
み
を
身
体
と
す
る
(
司
g
q一3
u
l
E
g
g
s
p
H凶E
)
、
大
と
い

う
原
理
と
称
さ
れ

(E善
弘
l
Z
2
ユ
EHι
百
)
、
一
切
の
無
益
な
も
の
の
種
子
と
な
っ
た

(
g片手
5
1
g
'
E官
σ
g
g
)
最
後
の
欲
望
が
第
七
で
あ
る
』
(
同
)

と
い
う
0
7
1
4
W
マ
ザ
五
蓋
被

(
H
五
蔵
)
の
上
に
、
第
六
と
し
て
歓
喜
と
称
す
る
有
種
子
三
味

(ω
与
す
s
g
B包
E
Pロ
S
B
5
3
)
、
そ
の
上
に
根
元
的
な
欲
望
を
第
七
と
す
る

の
で
あ
る
。
五
蓋
被
説
は
吋
ミ
ミ
唱
ふ
い
て
お
l
q
M
Y
凶
に
出
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
も
の
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
こ
れ
が
い
ま
の
「
第
七
の
欲
望
」
の
正
し
い
解
釈
で
あ
る
か
ど

う
か
、
わ
か
ら
な
い
。

我
生
巴
安
濃
泊
無
事
捕
薪
圏
火
安
能
焼
レ
我
(
『
法
句
経
』
巻
下
、
『
大
正
』
四
、
五
六
七
中
。
『
法
句
害
時
鴨
経
』
巻
一
ニ
、
『
大
正
』
四
、
五
九
四
下
で
は
第
二
句
を
悟
慨
〔
宋

元
明
三
本
で
は
淡
〕
無
事
と
す
る
ほ
か
は
同
じ
。
)
右
の
潜
泊
無
事
あ
る
い
は
惜
慌
無
事
が
ヨ
芯
ヨ
ロ
。
ロ
官
民

E
r
g
p
(お
よ
そ
何
物
も
な
い
私
達
)
に
あ
た
る
。
つ
ま
り

無
所
有
に
悟
快
と
し
て
と
ら
わ
れ
な
い
意
味
に
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

我
生
巴
安
清
浄
無
為
以
レ
楽
為
レ
食
如
=
光
音
天
-
(
『
法
句
経
』
巻
下
、
『
大
正
』
四
、
五
六
七
中
。
『
法
句
馨
峨
経
』
巻
一
ニ
、
『
大
正
』
四
、
五
九
四
下
も
同
文
)
右
の
清
浄
無

為
が

M12mFHwpo
ロ
〆
詳
E

E酌
g
p
p
E
(お
よ
そ
何
物
も
な
い
私
達
)
に
相
当
す
る
。
文
意
は
違
う
が
、
達
意
訳
と
見
ら
れ
よ
う
。

C
E
N
S
E
〈
OH・〈
H
R
Y
8
1
0∞
、
『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
七
巻
四
二
一

l
五
O
六
ペ
ー
ジ
「
マ
ハ

l
ヂ
ャ
ナ
カ
本
生
物
語
」
(
高
田
修
訳
)

'
E
Eぎ
く
♀
・
〈
匂
司
・
忠
叶

I
N
2
w
『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
六
巻
二
一
九
l
二
四
九
ペ
ー
ジ
「
須
那
迦
肝
支
梯
本
生
物
語
」
(
高
田
修
訳
)

一「邸、
HH(UHHmvH司σロ
t
o
F
吋』
vhqmHh刷毛
hSいて
Sいてお
ssh忠
司
令
同
司
一
句
・

8
l
S
F
国
・
し
す
の
O
E
u
h
s暗暗
S
Mミ
司
宮
市
出
、
1
H
H
w
h
R酬
の
ま
丸
岡

g
b
h
o
h
m
b間
同
宮
内
ぐ
OH・
凶
岡
、
ぐ

E
v・

ω
ω
1土
(
英
訳
)

F

K
印門凶。
H
F
Z
P
B
q
P
3
4
3
一
の
g
E
σ
口氏
0
5
2
p
o
早
急
M10同
P
M
P
E
n
m
g
o巳
g
H
F
o
m
g仏
(
E
3遺
伝
守
念
S
H
V一勺
-
N
5
1
N
N串
)
参
照
。

パ
ー
リ
足
さ
.
と
s
s
g
bぬ
ま
(
足
、
中
部

)
Z。・

8

嵩
品
E
門同
2
2
E
E
に
は
、
ミ
テ
ヒ
ラ
I
の
マ
カ
ハ

l
デ
l
ヴ
ァ
王
は
白
髪
が
生
ず
る
と
出
家
し
て
、
四
発
住
(
慈
・
悲
・

喜
・
捨
)
を
修
習
し
、
死
後
、
発
天
界
に
生
ず
る
者
と
な
っ
た
。
王
の
子
孫
の
王
も
代
々
そ
の
よ
う
に
し
て
ニ
ミ

(zzt)
王
に
い
た
っ
た
、
と
い
う
(
民
・
〈
oyω
司
司
・
記

1
∞
ω)
。

漢
訳
で
は
『
増
萱
阿
含
』
礼
三
宝
品
五

0
・
四
(
『
大
正
』
二
、
八

O
六
下
!
八
一

O
中
)
に
も
玉
名
を
大
天
と
荏
と
す
る
同
様
の
物
語
が
あ
り
、
『
中
阿
含
』
巻
十
四
「
大
天
榛
林

経
」
(
『
大
正
』
て
五
一
一
下

l
五
一
五
中
)
に
も
王
名
を
大
天
、
尼
粛
と
す
る
同
様
の
物
語
が
あ
る
。
但
し
そ
こ
で
は
四
党
住
に
言
及
し
な
い
。
さ
ら
に
、
同
色
S
S
Z
0・
@

v
p
匹
m
E
2
2似
g
w
p
Z
0・
2
H
Z
E』
]
R
p
w
p
『
六
度
集
経
』
巻
八
「
摩
調
王
経
」
(
『
大
正
』
=
一
、
四
八
中
l
四
九
中
、
玉
名
を
摩
調
、
南
〔
三
本
で
は
晴
〕
と
す
る
)
が

あ
り
、
こ
れ
ら
で
は
マ
カ
ハ
l
デ
l
ヴ
ァ
は
後
に
ニ
ミ
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
善
政
(
法
)
を
も
っ
て
国
を
治
め
た
王
が
老
い
る
と
出
家
す
る

物
語
で
あ
り
、
ミ
テ
ヒ
ラ
l
王
と
す
る
点
で
も
先
の
ジ
ャ
ィ
ナ
所
伝
の
ナ
ミ
王
と
共
通
す
る
。
『
六
度
集
経
』
お
よ
び
『
法
句
馨
喰
経
』
巻
四
(
『
大
正
』
四
、
六

O
八
中
)
の
南
(
前

者
の
三
本
で
は
晴
)
は
ジ
ャ
ィ
ナ
所
伝
の
出
伊
田
仲
に
近
い
よ
う
だ
。
以
上
の
仏
教
所
伝
の
ニ
ミ
王
は
帝
釈
天
に
迎
え
ら
れ
て
天
界
(
三
十
三
天
)
を
訪
問
し
て
お
り
、
帝
釈
天
の

役
割
は
違
う
が
、
帝
釈
天
の
登
場
と
い
う
点
も
、
ジ
ャ
ィ
ナ
所
伝
の
ナ
ミ
玉
物
語
と
似
て
い
る
。

ま
た
『
根
本
説
一
切
有
部
昆
奈
耶
薬
事
』
巻
十
三
(
『
大
正
』
二
四
、
五
八
中
下
三
田
口
出
詳
色
、
色
町
内
た
ミ
g

gミ
合
同
〈
OH・
ω
H
V
Rご
(
切
さ
&
長
い
て
き
ま
言
)]V匂
-MH
同
l

HHK肝
(
H
切
ミ
主
主
hHMSS与
さ
口
、
な

Z
0・
5
足
-aNSSさ
ね
急
也
知
札

s
e
Sミ
S
S言
〈
CM・
岡
田
y
g
lパ
ニ
)
も
マ
カ
ハ

l
デ
l
ヴ
ァ
玉
、
ニ
ミ
王
に
ふ
れ
、

h
s司
令
晶
、
&
怠

S

H
y
g
w
'
3
H
S
U
S
弓&札制
SR?同
a
F
a
(司
・
怠
)
は
ユ
ミ
王
に
言
及
し
布
施
波
羅
蜜
と
結
び
つ
け
る
。

(日

)ω

。σ
E
w
w
v
d〕
pvmEOB]umvgadHmvmotMV-E-B
守
mpgopH何
回
町
出
吋

g
g
f

Jim-Eお

引

y

ダ
の
こ
と
ば

'
I
Lス
γ
タ
ユ
一
功

!
F
i
t
i』
(
岩
波
文
庫
)
の
和
訳
と
註
記
参
照
。

9 10 (
日
)

(
臼
)

(
臼
)

(200 ) 
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ch刷
JSAWK判唱
、
山
明

b
w
S
3
Sお
も
お

R智
(
匂
句

-Hω

。lEH)
に
は

印。

σ
E
w
v三
島
伊
良
。
g
，同
V
P
E
a
g
w
o
I
s
i
s仲
4
3
P
宮
H
P
S

と
あ
っ
て
パ

l
リ
と
同
意
。

句、ぬ
S
8
8
4
S
(回
σ
B
'一VRn同
σ仏・均一句・品
A
F
一吋

l
品
川
町
一
∞
)
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
o

g
g
σ
E
5
5
広
告
官
官
g

q
名
ωHP召

H
q
d
g
m
。z
s
m
v
B
守
山
、
オ
mgmF同
州
阿
古
品
dp目

(
し
か
し
そ
の
比
丘
は
こ
の
此
岸
を
捨
て
る
。
蛇
が
古
く
な
っ
た
旧
皮
を
〔
捨
て
る
〕
よ
う
に
。
)

次
の
サ
シ
ス
グ
リ
ヅ
ト
文
に
な
ら
っ
て
旬
居
間
1
5
H
P
を

k
r
σ
F
t
g
と
解
し
た
。
な
お
こ
の
解
釈
は
出

-
F
g
o目、

N
W
E
E
n
E
s
s
h
s
gミ
h判
官
仇
守
宮
古

h較
的
回

S
S
E
h
a

史

的

m
w
s
s
b
s
s
。噛F
A
S
h
刷ミ宮
shhsm四回司匂
S叫
hb』VRshus幹
事
3
n判
明
司
司
E
S的
hbA高
RS
益
出
国
有
N39Emgω
え
骨
印
]VHmFovopF席。同州
F
S
H
-
H
E
関
口
出
ω件
、
官
町
mpロ
m

sω
凶

Z
H・
5
、
出
O
H
H
E
S史
朗
同
宏
、

MM-gmw
および同十回同門凶・
3
m
k
ω
仏
OHF
吋
v
o
J「
2MM仏
od可印、
V
S
A官、

mw
印刷

vm注
目
。
ロ
え

krsv伊
仙
の
し
す
貯
mHS嵐山口
HM刊誌明性同州(同町旬、札誌、

守
守
色
町
戸
当
宮
島
包
8

5
立
)
R
Y
S
l
g
の
見
解
を
受
け
た
、
中
村
元
博
士
『
ブ
γ
ダ
の
真
理
の
こ
と
ば
感
興
の
こ
と
ぽ
』
(
岩
波
文
庫
)
八
三
ペ
ー
ジ
の
説
明
に
従
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
匂
出
回
VMLHEU
を

k
r
s
g
p仲間
g
の
ま
ま
に
解
す
る
な
ら
ば
、
「
色
香
あ
る
花
を
害
わ
ず
に
」
ま
た
は
「
花
や
色
香
を
害
わ
ず
に
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

L
4
A
J
O
 

『
法
句
経
』
巻
上
(
『
大
正
』
四
、
五
六
三
中
)
に

如
下
蜂
集
ν
華
不
レ
焼
=
色
香
-
但
取
レ
味
去
土
仁
入
レ
車
部
然
。

と
あ
り
、
『
出
曜
経
』
巻
十
九
(
「
大
正
』
四
、
七

O
九
中
)
に
も
同
文
が
あ
る
。
(
但
し
第
二
句
の
焼
を
擾
と
し
て
い
る
。
)

『
法
集
要
領
経
』
巻
こ
に
は

猶
如
下
蜂
採
レ
華
不
レ
壊
エ
色
興
呑
-

但
取
レ
味
飛
去
上
芯
努
入
レ
豪
然

シ
γ
あ
る
。

真
柄
和
人
「
七
仏
偶
波
羅
提
木
叉
に
つ
い
て
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
六
巻
第
二
号
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
、
一
四
ニ

l
一
四
三
ペ
ー
ジ
)
、
平
川
彰
『
律
蔵
の
研
究
』
昭

和
三
十
五
年
二
ニ
七

0
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。
な
お
竹
本
寿
光
「
イ
ン
ド
仏
教
に
於
け
る
過
去
仏
思
想
の
形
成
」
(
『
仏
教
文
化
研
究
』
第
八
号
、
昭
和
三
十
四
年
、
知
思
院
)
に
よ
っ

て
過
去
仏
の
戒
経
に
注
意
を
向
け
さ
せ
ら
れ
た
。
〔
同
論
文
を
恵
送
さ
れ
た
竹
本
氏
に
深
謝
す
る
。
〕

①
「
四
分
律
比
丘
戒
本
』
(
仏
陀
耶
舎
訳
。
『
大
正
』
二
二
、
一

O
ニ
ニ
中
)

②
『
四
分
僧
戒
本
』
(
仏
陀
耶
舎
訳
。
『
大
正
』
二
二
、
一

O
一一一

O
上
)

①
『
四
分
比
丘
尼
戒
本
』
(
仏
陀
耶
舎
訳
。
『
大
正
』
二
二
、
一

O
四
O
中
下
)

④
『
捕
抄
塞
五
分
戒
本
』
(
仏
陀
什
等
訳
。
『
大
正
』
ニ
二
、
ニ

O
O上
)

⑤
『
五
分
戒
本
』
(
仏
陀
什
等
訳
。
『
大
正
』
二
二
、
二

O
六
上
)

①
『
五
分
比
丘
尼
戒
本
』
(
釈
明
徴
集
。
『
大
正
』
二
二
、
ニ
二
ニ
下
)

⑦
『
摩
前
僧
祇
律
大
比
丘
戒
本
』
(
仏
陀
蹴
陀
羅
訳
。
『
大
正
』
一
一
二
、
五
五
五
下
)

(201 ) 
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無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)



文

学

部

研

究

年

報

第
二
十
九
号

①
『
摩
割
問
僧
祇
比
丘
尼
戒
本
』
(
法
顕
、
覚
賢
訳
。
『
大
正
』
一
一
二
、
五
六
四
下
)

①
『
十
諦
比
丘
波
羅
提
木
叉
戒
本
』
(
鳩
摩
羅
什
訳
。
『
大
正
』
二
三
、
四
七
八
下
)

⑮
『
十
諦
比
丘
尼
波
羅
提
木
叉
戒
本
』
(
法
顕
集
出
。
『
大
正
』
二
三
、
四
八
八
上
)

@
『
根
本
説
一
切
有
部
戒
経
』
(
義
浄
訳
。
『
大
正
』
二
四
、
五

O
七
下
)

⑫
『
根
本
説
一
切
有
部
芯
謁
尼
戒
経
』
(
義
浄
訳
。
『
大
正
』
二
四
、
五
一
七
上
)

⑮
『
根
本
薩
婆
多
部
律
摂
』
巻
十
四
(
義
浄
訳
。
『
大
正
』
一
一
四
、
六

O
九
中
)

@
『
根
本
説
一
切
有
部
見
奈
耶
』
巻
五
十
(
義
浄
訳
。
『
大
正
』
二
三
、
九
O
四
下
)

以
上
の
十
四
種
に
は
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
(
但
し
註
記
の
よ
う
な
異
読
が
み
ら
れ
る
。
)

骨

馨
如
下
蜂
採
レ
華

不
レ
壊
=
色
興
呑
-

骨
骨
@
骨
骨
骨

但
取
-
-
其
味
一
去
占
比
丘
入
ν
緊
然

骨
華
を
鳩
摩
羅
什
訳
(
①
)
や
義
浄
訳
(
@
J
@
)
お
よ
び
⑪
は
花
と
す
る
。

ま
比
丘
を
義
浄
訳
(
⑪
J
@
)
で
は
芯
努
と
す
る
。

骨
骨
#
然
を
落
と
す
る
(
即
ち
比
丘
入
-
桑
落
-
と
す
る
)
の
は
②
、
④
、
③
、
⑦
、
①
、
①
の
六
種
。
但
し
⑦
、
@
、
①
の
宋
元
明
三
本
は
然
と
す
る
。

本
、
③
の
宋
一
克
明
三
本
お
よ
び
宮
本
は
落
と
す
る
。

@
①
の
三
木
、
宮
本
、
聖
本
は
出
褒
落
と
い
う
。

『
根
本
説
一
切
有
部
芯
謁
尼
昆
奈
耶
』
巻
二
十
(
義
浄
訳
。
『
大
正
』
ニ
四
、
一

O
一
九
下
)
に
は

響
如
下
蜂
採
レ
花
不
レ
壊
=
色
興
番
目
但
取
=
其
味
-
去
上
尼
入
司
暴
落
-
然

『
解
脱
戒
経
』
(
般
若
流
支
訳
。
『
大
正
』
一
一
四
、
六
五
九
中
)
に
は

骨

馨
如
下
蜂
採
ν
花
但
取
ニ
其
香
味
-
持
至
中
所
レ
住
処
上
比
丘
入
ν
豪
然
(
骨
宮
本
は
落
と
す
る
。
)

と
訳
さ
れ
て
い
る
。

「
影
印
北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
』
必
出
。
・

5
ω
H
印。。由。
HlFmHa司
旬
、
官
白
色
。

HV-E@
弔

(
H
向
。
「
ロ
ゲ
担
)u
お
よ
び
岡
山
崎

Z
0・
5
お
り
mol印
Z
P
B
品目

8
6由。?笹山、
Ha宮佐

田
血
。
司
市
-
M
切旬。∞|凶

g
t
(
H向
。
日
・
忠
弘
'
宅
)
に
は

一下回
g
H
げ

CDiσ
伊

goism-Fω

一

一一
WV伊
sb。
閃
仏
ユ
lHP
民
民
何
回
。
仏
s司
PH
一

一一
W
V出
eσ
伊
σωVM押
}ω'ロ伊
ω
ザ司]一回一回
Haぴ
mvHE汁
mwH
一

一心。
B

ぴ
田
町
民

HMA打
伊
国
ぴ

tMνmFmH。
p'仏，
Z

同的河口一

と
あ
っ
て
、
サ
ン
ス
グ
リ
ッ
ト
文
に
一
致
す
る
。

『
増
萱
阿
含
経
』
巻
四
四
(
楢
伽
提
婆
訳
。
『
大
正
』
ニ
、
七
八
七
上
)
に
は

華
:
茶
色
甚
呑
潔
子

他
方
①
の
明
木
、

宮
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以
レ
味
恵
布
施
他
よ
道
土
遊
-
-
豪
落
-

と
あ
っ
て
、
他
の
訳
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
。

な
お
『
昆
尼
母
経
』
巻
六
(
失
訳
。
『
大
正
』
二
四
、
八
三
六
中
)
に
は
、
倶
留
孫
仏
と
関
係
な
く
、

る。
汝
行
時
憧
常
如
z
蜂
採
=
花
木
-
所
レ
獲
好
悪
中
或
遅
或
疾
得
如
下
蜂
取
二
花
味
-
不
占
レ
壊
z
其
色
香
-

右
の
後
の
四
旬
、
が
、
倶
留
孫
仏
の
戒
経
に
近
い
。

忠
明

U
E言
明
、
急
三
九
宣
言
。
仏
・

σ凶可制
-
F
g
B
S
F
S仏仲叶・

σ凶
可
巧
-
m
o
Z
σ
ユロ
m
w
p
v
E
a
m
vぴ
E

E
将
司
・
「

松
濡
誠
廉
「
ダ
サ
ヴ
ェ

l
ヤ
l

p
ヤ
・
ス
γ
タ
」
(
『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
五
三
輯
、
一
九
六
八
年
)
三
ペ
ー
ジ
参
照
。

当
官
民
2
F
Z
B
8
3
r
S
F混同
H
S
H
o
p
u
O意
図
s
s号
a
h
w
思
hpH
句、
s
s
p
p
s岳

(
H
h
b
s
h
w
o
S恒三)、

z
s
a
p
s
g
m
R
H
V
H
O盟
、
出
。
E
ゲ
ミ

Z
N
U
(
Z印可

と
略
)
凶
γ
凶
コ
ア
叶
・
同
・

(UHHESEE-仲口同
E
E件
。
子
一
吋
営

M
a
s
s、shh制門同一司令
§
h
w
a
n
r
s
g
r
H
w
m
h。
遣
事

S
Eミ
ミ
切
立
句
、
お
お
礼
的
ト
ミ
白
司
令
』
g
m刷、。
t
P
K
F門凶
M
B吋

ピ
σ
g
q
M
S
S
(〉
門
戸
)
司
・
ニ
士
l
p

z.m同MM}・
hzmwH4lHfkp〔
門
戸
匂
・
児
出
回
∞
1
g
(
h
S遣
い
て
ね

hS1
句
、
凶
・
ヨ
凶
)
-

z
m一句司・

hzωgighkF門同一戸

]YNω
唱曲
1
8
(
h
a
s暗号
hrst句、
.M-J3)
・

Z
印】
V}U-tmw曲
の

HVhHHmF一句碑
E
s
を

kF円円
F

司
・
お
匂
に
よ
っ
て

}
S
E喝
容
E
t
と
改
め
る
o

z
m一勺

HU・
企
む
∞
l
y
p

。FH
V・
HOω
由

l∞.

Z
印刷
V
匂・注目斗
THOU
民・

kp白
F
M
V・
エ
屯
・

『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
七
巻
図
版
8
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。

比
丘
が
村
に
行
乞
ず
る
時
の
心
掛
け
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い

仙
人
行
=
世
間
-

修
レ
善
亦
如
レ
是
:
・
・

23 (
M
)
 

(
お
)

(
部
)

(
幻
)

(
犯
)

(
却
)
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む

す

び

ー
!
原
始
仏
教
経
典
研
究
の
問
題
に
関
連
し
て

1

|

以
上
、
足
切
M
m

の
ミ
&
の
初
め
の
四
章
(
尽

.
5∞1
口同)
の
中
、
と
く
に
最
初
と
最
後
の
ニ
章
を
逐
次
、
解
説
し
て
き
た
。
彪
大
な
足
切
恥
の
全
体
を
僅
か
の

詩
句
か
ら
推
し
量
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
慎
し
む
べ
き
で
あ
る
が
、

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
足
N
w
p

の
中
に
も
仏
教
と
共
通
の
詩
句
が
あ
り
、
同
様
の
考
え
方
1

l

人
生
を
苦
と
観
じ
無
常
と
思
う
見
方
、
渇
愛
や
欲
望
の
否
定
、

無
所
有
、
出
家
志
向
ー
ー
が
あ
っ
た
。
無
常
観
や
無
所
有
の
志
向
が
ジ
ャ
ィ
ナ
と
共
通
で
あ
り
、
ジ

ヤ
ィ
ナ
と
共
通
の
詩
句
も
あ
っ
た
。

仏
教
と
共
通
の
詩
句
は
、
」
-
h
&
の
初
め
の
四
章
に
お
い
て
、
大
体
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

い
ま
対
比
さ
れ
る
仏
教
資
料
の
所
在
の
主
な
も
の
を
下
に
挙
げ

て
示
し
て
み
よ
う
D

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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HN・]{吋
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品∞
mw})
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第
二
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九
号

ぇ・'、
hNh制bh制
AFNω
〈

-
N

。同・

qmF州おお
GQ命
令

M
・
HH
え

ぇ
-
q
m問
削
芯

RNM・
NW
円、
-S思
S
G
Q命
令
川
ω。・内
ωH

。同・

h
h
hお
b
Q
ω
ω
C
J
1・
ω

ぇ・'、
hHQbaucmw
ぐ・品

。同・門、札

hJSH語、
hm制同・

ωω

。同・

q
m内
向
ー
ミ
ミ
ミ
hhNH
・∞

え
-
b
p
sさ
さ
も
お
礼
お
お
l
h
S
M
q
m内向
S
Sミ
向
お
お
-
E
1
5

え
-
b
b
h制s
s
h判、
QmNhH
品一吋
llhtphN吋∞、円、一思想
s
g
a
s
-
∞∞

え
-
U
M
W
Q遣
さ
m刷
、
ミ
shmmpqmNh州s
s
e
s命
令
同
∞
-
E
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ぇ
・
円
、
札
ね
sadhHAm制
同
・
企

え
-qmp恕
S
N・
HMの
門
同

え
-
q
m叫恥刊誌お

N
・
MM
門、札
h
s
s
e帆刷、
h
Q
ω
c・
2

。同・

h
h
N
Q
b
a
g∞
ぐ
-
H
N
F
円
~
&
遺
言
、
hぉ
ω。
・
念

仏吋旬且官

NN・
]{lN
の同・

hhhh制b
s
ω
ω
C
J刊・
ω

NN・
ω
l品
広
・

h
a
m制bm制
ω
ω
C
ぐ
-
N

NN・
=
l
H
N
a・
hh問
msba
印

ωmvJ可・

5
∞

υI 
σコ

以
上
大
体
一
七
偶
で
あ
る
。

ミ
NWMV

】凶・]{∞
mw・∞日刊}、匂

HN・
M

吋]{・∞∞

ジ
ャ
ィ
ナ
資
料

。同・円、社帆刷、

hkSいておいてお
3mga号
令
同
品
・
也

ぇ
-
q
H
Hねる礼砕いておいておおお的風刺岡、
s

E
・
N
H
J
M∞

ぇ・

qHNQミ
ミ
モ
h
q
s
s
ぬき
m
y
E

右
の
五
偶
の
中
、
前
後
の
二
備
は
仏
教
資
料
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

る。
仏
教
、
資
料
と
の
詩
句
の
共
通
性
は
、
数
の
上
で
は
多
い
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
内
容
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
や
は
り
看
過
で
き
な
い
よ
う
で
あ

仏
教
と
共
通
の
考
え
方
と
い
う
べ
き
も
の
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

会
う
者
に
は
必
ず
別
離
が
あ
り
(
出
向
句
、
v
H
N・
5
∞・

5
取
意
)
、
人
は
た
え
ず
死
に
直
面
し
て
お
り
、
死
が
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
(
お
・

5
∞
-
P
E
)
、

と
い
う
よ
う
に
、
人
生
を
無
常
と
観
じ
、
苦
と
感
じ
、
そ
の
苦
の
図
を
渇
愛
(
芯
叩
MMmFus・
5
∞
-
E
)
や
欲
望
(
片
山
田
P

5
・
5
∞・

ω忽
と
見
て
、
そ
の
渇
愛
の
減

無
欲
に
し
て
無
所
有
の
境
地
が
讃
美
さ
れ
る

(
5
.
q
y
s
h
g
。
渇
愛
や
欲
望
の
減
を
め
ざ

(205 ) 

し (
仲
羽
信
仰
t
g
a
m
w
)

が
最
高
の
楽
で
あ
り
(
尽

.
5∞・∞∞
L
2
.
2
)
、

不
殺
生
や
真
実
等
の
戒
行
を
ま
も
る
べ
き
こ
と
な
ど
が
説
か
れ
る

(
5
.
5
m
v
.
N印
1ω
同)。

厭
世
観
(
巳

3
a
ω
)
を
生
じ

(
5・
ロ

Y
E
U∞)、

出
家
し

(
5・
5
∞.忠一切む
H・
5
)
、

~一
hNwp
に
見
ら
れ
る
右
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
仏
教
を
葬
第
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
整
理
す
る
な
ら
ば
、
仏
教
の
四
諦
(
苦
・
集
・
減
・
道
)
に
お
さ
ま
る
内
容

で
あ
ろ
う
口
尤
も
足
切
Mm
に
は
四
諦
や
八
正
道
に
あ
た
る
語
は
な
い
で
あ
ろ
う
口
し
か
し
、
仏
教
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
単
純
に
、
苦
の
因
を
渇
愛

に
見
る
と
か
、
渇
愛
の
減
が
苦
の
減
、
し
た
が
っ
て
楽
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
だ
け
を
も
っ
て
、
仏
教
の
見
方
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
口
そ

の
よ
う
な
考
え
方
は
先
に
民
句
、
v

に
お
い
て
見
て
き
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
か
な
り
に
広
く
行
わ
れ
た
考
え
方
で
あ
る
こ
と
も
、
」
一
向
出
暑
の
他
の
巻
や
他
の
文
献
に

お
け
る
同
一
詩
句
の
使
用
t

ゃ
、
引
用
に
お
い
て
窺
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
口
仏
教
の
四
諦
の
よ
う
な
考
え
方
は
仏
教
に
限
ら
な
い
こ
と
ま
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い

(

1

)

(

2

)

L

V

(

3

)

 

た
即
ち
医
学
や
ヨ

1
ガ
学
派
等
の
資
料
に
四
諦
に
類
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
し
か
し
現
存
の
資
料
に
よ
る
か
ぎ
り
、
仏
教
の
四
諦
の
方
が
古
い
、
と
考
え
る
方

が
、
無
理
が
な
い
で
あ
ろ
う
口
も
っ
と
も
、
仏
教
の
経
論
も
ま
た
四
諦
を
医
療
法
の
四
種
の
段
階
に
比
し
、
如
来
を
医
者
に
輪
え
て
辺
。

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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第
二
十
九
号

四
諦
の
考
え
方
の
萌
芽
あ
る
い
は
起
原
が
、
本
来
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
決
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
仏
教
が
四
諦
の
教
え
を
確
立
し
、
註
釈
を
加
え
つ
つ
、
相

伝
し
て
来
た
こ
と
は
-
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
口
そ
う
し
た
註
釈
的
説
明
(
主
に
散
文
)
の
中
に
は
、
仏
教
の
特
有
の
表
現
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
無
常
観
や
厭
世
観
、
渇
愛
や
欲
望
の
否
定
が
仏
教
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
苦
・
集
・
減
・
道
に
類
す
る
考
え
方
も
、
仏
教
に
限
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
見
た
。

仏
教
が
イ
ン
ド
に
起
っ
た
以
上
、

一
般
の
イ
ン
ド
思
想
を
背
景
に
し
て
い
る
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
仏
教
が
一
般
の
イ
ン
ド
思
想
の
中
に

何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
、
以
上
に
お
い
て
見
て
き
た
こ
と
は
、
仏
教
と
は
何
か
、
仏
教
の
仏
教
た
る
所
以
、
仏
教
の

特
色
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
反
省
を
せ
ま
る
も
の
で
も
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、

仏
教
が
独
立
に
仏
教
で
あ
り
う
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
体
系
的
な
仏
教
々
理
の
組
織
が
待
た
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
も
っ
と
も
仏
教
の
独
立
性
は
教
団
の
確
立
、
儀
礼
や
修
行
法
の
確
立
を
も
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
教
理
の
体
系
化
が
よ
り
重
要
で
あ
ろ
う
。
修
行
法
や
儀

仏
教
の
体
系
は
い
つ
出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ウ
ワ
ル
ネ
ル
(
肘
江
岳
明

E
口
当

mw口同
席
同
)
は
、
『
仏
教
の
体
系
の
成
立
』

(
b
t
岡
市
柏
な
号
、
ザ
ミ
持
影
、

sm史、史的
1

(206 ) 

礼
も
ま
た
教
理
に
支
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

s
s
s
U
3
S
S的
、
足
弘
司
令

H
P
F
H
m
s
m
S吋
H
Z円・∞)
と
い
う
論
文
の
中
で
、
「
仏
教
に
お
い
て
は
体
系
の
形
成
は
他
の
哲
学
的
諸
体
系
に
お
け
る
よ
う
に
は

行
わ
れ
な
い
で
、

主
要
な
根
本
思
想
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
体
系
に
発
展
す
る
」

と
い
い
、
説
一
切
有
部
の
法
勝
(
り

F
E
H
E恥
巴
)

の
『
阿
見
曇
心
論
』

(KSEI

帆
芯
ミ
遺
帆
判
的
札
刊
さ
)

に
始
め
て
体
系
の
形
成
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
仏
教
の
哲
学
的
体
系
の
形
成
を
問
題
と
し
て
い
る
。

哲
学
的
体
系
を
問
題
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
解
答
が
出
て
く
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
以
前
に
仏
教
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
口
哲
学
的
体
系
に
は
な
ら
な
い
が
、
諸

種
の
教
説
を
集
め
、
分
類
し
、
解
説
し
、
綜
合
す
る
と
い
う
努
力
は
、
原
始
経
典
(
阿
含
・
ニ
カ
l
ヤ
・
律
)
の
中
(
特
に
散
文
部
)
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
口
先

に
も
触
れ
た
四
諦
や
縁
起
等
の
教
え
に
つ
い
て
は
原
始
経
典
の
中
に
解
説
(
註
釈
経
、
散
文
か
ら
成
る
)
が
あ
る
。
と
く
に
修
行
の
体
系
と
し
て
、
諸
種
の
教
説
を

(5) 

綜
合
し
整
理
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
匂
必
雪
I
H『
札

b
e
s
(
長
部
)
第
一
巻
は
、
戒
・
定
・
繋
(
三
学
)
を
骨
子
と
し
て
、
そ
の
中
に
諸
種
の
教
説
や
物

語
を
も
含
め
て
、
仏
教
を
綜
合
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
戒
・
定
・
惑
は
阿
含
・
ニ
カ
1
ヤ
の
処
々
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
四
念
処
は
自
己

の
身
・
受
・
心
・
法
を
あ
り
の
ま
ま
に
観
察
す
る
~
修
行
法
で
あ
?
る
が
、
そ
の
中
に
入
出
息
念
、
念
身
、
不
静
観
、
七
覚
支
、

(

6

)

(

7

)

 

説
を
網
羅
す
る
よ
う
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
八
正
道
の
解
釈
(
註
釈
的
経
典
)
を
見
る
と
八
正
道
は
四
諦
、
戒
、
四
正
勤
、
四
念
処
、
四
禅
を
含
ん
で
い
る
。
四

(
8
)
 

諦
は
八
正
道
を
伴
っ
て
い
る
が
、
四
諦
に
十
二
縁
起
を
結
び
つ
け
る
解
釈
も
あ
る
。
阿
含
・
ニ
カ
l
ヤ
全
体
と
し
て
は
、
仏
教
の
体
系
と
い
う
も
の
は
認
め
が
た
い

け
れ
ど
も
、
そ
の
中
(
特
に
散
文
の
経
典
)
に
は
諸
種
の
体
系
化
へ
の
努
力
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
体
系
化
へ
の
試
み
は
、
恐

ら
く
は
仏
教
に
特
有
の
内
容
を
多
く
含
む
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
諦
の
説
明
を
見
る
と
、
苦
の
因
と
し
て
の
渇
愛

(
S
M
M
V
仰
)
は
、

W
仰E
m

エS
H
b
(
欲
愛
)
、
ず
げ
ミ
-mWISHMV
仰
(
有J
愛
)
、
託
げ
V
S
-
守
ZS-mV(無
有
愛
)
の
一
ニ
と

(

9

)

(

叩
)

せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
類
は
恐
ら
く
は
仏
教
特
有
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
乱
げ
廿
仰
ぐ
守

g世
H
M
m
v

の
本
来
の
意
味
が
、
「
繁
栄
欲
」
(
木
村
泰
賢
)
か
「
断
見

(

江

)

(

臼

)

論
者
の
有
す
る
愛
」
(
宇
井
伯
寿
)
か
或
い
は
「
生
存
の
減
無
を
望
む
妄
執
」
(
中
村
元
)
で
あ
る
か
、
問
題
と
な
る
の
は
、
今
で
は
仏
教
特
有
の
限
ら
れ
た
例
し
か

な
い
た
め
に
、
的
確
な
解
釈
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

原
始
経
典
に
見
え
る
諸
種
の
教
説
の
中
に
は
、
部
分
的
に
は
仏
教
外
に
起
原
が
あ
る
も
の
も
少
な
く
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
原
始
経
典
自
体
も
あ
る
種
の
教

(
臼
)

説
や
行
法
を
外
道
と
共
通
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
な
お
、
そ
れ
ら
を
自
家
薬
籍
中
の
も
の
と
し
、
仏
教
特
有
の
も
の
と
す
る
努
力
が
あ
っ
た
こ
と

(207) 

う
か
が
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

仏
教
経
典
の
中
に
、
仏
陀
の
真
説
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
今
日
で
は
、
殆
ど
絶
望
的
に
近
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

原
始
経
典
の
中
で
も
、
韻
文
(
詩
節
、
偽
)

(
日
)

(
経
集
)
や
匂
M
R
刊
さ
遺
Q
M
v
a
h
E
(
法
句
経
)
が
、
「
プ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
」
と
し
て
邦
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
原
始
経
典
の
中
、
韻
文
部
分
の
研
究
が
著

の
形
で
説
か
れ
る
も
の
の
中
に
、
最
古
の
資
料
が
あ
る
、

(

M

)

(

日
)

と
い
う
こ
と
が
最
近
強
調
さ
れ
て
い
る
。

M
E恥同窓唱。合
h
H
S

し
く
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
-
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
稿
で
も
見
た
よ
う
に
、
仏
教
に
伝
え
る
詩
節
の
中
に
は
足
切
F

や
ジ
ャ
ィ
ナ
の
聖
典
と
共
通
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

こ
こ
で
、

原
始

経
典
の
詩
節
〈
偶
)
の
中
に
仏
教
の
真
髄
を
求
め
よ
う
と
い
う
見
方
に
は
注
意
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
最
古
の
詩
句
の
中
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
、
仏
教
特
有
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
す
で
に
「
韻
文
の
部
分
に
は
仏
教
特
有
の
も
の
が
殆
ど
な
い
」
と
い
う
研
究
成
果
も
出

(
汀
)

て
い
る
。

韻
文
か
ら
成
る
詩
句
は
韻
律
の
関
係
で
変
更
を
受
け
に
く
く
古
形
を
保
存
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
パ

1
リ
経
典
の
最
古
層
の
韻
文
部
分
も
ど
れ
だ
け
古

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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く
遡
り
う
る
か
、
甚
だ
疑
問
で
あ
ろ
う
。
。
ハ

l
リ
語
を
甚
だ
古
い
も
の
と
考
え
、
そ
の
経
典
を
ア
シ
ョ

l
カ
王
以
前
に
お
く
学
説
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
碑
銘
等
の
研

(
臼
)

究
に
も
と
守
つ
い
て
、
。
ハ

l
リ
経
典
は
早
く
と
も
紀
元
前
二
世
紀
に
ま
で
下
る
と
い
う
主
張
も
あ
る
。
現
存
の
原
始
経
典
の
最
古
の
韻
文
部
分
が
出
来
る
以
前
に
も
何

口
承
に
よ
っ
て
、
仏
陀
の
教
え
や
仏
弟
子
の
教
え
が
伝

程
か
の
年
月
の
問
、
仏
教
が
在
り
続
け
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
た
と
い
文
章
と
し
て
残
さ
れ
な
く
と
も
、

ア
シ
ョ
l
カ
王
の
カ
ル
カ
ッ
タ
・
バ
ィ
ラ
l
ト

(
(
U
P
H
の
ロ
叶
丹

mFl

え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
散
文
の
経
典
も
ア
シ
ョ

l
カ
王
の
こ
ろ
に
は
存
在
し
た
こ
と
は
、

(
四
)

出
巳
同
忠
ミ
出
何
回
m
F
H
)

同国
1

国
民
同
伊
丹
)
法
勅
の
七
種
の
法
門
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
但
し
そ
の
頃
、
散
文
の
経
典
が
存
在
し
て
い
て
も
、
現
在
ま
で
同
一
の
形
で
伝
え
ら

れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
韻
文
の
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
事
実
ア
シ
ョ

1
カ
王
の
法
勅
に
出
て
く
る
経
典
名
は
現
在
の
パ

l
リ
語
と
は
異
な
り
、
当

時
。
ハ
1
リ
語
の
経
典
が
存
在
し
た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
、
紀
元
前
二
世
紀
ご
ろ
の
バ
ハ
1
ル
フ
ト
の
塔
の
銘
文
か
ら
は
、

(
却
)

在
が
知
ら
れ
る
。
経
典
そ
の
も
の
の
存
在
を
あ
ま
り
遅
く
見
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

五
一
一
カ
1
ヤ
の
存

散
文
で
伝
え
ら
れ
た
教
え
の
中
に
も
、
所
伝
を
異
に
す
る
多
数
の
資
料
の
中
に
共
通
に
出
て
く
る
も
の
の
中
に
は
、
古
く
か
ら
の
仏
教
説
を
伝
え
る
も
の
が
あ
る

に
相
違
な
い
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
な
仏
教
の
体
系
化
へ
の
努
力
も
主
に
散
文
の
経
典
に
認
め
ら
れ
、
し
か
も
そ
こ
に
見
ら
れ
る
主
な
教
理
に
は
、
所
伝
を
異
に
す
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る
資
料
を
も
含
め
て
多
数
の
資
料
に
共
通
に
見
ら
れ
る
も
の
も
多
い
の
で
あ
る
。
散
文
の
経
典
が
現
存
の
形
を
得
た
の
は
韻
文
に
遅
れ
る
に
し
て
も
、
内
容
上
古
い

教
え
を
保
存
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
散
文
の
経
典
に
こ
そ
仏
教
特
有
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
韻
文
の
詩
句
は
多
く
は
断
片
的

で
、
ま
と
ま
っ
た
思
想
を
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
し
か
も
、
そ
の
内
容
は
的
確
に
把
握
し
が
た
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
韻
文
の
部
分
が
仏
教
説
を
全

部
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
口
仏
教
の
教
理
が
あ
る
程
度
ま
と
め
ら
れ
る
頃
に
も
、
韻
文
は
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
韻
文
が
必
ず
し
も
そ
の
教
理

を
全
部
含
ん
で
い
る
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
韻
文
の
中
に
は
教
理
の
面
倒
な
議
論
は
含
ま
れ
に
く
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
原
始
経
典
の
散
文
の
部
分
に
顧
慮
す
る
必
要
が
も
っ
と
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
仏
教
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
、
仏
教
が
い
つ
仏

(
紅
)

教
特
有
の
も
の
を
形
成
し
た
の
か
、
と
い
う
間
い
に
答
え
る
た
め
に
も
、
散
文
部
分
の
重
要
性
が
大
で
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
従
来
そ
の
点
は
必
ず
し
も
意
識

さ
れ
て
い
な
い
口
問
題
を
提
起
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

註

1 

次
の
註
に
示
す
よ
う
に
医
学
H
医
療
論
(
巳

E
S虫
仰
印
仲
門
戸
)
は
次
の
四
部
門
か
ら
成
る
と
い
う
0

8
宮
(
病
)

同。宮
1
v
o
g
(病
の
困
)

目
。

qmH(無
病
)

st主
M
B
(薬
)

国
-
問
。
吋
F
」

R
Q
S悼
と
に
ミ
」
「
暗
駒
内
法
令
噛
抽
出
書
記
玄
師
事
(
同
唱
柏
町
志
向
。
、
町
長
s
o
¥
N
S
n
r
s
Aミ
お
芯
同
2
目安
mw
〈。
H・
]hHHU
同

V
m
F
1
2
・
印
可
旦
出
話
吋
m
z
m
w
A
Y
司
一
ヤ
品
。
1lS
は
、
四
諦

は
イ
ン
ー
医
学
の
四
つ
の
根
本
的
項
目
に
外
な
ら
ず
、
正
に
ヨ
l
ガ
説
に
お
け
る
よ
う
に
人
類
の
精
神
的
治
療
に
応
用
さ
れ
た
と
し
、

s
h
s
s
h
き
E
E
q
s
N・
5
お
よ
び

h
a
s
a
s
a
s
s
毘
y

主
∞
"
品
認
を
引
い
て
、
仏
教
徒
に
も
四
諦
と
医
学
と
の
関
係
が
知
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
。
旨
・
者
宮
件
。
H
E
R
-
q
h
h
o
E
S
H
R
丸
亀

S
R庶
民
営
S
E
H
h
a

g
H
S『
口
阿
国

E
H
P
F
E
]
U
N
M
m
g
N。
‘
句
-
E
ω
(中
野
義
照
訳
『
イ
ン
ド
の
学
術
書
』
一
八
九
ペ
ー
ジ
)
も
「
四
聖
諦
の
説
」
が
医
学
か
ら
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
全
く
あ
り
そ
う

な
こ
と
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
〔
但
し
註

(
3
)
に
も
見
る
通
り
出
・

0
5
8げ

oa
は
そ
う
い
う
見
解
に
反
対
し
て
い
る
。
〕

ま
た
中
村
元
『
原
始
仏
教
の
思
想
』
下
三
五
ペ
ー
ジ
以
下
に
、
四
つ
の
真
理

(
H
四
諦
)
と
医
学
と
の
連
関
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
「
四
つ
の
真
理
の
説
は
・
・
・
と
き
に
は
医
術

の
警
喰
を
引
い
て
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
当
時
の
医
術
か
ら
思
い
つ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
い
、
『
雑
阿
合
経
』
巻
十
五
(
三
八
九
経
)
を
引
い
て
説

明
し
、
さ
ら
に
ヨ
l
ガ
派
の
例
(
次
の
註
を
見
よ
)
を
引
い
て
か
ら
、
「
こ
の
考
え
方
は
、
イ
ン
ド
一
般
に
行
き
わ
た
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
仏
教
の
影
響
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
」
と
い
う
。

同。
hsa伯
母
『
や
~vNvhgu』
Q
N・
広
一
に
は
こ
う
い
う
。

『
そ
こ
で
こ
の
大
き
な
苦
の
集
り
(
仏
国
一
fwv伊
l
g
B
g宮
、
河
旬
、
)
の
生
起
の
種
子
(
官
与
vpd，
mT宮
古
)
が
無
関
(
雪
広
志
、
)
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
(
無
関
の
)
無
の
因
は
正
見

令
官
出
口
可
阿
世
間
1

仏
R
P口
町
乙
で
あ
る
。

例
え
ば
医
療
論
(
の
倖
津
島
l白血仲
Hmv)
は
、
病
(
吋
O
哲
)
・
病
の
因

(Hom?vog)
・
無
病
(
昨
omu話
、
)
・
薬
(
ぴ
HM伊
I
a
u
E
)
と
い
う
四
部
門
を
有
す
る

(
g
g
?
J斗
AMHE)。
同

様
に
こ
の
{
ヨ

i
ガ
の
〕
論
(
岱
∞
可
也
、
)
も
、
輪
廻
・
輪
廻
の
因
(
印
E
H
g
p
g
l
z
g
)
・
解
脱
・
解
脱
の
方
便
(
目
。
w官
t
z
g
)
と
い
う
、
ま
さ
に
四
部
門
を
有
す
る
。

そ
の
中
で
苦
多
き
輪
廻
は
断
ず
べ
き
(
宮
古
)
で
あ
る
。
勝
因
と
霊
我
と
の
結
合

(g恒
吉
宮
)
は
断
・
す
べ
き
も
の
(
苦
)
の
因

(
'
Z
E
)
で
あ
る
。
結
合
の
絶
体
的
な
停

止
す
守
判
耳
目
、
滅
)
は
断

(VMHHE)
で
あ
る
。
断
の
方
便

(IHH1匂
戸
)
が
正
見
で
あ
る
。
』

右
に
よ
る
と
ヨ
i
ガ
の
体
系
は
次
の
よ
う
な
四
部
門
か
ら
成
る
。

F
4
p
(
断
ず
べ
き
も
の
)
H
苦
多
き
輪
廻

Z
U
1
h
T
V
o
g
(断
。
す
べ
き
も
の
の
因
)
H
勝
因
と
霊
我
と
の
結
合
(
そ
の
結
合
の
因
は
無
明
)

V川
E
P
(断
)
H
勝
因
と
霊
我
と
の
結
合
の
停
止

HHmg-Fd】
品
、
官
、
(
断
の
方
便
)
H
正
見

シ
ャ
ン
カ
ラ

(
1
E
E
)
に
帰
せ
ら
れ
る

Nusミ
s
a
s
s
-急
S
1
0
5

、3
5
3
(ミ
s
a
c
s間
違
選
S
H
O
S
E
E
E
司
凶
)
に
も
右
の
文
が
引
か
れ
て
説

明
さ
れ
て
い
る
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3 

グ
ィ
ジ
ュ
ニ
ャ
l
ナ
・
ピ
ヒ
グ
シ
ュ
(
認
可
Z
H
5
1
げ
E
E
¢
)
の
川
知
選
ま
い
て
お
B
M
u
s
e
s
s
s
a
s
g
h
刊
号
令
冒
頭
緒
言
の
終
り
(
同
お
き
竜
丸
O
司
令
S
H
a
P
3
2
〈
己
-
N
司
・
ω
)
に
も

『
そ
こ
で
こ
の
解
脱
の
論
(
日
o
g
m
F
l
治
的
背
伊
)
も
医
療
論
の
よ
う
に
四
部
門
を
有
す
る
。
即
ち
例
え
ば
病
・
無
病
・
病
の
縁
(
H
C
官
'
巳
門
罰
、
回
旬
、
)
・
薬
と
い
う
四
つ
の
部
門

(
ぐ
可
回
附
岡
山
、
)
即
ち
部
集
(
印
m
F
自
己
居
)
が
、
医
療
論
に
教
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
、
断
ず
べ
き
も
の
・
断
・
断
ず
べ
き
も
の
の
因
・
断
の
方
便
と
の

四
つ
の
部
門
が
、
解
脱
の
論
に
教
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
解
脱
を
欲
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
認
識
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

そ
の
中
で
三
種
の
苦
が
断
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
(
苦
の
)
絶
対
的
停
止
が
断
で
あ
る
。
ま
た
原
質
と
霊
我
と
の
結
合
を
門
と
す
る
無
弁
別
(
伊
〈
守
井
戸
)
が
断
ず
べ
き

も
の
の
因
で
あ
る
。
し
か
し
弁
別
知
(
乱
2
w
m
v
l
w
v
u
可
似
江
)
が
断
の
方
便
で
あ
る
。
』

こ
こ
で
は
順
序
が
先
の
例
と
違
っ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

出
向
目
的
E
H
H
O
E
Sゲ
O
H
m
w
切
言
問
h
g
t
p
区
同
(
木
村
泰
賢
・
景
山
哲
雄
訳
「
併
陀
』
一
一
一

O
四
ペ
ー
ジ
)
は
「
四
聖
諦
の
中
に
仏
教
思
想
の
最
も
古
い
叉
典
拠
と
な
る
べ
き
表
明

を
認
む
べ
き
で
あ
る
」
と
言
い
、
四
聖
諦
を
も
っ
て
仏
教
の
教
理
を
説
明
し
て
い
る
。

世
親
の
『
倶
舎
論
』
(
玄
英
訳
、
巻
二
二
、
『
大
正
』
一
一
九
、
一
一
四
上
)
に
は
、
「
良
医
経
」
を
引
い
て
四
諦
を
医
療
法
に
、
如
来
を
大
医
王
に
比
し
て
い
る
。
真
諦
訳
『
倶
舎
釈

論
』
巻
十
六
(
『
大
正
』
二
九
、
二
六
六
中
)
に
も
「
医
馨
経
」
と
し
て
出
て
い
る
が
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
サ
γ
ス
グ
リ
ッ
ト
文
入
向
。
と
む
翼
連
や
官
官
窓
念
、
お
包
・
げ
可
可
-

H
V
H
P
仏
E
F
同
V
E
g
g
S
M
一
句
・
ω
凶
∞
に
は
引
用
文
が
殆
ど
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
J
E
一
肌
。
自
は
日
の
註
釈
(
d
R
忠
君
。
m
F
R
P
M
一
司
、
言
明
h
ぎ
芯
A
S
&
ト
ミ
S
S
O
S
t

ミ
札
刺
客
い
て
ね
H
V
m
P
1
H
H
司
・
2
品
)
に
あ
た
っ
て
お
り
、
〈
凶
可
刷
、
仏
一
何
回
可
思
一
Z
巳
H
P
の
名
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
玄
英
訳
に
引
か
れ
る
経
文
を
出
し
て
み
る
(
括
弧
内
は
吋
怠
。
目
R
E

に
よ
る
)
。

『
夫
れ
医
王
(
E
H
I
a
)
は
謂
は
く
四
徳
(
p
p
m
伊
)
を
具
足
し
て
能
く
毒
の
箭
を
抜
く
(
臥
p
q
S
ち
R
g
。
一
に
は
普
く
病
の
状
を
知
り
(
思
包
E
t
E
臥

E)、
ニ
に
は
普
く

病
の
因
を
知
り
(
抑
E
S
5
5
5
v
宮
中
E
E
F
)
、
三
に
は
普
く
病
の
愈
を
知
り
(
思
包
g
s
官
p
v
g
p
t
E
E
J
K
四
に
は
善
く
良
薬
を
知
る
(
司
E
V
8
8
3
0守

与
包
阿
H
E
M
-
p
l
m
V
3
許
可
似
B
m
g
d
q
P
9
m
v
s
w
a
F
f
w
断
ぜ
ら
れ
た
病
の
未
来
に
お
け
る
不
再
発
を
知
る
)
。
如
来
も
ま
た
爾
な
り
。
大
医
王
と
な
り
て
如
実
に
苦
・
集
・
滅
い
道
を

了
知
す
。
』
〔
な
お
『
倶
舎
論
』
お
よ
び
吋
弘
。
自
注
E
の
註
釈
に
お
け
る
て
い
て
ミ
E
'
包
同
司
令
を
岡
、
。
巳
∞
仏
O
F
〈
m
L
H
宮
司
o
g
ω
仲

P
ぐ
司
包
底
的
巳
H
m
v
。
ロ
F
O
明
。
ロ
吋
〉
H
3
1

g
q
g
M
H同
A
h
s
。
ω
司
一
勺
・
ω
吋
∞
l
ω
∞
。
、
が
紹
介
し
て
い
る
。
〕

こ
の
経
は
パ
l
リ
経
典
に
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
『
雑
阿
含
経
』
巻
十
五
(
三
八
九
経
、
『
大
正
』
二
、
一

O
五
上
中
)
、
施
護
訳
『
医
喰
経
』
(
『
大
正
』
四
、
八

O
ニ

上
中
)
に
相
当
す
る
。

宇
井
伯
寿
「
八
聖
道
の
原
意
及
び
其
変
遷
」
(
『
印
度
哲
学
研
究
』
第
三
)
は
、
「
修
行
道
の
大
綱
」
と
呼
ん
で
い
る
。

拙
稿
「
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ

γ
ド
の
ア
l
ト
マ
ソ
(
我
)
と
原
始
仏
教

l
i光
の
表
象
と
白
洲
自
帰
依
を
め
ぐ
っ
て
|
|
l
」
(
『
文
化
』
第
三
六
巻
第
一
・
二
号
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
)

二
ハ
三
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

匂刷£h』宮vss'~弓弓£札$b&舎、詰sN]司Vγ.ω。宏品少M~足只

ε一以1志トE札遺mおや刷?1弓札$bh守刷守、三sω]司V.N虫品山
φwy、仇hお嗣噛s冶u、3、ぷ暗

人

h品言噛芯£府芯h唱宝ψ怠ミ帆ミ忌H芯きH言おミ『言お?t》弓引$札守判守、mお相同匂
.
q
G・
宇
井
前
掲
論
文
三
一
ペ
ー
ジ
参
照
。

た
と
え
ば
的
s
s
u
、
ミ
E
l
弓
匙
ね
い
て
お
ω
]
U
・
ぉ
「
勺
S
h
q
s
H
・
】
V
-
E
・

木
村
泰
賢
「
原
始
仏
教
思
想
論
』
(
『
木
村
泰
賢
全
集
』
第
三
巻
、
大
法
輪
閣
)
一
五
一
ペ
ー
ジ
。
一
五
四

l
一
五
五
ペ
ー
ジ
。
「
権
財
に
対
す
る
欲
求
」
と
解
し
て
い
る
。

宇
井
伯
寿
「
十
二
因
縁
の
解
釈
l
縁
起
説
の
意
義
」
(
『
印
度
哲
学
研
究
』
第
二
)
二
八
六

l
ニ
九

0
ペ
ー
ジ
。
宇
井
博
士
は
、
は
じ
め
「
無
見
断
見
を
抱
き
之
が
実
現
を
欲
し
て
止

ま
ぬ
愛
」
「
生
存
の
滅
を
欲
す
る
愛
」
と
い
う
解
釈
を
あ
げ
な
が
ら
、
考
察
を
進
め
て
「
断
見
論
者
は
死
亡
以
前
に
出
来
得
る
限
り
六
境
を
享
楽
す
る
如
く
振
舞
ふ
」
「
現
世
の
快
楽

(211 ) 
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を
希
ふ
」
の
が
無
有
愛
だ
と
す
る
(
二
八
九
ペ
ー
ジ
)
。

『
中
村
元
選
集
』
第
U
巻
「
原
始
仏
教
の
思
想
』
下
(
春
秋
社
)
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

な
お
和
辻
宮
司
『
原
始
仏
教
の
実
践
哲
尚
之
は
、
『
無
有
即
ち
誠
や
対
十
か
渇
愛
な
の
で
は
な
く
し
て
、
有
と
相
対
的
な
る
無
、
即
ち
「
無
有
」
を
か
か
い
ト
か
法
と
し
て
の
渇

愛
』
「
無
が
有
る
こ
と
は
渇
愛
ぜ
ら
れ
て
有
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
」
(
一
一
一
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
難
解
だ
が
、
「
情
欲
を
あ
ら
し
む
る
渇
愛
」

(
H
欲
愛
)
、
「
有
を
一
般
に

あ
ら
し
む
る
と
し
て
の
渇
愛
」
(
リ
有
愛
)
と
対
比
し
て
見
る
な
ら
ば
、
「
無
有
を
あ
ら
し
む
る
・
・
;
渇
愛
」
も
無
有
が
渇
愛
せ
ら
れ
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
杉
本
卓
洲
「
無
有
愛
に
つ
い
て
」
(
『
東
北
印
度
学
宗
教
学
会
論
集
』
第
五
号
、
昭
和
五
十
三
年
、
九
五

l
九
七
ペ
ー
ジ
)
参
照
。

拙
稿
「
阿
含
に
於
け
る
四
究
住
に
つ
い
て
」
(
『
法
然
学
会
論
叢
』
創
刊
号
、
昭
和
三
十
五
年
、
大
正
大
学
浄
土
学
研
究
室
)
、
同
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
八
巻
第
二
号
、
昭
和

三
十
五
年
、
一
五
四
l

一
五
五
ペ
ー
ジ
参
照
。

M
s
s
u
、
尽
き
制
l
弓
お
ね
い
て
お
切
]
V
M
v
・
=
印
1
5
H
に
は
外
道
の
遊
行
者
(
斜
出
回
ω
並
立
u
q
印
、
3
H
F
ぴ
川
昌
弘
S
)
た
ち
も
、
沙
門
ゴ

l
タ
マ
と
同
じ
よ
う
に
、
五
蓋
を
断
じ
慈
悲
喜
捨
を
修

す
べ
き
こ
と
を
説
く
、
と
い
う
。
『
雑
阿
合
』
巻
二
九
(
七
四
三
)
(
『
大
正
』
二
、
一
九
七
中
下
)
も
同
趣
で
あ
る
が
、
四
念
処
に
住
し
て
慈
悲
喜
捨
を
修
習
す
る
と
い
う
。
ま
た

同
問
匂
・
5
∞
円
『
雑
阿
含
』
巻
二
七
(
七
二
ニ
)
(
『
大
正
』
二
、
一
九
一
上
下
)
に
は
外
道
の
遊
行
者
も
五
蓋
を
断
じ
七
覚
支
を
修
す
べ
き
こ
と
を
説
く
と
い
う
。

中
村
元
博
士
の
原
始
仏
教
の
研
究
(
『
中
村
元
選
集
』
第
口
巻
J
第
川
崎
巻
)
は
全
て
そ
の
方
法
で
貫
か
れ
て
い
る
。
同
第
U
巻
末
に
は
「
原
始
仏
教
聖
典
成
立
史
研
究
の
基
準
に
つ

い
て
」
と
い
う
論
文
が
付
さ
れ
、
同
博
士
の
方
法
論
・
資
料
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
博
士
は
自
ら
の
見
識
に
よ
っ
て
最
古
と
思
わ
れ
る
韻
文
の
資
料
か
ら
始
め
て
漸
次
新
し
い

と
思
わ
れ
る
資
料
に
移
行
し
つ
つ
、
原
始
仏
教
の
諸
問
題
を
発
達
史
的
体
系
的
に
論
述
し
た
。

な
お
備
を
古
い
と
す
る
見
解
は
宇
井
伯
寿
博
士
の
「
原
始
仏
教
資
料
論
」
(
『
印
度
哲
学
研
究
』
第
二
)
の
、
経
典
の
新
古
の
段
階

1
、
パ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ

2
、

a

ス
ッ
タ
ニ
パ
l
タ
初
四
豪
、
相
応
部
第
一
有
偶
緊

b

イ
テ
ィ
ヴ
ッ
タ
カ
、
ウ
ダ
l
ナ

c

相
応
部
第
二
因
縁
緊
第
一
編
初
八
小
費
、
長
部
中
部
の
七
経

3
、
ジ
ャ
l
タ
カ
ニ
八
経
、
増
支
部
中
部
の
十
経

に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

2
b
ま
で
が
偶
で
あ
る
。
し
か
し
宇
井
博
士
は
原
始
仏
教
の
研
究
に
お
い
て
、
偶
が
最
古
の
資
料
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
貫
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
偶
の
み
に
よ
っ
て
最
古
の
仏
教
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

中
村
元
『
ブ
y
ダ
の
こ
と
ば

l
iス
ッ
タ
・
ニ
パ
!
タ
|
|
』
(
岩
波
文
庫
、
昭
和
三
十
三
年
)

中
村
元
『
プ
ッ
タ
の
真
理
の
こ
と
ば
感
興
の
こ
と
ば
』
(
岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
年
)
。
「
感
興
の
こ
と
ば
」
は
句
告
さ
さ
ミ
な
の
訳
で
あ
る
。

中
村
元
『
ブ
γ
タ
の
と
と
ば
』
二
六
七
ペ
ー
ジ
。
『
中
村
元
選
集
』
第
弘
巻
『
原
始
仏
教
の
思
想
』
下
三
九
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

ω
M
L
ぐ
巴
ロ
戸
市
川
ぐ
一
時
は
ア
シ
ョ
l
カ
王
の
法
勅
の
言
語
や
パ
ハ
l
ル
フ
ト
の
銘
文
等
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
頃
に
は
バ
l
リ
経
典
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
、
早
く
と
も
、

パ
l
リ
経
典
の
年
代
は
紀
元
前
二
世
紀
に
ま
で
下
る
、
と
い
う
(
O
Z
2
g
t
g
∞
ロ
円
g
o
H
g
m
d
o
H
V広
g
g
E
ρ
5
含
出
。
包
門
口
比
印
B
p
h
h
E
H
N
H
H
R
v
・
怠
ω
l
E
品
・

特
に
司
・
2
N
)
。
パ
l
リ
経
典
を
古
く
見
る
説
の
一
に
は
後
の
註
(
紅
)
に
あ
げ
る
吋
・
巧
・
何
回
M
M
a
u
m
E
r
が
あ
る
が
、
最
近
の

kr
・
同
・
者
旬
、
乱
。
♂
N
U
S
N
札
足
.
m
H
R
A
n
g
'

H
立
宮
及
。
芯
苫
H
W
間
同
止
な
ミ
ミ
同
誌
A
S
S
忠
岡
明
言
言
言
(
例
え
ば
M
M
・
N
N
印
)
も
備
の
古
い
も
の
を
マ
ウ
リ
ヤ
朝
以
前
に
お
い
て
い
る
が
、
レ
ヴ
ィ
説
の
検
討
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

中
村
元
博
士
は
「
『
ス
ッ
タ
ニ
パ

l
タ
』
や
『
相
応
部
』
印
m
p
m
忠
vpd・
2
出
μ

は
ア
シ
ョ

l
カ
王
以
前
の
も
の
で
あ
る
」
「
『
ス

γ
タ
ニ
パ

I
タ
』
の
中
の
ア
ッ
タ
カ
篇
と
パ
ー
ラ
ー

13 14 (
日
)

(
時
)

(
臼
)

(
国
)

無
欲
と
無
所
有
(
村
上
)
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ヤ
ナ
篇
と
は
釈
尊
に
近
い
時
代
の
思
想
を
伝
え
て
い
る
」
(
前
掲
書
三
九
七
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
し
か
し
現
存
の
バ
i
リ
文
の
詩
節
そ
の
も
の
が
当
時
の
も
の
か
ど
う
か
は
、
証
明

さ
れ
な
い
。
次
註
参
照
。

第
一
の
〈
宮
伊
3
1
Z
B
U
w
g
o
(
ヴ
ィ
ナ
ヤ
に
お
け
る
最
勝
[
法
説
〕
)
は
初
転
法
輸
の
四
諦
説
を
指
す
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。
こ
れ
は
散
文
で
あ
る
。

第
二
の
K
F
E
3
l
g
印
似
巳
(
聖
な
る
系
議
席
)
が
A
£
ミ
言
S
'
弓
$
h

刷、Q
M
市
・
自
や
、
或
い
は
b
£
ぎ
l
弓
$
h

刷、s
ω
匂
一
句
・
8
P
N
@
同
を
指
す
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
散
文
で
あ

司
令
。
第
三
の
k
r
ロ
m
F
m
m
v
g
t
σ
宮
、
志
、
巳
(
未
来
の
怖
長
)
も
入
室
内
S
N
E
S
z
見
匙
舎
s
ω
M
4
・
5
0
円
を
示
す
と
す
れ
ば
、
そ
れ
も
散
文
で
あ
る
。

第
七
の
F
X
E
H
0
1
〈
似
品
。
自
己
乱
占
的
E
P
H
何
回
包
E
m
仙のヨ
σ
v
m
H
m
p
g
g
出
国
仏
門
目
。
ロ
印
、
σ
E
∞
芹
σ
(虚
言
に
関
し
て
世
尊
仏
陀
の
説
か
れ
た
る
ラ
l
フ
ラ
へ
の
教
誠
)
は
~
-
E
a

h
M
M
友
達
平
坦
$
を
お
属
。
・
2
k
r
gゲ巴
m
F
1
v昨
ω
、
l
同
m
v
v
d
H
。
〈
m
E
ω
1
2
詳
戸
(
同
一
R
y
h
z
h
F
l
ぉ
。
)

w

お
よ
び
Z
0
・
8
出
向
島
平
岡
山
F
d
E
ぐ
包
ω
1
2
詳
印
、
(
岡
田
γ
h
E
。
l
S
S
を
指
す
と

す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
散
文
経
典
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
第
四
冨
ロ
巳
t
m
洋
志
、
は
h
g
H
H
h
刷
会
合
a
s
-
-
N
冨
ロ
巳
t
g
芹
斜
(
ぐ
ぐ
-
N
O斗
I
N
N
-
)
"
第
五
冨
o
ロ
ミ
m
v
s
出
国
立
。
は
包
恥
H
H
Q
'
ミ
M
v
h
制
言
ω
・
=
Z包
m
v
W
9
1
2
詳
伊

(
ぐ
〈
-
s
m
w
l吋
N
ω
)
ま
た
は
L
S
S
H
H
S
E
S
(
可
・
8
)
句
人
山
£
・
ミ
N
E
E
-
足時
.
b
ぬ
い
て
お
同
匂
・
自
ω
・
第
六

d
官
、
仲
a
Z
6
3
h
E
o
は
h
ミ
君
事
会
h判官

A
H
・
H
G
印
刷
同

-
q
H
H
仲
g
t
自
立
斜
(
〈
ぐ
-

m
W
2
1
2
2
に
比
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
と
も
に
そ
れ
ら
は
韻
文
で
あ
る
。
但
し
第
六
が
~
-
h
a
Mと
s
s
l
弓
$
h

刷、sz
。
・
官
同
丘
町
内
F
4
1
E
M
g
i
印
国
立
伊
(
同
町
一
句
-
E
。
l
H
U
H
)
を
指
す

な
ら
ば
、
こ
れ
は
散
文
で
あ
る
。
な
お
以
上
の
経
名
は
現
在
の
パ

l
リ
語
と
同
一
で
は
な
い
の
で
、
当
時
の
韻
文
の
経
典
で
も
現
存
の
パ

l
リ
語
経
典
と
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
、
き
わ
め
て
疑
わ
し
い
。
∞
・
H
L
A
山
〈
r
H
A
S
H
N
H
H
・
M
V
・
2
N
参
照
。

カ
ル
カ
γ
タ
・
バ
イ
ラ
l
ト
の
七
種
の
経
典
に
つ
い
て
は
、
塚
本
啓
祥
「
ア
シ
草
l
カ
王
の
七
種
の
法
門
に
関
連
し
て
」
(
『
仏
教
研
究
』
創
刊
号
、
昭
和
四
十
五
年
)
、
同
『
盤
町
一

初
期
梯
教
教
圏
史
の
研
究

l
l部
派
の
形
成
に
関
す
る
文
化
史
的
考
察
|
|
』
昭
和
五
十
五
年
、
山
喜
房
仏
書
林
、
五
六
六
|
五
七
三
ペ
ー
ジ
、
中
村
元
前
掲
書
三
八
五
ペ
ー
ジ
以

下
)
、
中
野
義
照
訳
『
ヴ
イ
ン
テ
ル
ニ
ッ
ツ
仏
教
文
献
』
一
一
一
一
一
七
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

官
、
m
g
s
w
P
1
w
m
w
(
五
-
一
カ
l
ヤ
を
知
る
者
)
と
い
う
語
が
バ
ハ

l
ル
フ
ト
欄
楯
の
銘
文
(
k
r
n
ロ
ロ
ロ
E
m
V
伊
目
、
吋
M
v
h
h
H
品
、
お
ミ
切
宮
司
』
S
F
F
O
口
。
。
一
口
冨
芯
一
、
M
M
-
E
N
Z
。
・

ω
円
切
出
巳
仲
N
S
Y
N
S
n
N
-
K
由
主
・
〈
♀
・
凶
凶
戸
同
∞
∞
戸
M
V
・
凶
ω
∞
出
。
・
E
h
p
)
そ
の
他
に
出
て
い
る
(
同
-
F
-
民
宏
一
H
F

ロ1
0片
岡

叶

P
V
B
同
同
ロ
吉
岡
山
一
唱
。
氏
。
ロ
叩
昨
。
B
4
F
O
何
m
R
F
w
乱

仲
5
2切と
-
H
S
札
・
凶
〉
3
2
F
Z
0
・
∞
ミ
・
静
谷
正
雄
『
イ
ン
ド
仏
教
碑
銘
目
録
|
|
グ
プ
タ
時
代
以
前
の
仏
教
碑
銘

l
l』
一
九
六
五
、
平
楽
寺
書
庖

3
・
N
∞
∞
参
照
)
。

ま
た
塚
本
啓
祥
『
初
期
仏
教
教
団
史
の
研
究
』
(
昭
和
四
十
一
年
、
問
改
訂
増
補
版
、
昭
和
五
十
五
年
、
山
喜
房
仏
書
林
)
三
九
六
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

吋
・
当
・
同
H
H
3

ロS
E
印
、
吋
]
回
開
m
E
U
1
同
町
仲
o
q
o
同
p
o
出
a
E
B
Z
(
出
回
・
何
者
印
O
ロ
o
a
-
-
H
宮
町
h
g
マ&
h
R
同
泣
き
湾
企
L
F
n
忠
治
〈
O
H
・
H
k
r
宮
町
E
E
門
出
p
n
m
w
H
ロ
ー

ゲ
ユ
門
目
的

ω
忌
ω
ω
)
匂
-
M
S
は
仏
教
文
献
の
成
立
を
十
段
階
に
分
け
て
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
が
「
二
つ
以
上
の
現
在
の
本
に
同
一
語
で
繰
返
し
て
現
わ
れ
る
、
教
義
の
簡
単

な
陳
述

l
i定
型
節
或
い
は
ス
ッ
タ
(
経
)
、
第
二
「
同
様
に
繰
返
し
て
現
わ
れ
(
教
義
だ
け
で
な
い
)
挿
話
」
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
散
文
で
あ
る
。
第
一
ニ
が
「
今
は
も
う
独
立

シ
ー
ラ

に
は
存
在
し
な
い
現
在
の
本
に
引
用
さ
れ
る
本
|
|
戒
、
パ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
、
八
偶
品
、
波
羅
提
木
叉
(
戒
本
)
」
、
第
四
が
「
現
在
の
詩
華
集
に
同
様
に
繰
返
し
て
現
わ
れ
る
か
或
い

.、a
J
b
p

は
古
い
時
代
の
痕
跡
を
示
し
て
い
る
或
種
の
詩
、
歌
謡
、
或
い
は
散
文
」
と
さ
れ
る
o
h
ミ
言
ー
ミ
同
誌
宮
の
最
後
の
ニ
篇
は
や
っ
と
第
三
の
段
階
に
出
て
き
て
お
り
、
そ
の
他
の
詩

は
第
四
の
段
階
に
出
て
い
る
。
尤
も
第
五
の
段
階
が
「
四
ニ
カ
l
ャ
、
律
の
経
分
別
(
ω
E
g
t
4
5
v
g
一
閃
伊
)
、
健
度
部
(
同
財
自
己
邑
日
ご
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
比
す
れ
ば
第
三
、

第
四
の
段
階
の
詩
は
古
い
と
も
い
え
よ
う
か
。
し
か
し
そ
の
次
の
段
階
を
見
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
六
九
山
ミ
E
'
s
e
a
p
吋
宮
司
令
B
h
a
s
p
日
吉
ユ
J

偽
記
言
"
q
n
出
ぬ
き
山
ア
同
M
p
a
h
S
S
お
も
怠
ぎ

第
七
h
a
a
b
s
{
周
仰
の
み
プ
ン
匂
E
S
S
R
刷
、
a
h相手

(212 ) 

20 21 

第
八
弓
匙
m柏
町

h
a
u
H
H
苫
ミ
E
b
p
N
u
a
な
お
遺
客
位
向
唱
s
s
h
h
s

第
九
M
U同
H
a
l
e
s
s
F
S
還
ま
s
'
e
s
S
F
A比
V
a
a
s
a
-
同
志
n
g
S
E
e
s
a
z
s

第
十
人
向
窓
匙
言
一
連
遺
h
p
そ
の
最
後
は
同
h
a
w
ぬ
'
e
h制
H
S
芯
(
論
事
)
、
そ
の
最
古
の
も
の
は
恐
ら
く
b
w
令
違
遺
守
h
a
£
お
ま
(
法
集
論
)

こ
の
十
段
階
を
ア
シ
冨

1
カ
王
時
代
ま
で
に
あ
て
る
点
は
、
な
お
議
論
の
余
地
が
あ
る
に
し
て
も
、
散
文
の
定
型
節
(
印
件
。
長
官
∞
g
m
o
)
を
韻
文
よ
り
も
古
い
段
階
に
置
い
た
こ

と
に
、
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(213 ) 

無

欲

と

無

所

有

(

村

上

)


